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すべては、「　　　　　　  」から。

日清オイリオグループのコーポレートステートメントは「　　　　　　　」。

わたしたちの事業は、植物資源の可能性を最大限に引き出し、人々の生活をさら

に豊かにすることです。

植物がもつ3つのチカラ、「おいしくするチカラ」「健康にするチカラ」「美しく

するチカラ」は、人や事業を動かすチカラでもあるのです。

わたしたちの行動と事業のベースは、常に「　　　　　　　」です。

コーポレートステートメント

経営理念

企業価値の追求と、その最大化を通じた人々・社会・経済の発展への貢献

「おいしさ・健康・美」の追求をコアコンセプトとする創造性、発展性ある
事業への飽くなき探求

社会の一員としての責任ある行動の徹底

1.

2.

3.

コアプロミス

日清オイリオグループは、健康的で幸福な「美しい生活」（Well-being）を提案・

創造いたします。そのために私たちは、無限の可能性をもつ植物資源と、最高の

技術によって、あなたにとって、あったらいいなと思う商品・サービスを市場に

先駆けて創り続け、社会に貢献することを約束いたします。
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編集方針
　当社グループは、“植物のチカラ®”で新たな価値を創造し続ける国際的な企業グループとして

社会の発展に貢献することを目指し、10ヵ年経営基本構想“GROWTH10（グロース・テン）”に取

り組んでいます（詳しくはP.24参照）。

　“GROWTH10 フェーズⅡ”の最終年度となる2013年にあたって、ステークホルダーの皆様に

グローバルな展開をすすめる当社グループのCSR（Corporate Social Responsibility：企業の社

会的責任）の取り組みを報告します。

情報開示の方法
　2012年度（2012年4月～ 2013年3月）の取り組みを報告する『CSR報告書2013』は、「ハ

イライト」と「フルレポート」の2つの形態を通じて情報を開示しています。

　・『CSR報告書2013　ハイライト』（冊子、PDF、デジタルブック）

　　ステークホルダーの皆様に特にお伝えしたいことや、2012年度の新たな取り組みを中心に報告

　・『CSR報告書2013　フルレポート』（PDF）

　　各CSR活動の方針や実績、環境パフォーマンスデータなど、CSRの取り組み全体を詳しく報告

　『CSR報告書2013　ハイライト』は、日清オイリオグループホームページから冊子版を請求で

きます。

　『CSR報告書2013　ハイライト』『CSR報告書2013　フルレポート』はいずれも日清オイリ

オグループホームページにPDFを掲載しています。
日清オイリオグループホームページ： http://www.nisshin-oillio.com

報告書の構成
　この報告書では、社長による「トップコミットメント」のほか、特集記事として、安全で安心でき

る商品を安定的に提供するための製造現場における取り組みや、トップアスリートに対する食事・

栄養サポートをはじめとしたスポーツ振興事業を掲載しています。また、2012年度におけるステー

クホルダーごとの主な取り組みについても紹介しています

　巻末では、本報告書の「GRIサステナビリティ レポーティング ガイドライン 2006」（第3版）お

よび、国連グローバル・コンパクトの10原則との対照表を当社の解釈に基づき作成、掲載しています。

　より読みやすい報告書とするために、ユニバーサルデザインに配慮した誌面づくりを行っています。

報告範囲
　日清オイリオグループ株式会社と連結子会社（国内・海外）を含むグループ全体を対象として

います。ただし、環境パフォーマンスデータと一部の取り組みについては、日清オイリオグルー

プ株式会社単体を対象としています。（報告書中での表記について、日清オイリオグループ株式

会社単体を「当社」、日清オイリオグループ株式会社と連結子会社［国内・海外］を含むグルー

プ全体を「当社グループ」としています。）

編集方針
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報告対象期間
　2012年4月1日～ 2013年3月31日

　 一部に当該期間外の取り組みが含まれています。組織・役職名は2013年6月末現在のものを

記載しています。

発行
　2013年7月　『CSR報告書2013　ハイライト』

　2013年7月　『CSR報告書2013　フルレポート』

　（前年度：2012年7月、次年度：2014年7月予定）

CSR報告書2012からの変更・修正点
　 　CO2換算係数の変更のため、CSR報告書2012で報告した数値を変更しました。なお、この修

正により、これまでにご報告した実績が大きく異なるということはありません。

　・CO2排出量および排出量原単位

お問い合わせ先
　日清オイリオグループ株式会社

　コーポレートコミュニケーション部

　TEL.03-3206-5109
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会社概要

商号 日清オイリオグループ株式会社

本社 〒104-8285 東京都中央区新川一丁目23番1号

 TEL. 03-3206-5005

代表者 代表取締役社長　今村 隆郎

創立 1907年（明治40年）3月7日

資本金 16,332百万円（2013年3月31日現在）

売上高 309,981百万円（2013年3月期・連結）

経常利益 4,471百万円（2013年3月期・連結）

従業員数 2,867名（2013年3月31日現在・連結）

事業所  本社、大阪事業場、横須賀事業場（中央研究所）、横浜磯子事業場（横浜磯

子工場）、名古屋工場、堺事業場、水島工場、札幌支店、仙台支店、関東信越

支店、東京支店、名古屋支店、大阪支店、広島支店、福岡支店、郡山営業所、

新潟営業所、長野営業所、埼玉営業所、西首都圏営業所、横浜営業所、静岡

営業所、北陸営業所、四国営業所、岡山営業所、鹿児島営業所、横浜神奈川

事業所（2013年3月31日現在）

グループ主要会社（2013年3月31日現在）

連結子会社  攝津製油（株）、日清商事（株）、日清物流（株）、（株）NSP、大東カカオ（株）、

（株）日清商会、（株）マーケティングフォースジャパン、日清ファイナンス

（株）、（株）ゴルフジョイ、もぎ豆腐店（株）、ヤマキウ運輸（株）、大連日

清製油有限公司、上海日清油脂有限公司、日清奥利友（中国）投資有限公司、

Intercontinental Specialty Fats Sdn. Bhd.（ISF）、Industrial Química 

Lasem, S.A.U.（IQL）、T.&C. Manufacturing Co., Pte. Ltd.（T.&C.）

持分法適用関連会社  （株）ピエトロ、和弘食品（株）、幸商事（株）、統清股份有限公司、張家港統

清食品有限公司

特例子会社 日清オイリオ・ビジネススタッフ（株）
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連結売上高
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事業別売上構成比

油脂・油糧事業
66.8%

2013年
3月期・連結

加工油脂事業
24.2%

ヘルシーフーズ事業  2.3%
ファインケミカル事業  4.0%
大豆食品素材事業  1.7% その他事業  1.0%

グループ売上構成比

日清オイリオグループ（株）
48.9% 

2013年
3月期・連結

国内子会社
28.2%

海外子会社
22.9%

グループ従業員比

日清オイリオグループ（株）
40.5% 

従業員数合計
（連結）
2,867名

国内子会社
30.6%

海外子会社
28.9%



トップコミットメント

　日本では少子高齢化で人口が減少していますが、世界
的には人口は増加しており、2050年には90億人を超える
といわれています。また、新興国では生活水準の向上とと
もに肉食が普及し、食用としてだけでなく、飼料としての
穀物需要も増大しています。欧米で本格的に普及しはじ
めたバイオエタノールやバイオディーゼルも、穀物需要の
拡大の一因となっています。
　 一方、環境への配慮から森林伐採や水資源の利用が制
限され、作付面積の拡大には一定の制約条件となり、穀物
の供給能力を大幅に高めることは難しくなっています。
こうした状況下、穀物需給はタイトになり、穀物価格は高
騰を続けています。
　グローバル企業を目指す当社グループは、こういった
構造的な人口問題、食糧問題、環境問題を認識したうえで、
事業構造改革に取り組むとともに、持続可能な事業の仕
組みを構築し、健全で豊かな社会づくりに貢献していきま
す。2011年のグローバル・コンパクトへの参加は、その
意思表明でもあります。
　世界一の生産量を誇る油脂であるパーム油に関しては、
生産量の伸びが著しいのですが、熱帯雨林の乱開発や労
働問題などが社会的な課題となっています。こうした諸

「おいしさ・健康・美」の追求を通して
 持続可能な社会づくりに
 貢献していきます。

日清オイリオグループは、食品メーカーとして、安全
で安心できる商品・サービスを安定的に提供するこ
とを使命としています。食品の持つ基本的な価値を
ステークホルダーの皆様と共有し、持続可能な社会
づくりに貢献していきます。

世界人口が増加し、
穀物の供給に限界がある中、
持続可能な仕組みをいかにつくりあげるか

8 日清オイリオグループ　CSR報告書2013



※1　RSPO Roundtable on Sustainable Palm Oil（持続可能なパーム油のた
めの円卓会議）。熱帯林の保全や生物多様性、森林に暮らす人々の
生活に配慮し、持続可能なパーム油の利用と生産を推進するために
2004年に設立された。

※2　国連WFP協会
 国連WFP（World Food Programme）協会は、飢餓の撲滅を使命

に食糧支援を行うWFP国連世界食糧計画を支援する認定NPO法人
で、日本における公式支援窓口である。

　食品メーカーとしては、安全で安心できる商品・サービ
スを安定的に提供し続けることが使命であり、持続可能
な社会づくりに貢献できるものと考えております。その
うえで、「食」の大切さや楽しさをもっと伝えていきます。
最近、日本人の「食」がいろいろな意味で乱れていると感
じています。健康のためにと、油の摂り過ぎを気にする人
が多いのですが、控え過ぎるのも問題があります。健康の
ためには、栄養バランスが良く、規則正しい食生活を送る
ことが大事です。植物油は体内では作れない「必須脂肪酸」
の供給源ですし、植物油を上手に使うことで、野菜のビタ

日清オイリオグループ株式会社
代表取締役社長

「食」の大切さ、運動と食事の
バランスの大切さを伝えていく

課題への解決に向けて、2012年に当社はRSPO※1 へ加盟
いたしました。グローバル企業として、パーム油産業の健
全な発展に貢献していくためにも、RSPOの理念の普及に
努めてまいります。
　また、世界で9億人ともいわれる人々が食糧不足に苦し
んでいます。この飢餓問題の解決に向けて、当社は特定
非営利活動法人 国連WFP協会※2 の評議会メンバーとし
て、その趣旨に賛同し、さまざまな活動に参加し、支援し
ています。同協会が主催するチャリティウォークイベン
トや当社独自の企画であるチャリティランチなどに従業
員が実際に参加することで、従業員一人ひとりが社会貢
献について考える機会を設けるとともに、従業員のCSR
意識の醸成を図っております。

ミンなどを効率良く吸収できます。何よりも油を使うと
料理がおいしくなります。食品にとっての基本的な価値
である「おいしさ」と「健康」を、植物油によってご提供
し続けていくことが当社としての責務でもあります。当
社が100年以上にわたる長い歴史の中で培ってきた技術
力で、お客様が求める新たな価値を創り出すことはもちろ
んですが、植物油が持つ本来の価値を日々の営業活動を
はじめとして、ホームページや食育活動などを通じて、わ
かりやすく伝えていくことで、皆様の生活をさらに豊かな
ものにしていきたいと考えております。
　健康的で美しい生活という観点で、当社は以前から運
動と食事のバランスの大切さも伝え続けています。その
一環として、スポーツ振興事業への取り組みにも力を入れ
ています。オリンピック日本代表の食事・栄養サポート
や少年サッカー大会などの各種スポーツ大会への協賛な
どもその活動のひとつです。昨年夏のロンドンオリンピッ
クにおいて、当社がサポートしている卓球の福原愛選手、
レスリングの吉田沙保里選手がメダルを獲得したことは、
当社にとっても大きな喜びであり、アスリートにとって大
切な「食」という点で当社なりの貢献ができたものと考
えております。これからもトップアスリートへの食事・
栄養サポートを通じて、アスリートから未来のアスリート
を目指す子どもたち、そしてすべての人々に運動と食事の
バランスの重要性を伝えていきたいと考えております。

日清オイリオグループ　CSR報告書2013 9



特 集

1

食品メーカーの使命、それは、安全で安心な商品・サービスを、
安定的に提供することです。食品の品質に対する要求は、日々
高まっています。当社は、食用油の原料となる大豆や菜種はもち
ろん、容器の材料となる資源や、生産のためのエネルギーを無駄
なく使い、お客様や社会のニーズに応える食用油を安定してお
届けするために、工場の「現場力」を強化しています。

　当社グループの工場は、今年で操業50周年を迎える横
浜磯子事業場をはじめ、長い期間稼動している設備があ
ります。「目をつぶると設備の配管をすべて思い浮かべ
ることができる」というベテラン従業員は、「今年定年
なので、設備の故障や修理に関する記録を残しておこう
と思う」と語っています。長い歴史の中でコツコツと課
題に取り組む姿勢や粘り強さ、日々改善する風土が育ま
れ、それは、人から人への技術・技能伝承や、安全に対す

若手からベテラン技術者まで、
粘り強い取り組みが、ものづくりを支える。
現場力を高める「人材」を育成。

る意識の継承につながっています。一方、生産現場の自
動化が進んだことや、商品の品質に対する要求が高まっ
たことで、会社として組織的な現場力の向上に取り組む
ことが求められています。当社は、メーカーにとって製
造は生命線であるという認識のもと、直面する課題に対
応するために、「QCスクール」や「安全塾」を実施する
とともに、「人材のマルチ化」を推進しています。

毎日の食卓に“植物のチカラ®”を
お届けするために、
ものづくりの「現場力」を強化する。

日清オイリオグループ　CSR報告書201310



　QCという統計的手法に基づいた品
質管理を学ぶことで、物事を数理的に
考える、誤った判断を少なくする、また
効率的かつ効果的に業務を推進するこ
とが可能になります。
　「QCスクールの取り組みも技術・技
能の伝承の一部なのです。技術者とし
て、カンだけに頼ることなく、統計的裏
づけをもって判断することが重要です」

統計的品質管理で、ものづくりを改善
「QC（Quality Control）スクール」

（生産・物流統括部 QCスクール講師 
片山 拡）。
　QCスクールでは、オリジナルのテキ
ストを使って、実際の業務に即した品
質管理手法を学びます。2010年のス
タート以来、これまでに60名の若手技
術者が受講し、それぞれの現場の改善
に役立てています。

　設備の自動化とともに、従来よりも
少人数で製造ラインを管理することが

個人のスキルを高め、全体の現場力を高める
「人材のマルチ化」

可能になりました。当社は、ひとりの
技術者が複数のラインを担当できるよ
うに、国内生産4拠点間の異動や、専門
分野が異なるラインへの担当替えを推
進しています。「生産設備全体の仕組み
を知り、常にメンテナンスや検査部門
とのコミュニケーションをとることで、
トラブルが起きたときの改善も容易に
なります」（生産・物流統括部 岡田昌
俊）。多くの技術者が複数の工場やライ
ンを体験することで、工場間でベスト・
プラクティス（優良事例）を共有したり、
全体最適を考えた工程の改善が行える
ようになることを目指しています。

片山 拡
生産・物流統括部 　QCスクール講師

岡田 昌俊
生産・物流統括部

“安全なくして生産なし”を体感する
「安全塾」
　横浜磯子事業場の一角には、現場で
起こりうる事故を疑似体験できる安全
塾が設けられています。設備の安全対
策が進み、危険な体験をする機会は減
少していますが、それとともに安全に
対する意識が低下することは避けなく
てはなりません。安全塾には、挟まれ・
巻き込まれ、切れ・こすれなど、実際に
現場での発生を想定した18のプログラ

ムが用意されており、
実体験をもって安全
の重要さを語ること
のできるベテラン従
業員が講師を務めて
います。横浜磯子事
業場の従業員はもちろん、他の事業場、
グループ会社の従業員も受講し、安全
に対する意識向上を図っています。

工場内に手づくりの体験設備を設け、現場
で起こりうる事故を疑似体験する安全塾。
写真は原材料の投入や添加処理に使用す
るロータリーバルブ装置での指挟みを、竹
棒を使い疑似体験している様子。
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毎日の食卓に“植物のチカラ®”をお届けするために、ものづくりの「現場力」を強化する。特 集 1

現場力
の
向上

社内活性化活動
（褒める活動）
コミュニケーション力

の強化

改善提案活動
個人の力
の強化

小集団活動
チーム力
の強化

AF運動の概要

　現場力は、ものづくりの土台です。理想的な製造現場
には従業員が誇りと自信をもって仕事をし、それが安全
や品質、生産技術力の向上につながっていくという組織
風土があると当社では考えています。また、「この人の
ようになりたい」という現場のリーダーが身近にいるこ
とが、職場全体のモチベーションアップや環境変化へ対
応するための新たなチャレンジを生み、それが機動性・
柔軟性のある強い組織につながっていきます。ものづく
りの土台を強固なものにし、理想的な製造現場を実現す
るために、当社生産部門では、2011年から「AF（Again-
Future／原点回帰&未来志向）運動」を展開しています。
AF運動は、チームワークの強化に向けて従来から実施
していた「小集団活動」に加え、業務改善に向けた個人
レベルの思考能力の向上を図る「改善提案活動」、日常
の地道な努力などに目を向け、感謝や賞賛の気持ちを伝
えることでコミュニケーション力を高める「社内活性化
活動（褒める活動）」が3本柱となっています。
　「全員参加で、楽しみながらAF運動を推進することで、
しっかりと地に足の着いた現場力をつくりあげ、最終的
には4つの生産拠点がひとつの工場のように連携してい
けるよう取り組みを進めていきます」（常務執行役員 生
産・物流統括部長 栢之間 昌治）。

強い組織は、最後はチーム力がものをいう。
全員参加で現場力を高める「AF運動」を展開。

　社内活性化活動（褒める活動）は、ともに働く仲間を観
察し、言葉にして評価する活動です。褒められた本人のや
る気につながるとともに、他人の頑張りが「見える化」さ
れることで、競争心や意識が向上するだけでなく、他人を
認める心や一緒に頑張ろうという気持ちも育ちます。他部
署や協力会社との横のつながりも広がり、その仲間のひと
ことが、仕事のミスを防止することもあります。

水島工場  総務グループ
（AF運動拠点事務局 )

福永 優美子

AF運動を通じた職場の活性化
に向けて、頑張って取り組んでい
る人がたくさんいて、ほかの人を
引っ張っています。

見えないファインプレーの発見が、
意識向上につながる

水島工場における社内活性化活動（褒める活動）の例

栢之間 昌治
常務執行役員 
生産・物流統括部長
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人の力、チームの力、それが革新的なものづくりを可能にする。

　健康オイル「ヘルシーリセッタ」は、その
ままでは調理に適さない中鎖脂肪酸油を、エ
ステル交換というシンプルな技術で食用油
に取り入れたことがポイントです。シンプル
に作ることの大切さは、製造の現場にも当て
はまります。おいしく安全なものを、材料や
エネルギーなどの無駄なく作る。そのため
に欠かせないのが「現場力」です。近年は

機械化が進んできましたが、やはりものづく
りを行っているのは人ですから、技術の継承
や人材の育成が大切になってきます。そも
そも食用油は、天然の植物で作られますから、
一人ひとりの技術者の力と、工場というチー
ムの力を結集した現場力があってこそ、安全
で無駄なく均一な品質を作り込み、お客様に
お届けすることができるのです。

瀬戸 明
取締役 専務執行役員
※ 2013年6月25日まで
　 生産・生産技術を担当

　精製工場では、熱気などさまざまな要因からフロアが汚
れてしまいます。従来は、清掃によって汚れへの対処を行っ
ていましたが、現在では汚れに対して「原因調査→改善検
討→改善実施→評価」を実施しています。たとえば、床の
腐食の原因が、ポンプ上部のバルブパッキンの経年劣化
による微量な漏れであることをつきとめ、設備の液漏れを
改善し、さらに床のエポキシ補修を行った事例もあります。
今後も、さらに活動を続け、今までの精製工程からは想像も
できないような「きれいな生産現場づくり」を目指します。

　名古屋工場には「何でもやろう」という風土があり、現
場には改善活動が根づいています。その一例として、生産
工程で使用する油圧式モーターの作動油を、従来の非食用
油から、植物由来の食用油脂に変更したことがあげられま
す。単なる油の変更にとどまらず、生産設備の改善にも及
びましたが、より安全な植物由来の食用油脂を使用したい
という思いで改善を成し遂げました。

名古屋工場  物流・サイログループ 主管
住吉 康男

成功までに2年の歳月がかかりまし
た。何度トラブルがあってもあき
らめずに原因を追求し、改良を重ね、
得られた技術で現場力を高めます。

汚れへの対処法を見直し、
常にきれいな状態を実現する

横浜磯子事業場における小集団活動の例

お客様の安全のために、
いちはやく設備を改善

名古屋工場における改善提案活動の例

堺事業場では、AF運動と連携して、活力のある(energetic)、
環境にやさしい(ecological)、効率的な(economical)職場
づくりに向けて、“e-Factory堺”の活動を推進しています。
従来は部署ごとに行っていた安全衛生防災やボランティ
ア、工場見学、省エネなどの活動を部署横断的に行うこ
とで、従業員同士のコミュニケーションを深めています。

堺事業場
攝津製油（株）堺事業所油脂工場
品質・技術グループ品質管理チーム

大泉 真理子

活動を通じてコミュニケーションを深め、
活力ある組織をつくる e-Factory 堺

現場力を高めるその他の活動

活動を通して他の部署の人
と知り合うことで気軽に質問
できるようになり、結果とし
て工程改善や業務の効率化
につながっています。
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特 集

2

※ 天然の植物成分「中鎖脂肪酸」の働きで、体に脂肪がつきにくい健康オイル。
　 特定保健用食品です。

　当社は、JOC（日本オリンピック委員会）オフィシャル
パートナーになる以前から、食事と運動の関係に着目して
きました。食事は栄養とおいしさのバランスが大切であ
り、身体に大きく影響します。中でも食用油は身体にとっ
て大切なエネルギー源であり、料理をおいしくする働きを
持っています。当社は、「おいしさ・健康・美」の追求を
コアコンセプトとする創造性・発展性ある事業を展開し、

人々・社会・経済の発展に貢献することを経営理念とし
ています。その一環として、スポーツ振興事業に取り組
み、オリンピック日本代表選手や未来のアスリートなどを

「おいしさ・健康・美」の追求をコアコンセプトに、
“植物のチカラ®”の可能性を
新たな価値として社会と共有する。

当社は、“植物のチカラ®”を最大限に引き出し、「おいしさ・健康・
美」を追求してきました。2003年には、健康オイル「ヘルシーリ
セッタ※ 」を発売。オリンピック選手の食事・栄養サポートや、全
日本少年サッカー大会に参加する選手や保護者の皆様への食事
提案などを通じて、バランスの良い食事と運動の大切さを伝えて
います。

トップアスリートから子どもたちまで、
バランスの良い食事と運動の
大切さを伝えていく。

当社管理栄養士による福原
愛選手への食事・栄養サポー
トの様子。個々の選手の状
況に合わせ、より詳細なアド
バイスを行っている。
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1997年
「ウーマンズ・スイム・
フェスティバル」協賛
泳ぐことが大好きな女
性スイマーが参加する
水泳大会「ウーマンズ・
スイム・フェスティバ
ル」に、第1回大会から
協賛。現在も継続中。

2005年
「JOCオフィシャル
パートナーシッププログラム」
契約締結
フリースタイルスキー・
モーグルの上村愛子選手と
スポンサーシップ契約締結
食事・栄養サポート開始。

日清オイリオグループ　主なスポーツ振興事業活動の歴史

2006年
全日本少年サッカー
大会協賛（U12）
「横浜F・マリノス
親子サッカー教室」主催
いずれも現在も継続中。

1978 年
「日清サラダ油
サマースクール」
実施
元水泳日本代表 木原
光知子さんを団長とし
て、第1回目はサイパ
ンを舞台に実施。以後
1980年まで継続。

1980 年
「日清サラダ油　
木原光知子のスイミング
スクール」実施
毎年夏休みに親子50組を抽
選で招待し、国内（毎年3地
区・1泊2日）での開催。以
後1993年まで開催。

1993年のスイミング
スクール開校式の様子

1982年
「神奈川マラソン」後援
1979年から開催されてい
る「神奈川マラソン」を
第4回大会から後援。横
浜磯子事業場は、この大
会のスタート地点、ゴー
ル地点となっている。現
在も継続中。

横浜磯子事業場が大会
のスタート地点、ゴール地
点となる「神奈川マラソン」

第1回  日清サラダ油
サマースクール告知
チラシ（1978年）

2007年
卓球の福原愛選手との
スポンサーシップ
契約締結
食事・栄養サポート開始。

「食」の面からサポートを行うことで、健康的で幸福な「美
しい生活」（Well-being）を提案しています。そのために、
当社は今後も、長年培ってきた食用油脂をはじめとする

「食」に関する技術の発展に努め、“植物のチカラ®”の可
能性を社会と共有する新たな価値として提案していきま
す。
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トップアスリートから子どもたちまで、バランスの良い食事と運動の大切さを伝えていく。特 集 2

　当社は2005年、スポーツ振興事業の一環として、ス
ポーツの原点であるオリンピックのサポートを開始しま
した。現在は年間を通じて、卓球の福原愛選手、レスリン
グの吉田沙保里選手、フリースタイルスキー・モーグル
の上村愛子選手・伊藤みき選手の食事・栄養サポートを
行っています。トップアスリートは、子どもの頃からの
指導で食事の大切さを理解していますが、日々の食事内
容は、競技種目、シーズン、体格、トレーニング目標など
によって個人差があり、それぞれに合わせて、カスタマイ
ズすることが重要となります。そのため、当社の管理栄
養士がそれぞれの選手と話し合い、目標を共有し、献立イ
メージなどを作成しています。日々のやりとりはメール
で行い、適宜食事の内容を確認し、選手の状況に合わせて
指導を行うという手順でサポートを行っています。アス
リートたちは、「疲労回復が早くなった」「今年は風邪を
引かなかった」「競技の結果につながったようだ」という
ような気づきをきっかけに、食事の大切さについてさら
に認識を深めていきます。また、海外遠征時は自炊がで

きず、ホテルの食事など外食が続くこと
も多く、国によって食環境が異なるので、
それぞれの状況に対応するためのアドバ
イスも行っています。

アスリートは、競技で結果を出すことが求められます。

必死に練習に取り組む一方で、食事は楽しみでもある

ので、ストレスにならないように気をつけてアドバイス

しています。サポートを続ける中で、「アドバイス通り

にすると、調子がいい」ということの積み重ねが、信頼

関係につながります。先日、福原選手から、手作りの夕

食の写真が送られてきました。「バランスのことは、意

識せずに作った」と言っていましたが、楽しみながら、

自然にバランスの良い食事を作ることができていたこ

とが、サポート活動の成果として嬉しく思いました。

福原愛選手の手作り料理を見て、
サポート活動の成果を感じました。

清原 知子
コーポレートコミュニケーション部

宣伝・広告グループ 主管

JOCオフィシャルパートナーとして、
オリンピック選手を食事・栄養サポート。

福原愛選手への「食事・
栄養サポートレシピ」。種
目やシーズンによって選
手へ提供されるレシピが
変わるので、これらを参考
に、各選手が自身の食事
管理を行っていく。

左より、卓球の福原愛選手、レスリングの吉田沙保里選手、
フリースタイルスキー・モーグルの上村愛子選手、伊藤みき選手

トップアスリートの食事・栄養サポートのメニュー提案
では、当社の「ヘルシーリセッタ」をはじめとした食用
油が、レシピの中で使用されている。
写真は、ヘルシーリセッタ 600g。
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食と健康についてゲームをし
ながら楽しく学ぶことができ
るコーナーも設置（右上・右下）。
決勝大会期間中は少年たちの
身体づくりに合わせた献立の
提供も行われる（下）。

全日本少年サッカー大会では保護者や指導者向けに栄養講座も開催。

取引先と共同で主催する「ジュ
ニアサッカースクール」。
写真上は大分市で開催された
様子。スペシャルコーチは、サッ
カー元日本代表の福西崇史
氏。写真下はさいたま市で開
催された「ジュニアサッカース
クール」での練習風景。いず
れも2012年11月開催。

スポーツ振興事業を通して、多くの方々に健康的な食生活を提案していきたい。

　食事やスポーツの持つ意味は、それぞれの
人によって異なります。トップアスリート
にとって、食事はスポーツのスキルを上げる
ためのトレーニングを支える大切な要素で
す。子どもたちにとっては、成長期のステー
ジに合わせた食事が大切になります。そして、
一般の方にとって食事やスポーツは、楽しく
健康な生活を送ることにつながります。

　健康はバランスの良い食事と適度な運動
が基本です。当社は、おいしさや栄養に関わ
る食用油を提供するとともに、スポーツ振興
事業をはじめ、親子向けの料理教室や食育イ
ベントの開催、ホームページでの情報発信な
どを通じて、健康で楽しい食生活を広めてい
きたいと考えています。中澤 祐喜

コーポレート
コミュニケーション部長

　当社は、2006年に全日本少年サッカー大会（U12）決
勝大会への協賛を開始しました。これは、未来のトップア
スリートを夢見ている少年たちにとって、あこがれの大会
です。決勝大会会場では、強い身体と心をつくるための食
生活のポイントやおすすめレシピを紹介した『親子で楽し
む！食生活サポートBook』を配布し、また管理栄養士に

よる講演会を行い、保護者
や指導者の皆様にバランス
の良い食事習慣の大切さを
アピールしています。健康
と食用油の関係や、中鎖脂
肪酸の特長を説明するため
のブースでは、お子さま向
けのゲームも開催し、楽し
く学んでいただいています。

少年サッカーのサポートを通じて、
子どもの頃からの食事習慣の大切さをアピール。

『親子で楽しむ！
 食生活サポートBook』

　また、元日本代表選手をスペシャルコーチに迎え、全国
各地でジュニアサッカースクールも開催しています。ス
ポーツをする楽しさや、強い身体と心をつくるために大
切な食生活を、親子で体験できるプログラムです。
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CSR活動の課題 ・実績・評価
私たちは2005年にCSRに対する取り組みの基本方針を定めた際に、主たるステークホルダーをお客様、取引先、株主・投資家、
従業員、社会、環境とし、ステークホルダーごとにCSRの方針を策定し、取り組んでいます。
以下に、各ステークホルダーに対する取り組み方針とともに、2012年度の取り組み課題、実績、および評価について報告します。

※【自己評価基準】◎：目標が達成できた　○：ほぼ達成（未達分の目途がついている）　△：課題を残した

「おいしさ・健康・美」を追求した、安全・安心でお客様にとって価値ある商品・サービスを安定的にご提供し続けます。お客様の声を絶えずお
聞きして、“植物のチカラ®”を、独創的な技術で商品・サービスに活かしていくとともに、お役に立つさまざまな関連情報を常に発信していきます。

方 針

お客様

2012年度CSR取り組み課題 2012年度CSR課題、方針に則った取り組みの主な実績 自己評価 ※

・ 品質マネジメントシステムの有効性の強化

・ ISO9001品質マネジメントシステムの実施状況に関する内部監査、外部監査の実施
（P.39） 

・ISO9001内部品質監査員スキルアップセミナーの開催（P.42）

・国内外のグループ企業との品質保証に関する情報共有、レベルアップに向けた
  取り組み（大連日清製油からの研修生受け入れ）（P.42）

・ISO関連データベースの再構築（P.45）

・お客様の声を活かした商品改善の実施（P.48～49）

◎

フェアネス（公平・公正）に基づいた相互信頼のパートナーとしての関係を築き、共同で商品や市場を開発し、ともに成長していきます。
方 針

取引先（販売先・調達先）

2012年度CSR取り組み課題 2012年度CSR課題、方針に則った取り組みの主な実績 自己評価 ※

・ サプライヤーおよび取引先との共同による、
  顧客・消費者の立場に立った新技術開発
  および商品の開発

・取引先とのギフト化粧箱開発  (P.54)

・油脂サプライヤーとしてRSPO（持続可能なパーム油のための円卓会議）への加盟(P.55)

・政策説明会による取引先とのコミュニケーション （P.55）

・取引先とのPB商品の開発・上市

◎

健全な成長と安定した企業業績のもとで、株主様との双方向コミュニケーションの推進による良好な関係を築きながら、株主価値の向上、適切
な利益還元に努めます。また、広く投資家の皆様に向けて、適切な情報開示を行います。

方 針

株主・投資家

2012年度CSR取り組み課題 2012年度CSR課題、方針に則った取り組みの主な実績 自己評価 ※

・株主・国内外投資家の皆様への情報発信と
  コミュニケーションの強化

・株主様工場見学会の継続実施による株主様とのコミュニケーション強化  (P.57)

・個人投資家、機関投資家に対するIRセミナーなどの情報発信の継続実施  (P.57)

・正確で信頼性の高いIR情報のホームページ上におけるタイムリーな開示  (P.58)

・ 年2回、機関投資家・アナリストやマスコミの皆様を対象にした決算説明会の開催
(P.58)

・外国語（英語、中国語）ウェブサイトのリニューアル実施

◎
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時代に合った働きやすい環境を整え、持続的に従業員が自己の成長を感じられる働きがいのある、いきいきとした安全で衛生的な職場を実現します。
方 針

従業員

2012年度CSR取り組み課題 2012年度CSR課題、方針に則った取り組みの主な実績 自己評価 ※

・「人材・組織競争力の最大化」および
  「安心かつ働きがいのある職場づくりと
  業務改革による生産性向上」の推進

・ワークライフバランスの推進に向けた次世代育成行動計画（2011年度～2014年度）の
  実施  (P.65)

・従業員の能力開発に資する各種教育プログラムの実施［海外視察研修の実施  (P.61～62)、
  オイリオ塾の開催（P.61）］

・生産性の向上、総実労働時間の短縮を目的とした全社的な業務改革運動の推進

◎

良き企業市民として地域社会に貢献するとともに、国際社会の一員としても良好な企業活動や積極的なコミュニケーションを図り、社会ととも
に発展していくよう努めます。

方 針

社会

2012年度CSR取り組み課題 2012年度CSR課題、方針に則った取り組みの主な実績 自己評価 ※

・ 国連グローバル・コンパクト参加企業と
  してのグローバルCSRの社内プログラム
  の企画
・食に携わる企業としての社会貢献活動の
  実施、社内ボランティアの活動支援

・国連グローバル・コンパクト説明冊子の作成・配布 (P.22)

・国連WFP協会主催のチャリティウォーク「ウォーク・ザ・ワールド」の
  大阪府堺市での自主開催 (P.67)

・地域イベント、食育イベント、工場見学会の開催 (P.74～76、P.80)

・食生活を中心とした社会全般の調査・考察についてのショートレポートの発行 (P.81～82)

◎

常に未来に向けた技術で、“植物のチカラ®”を引き出し、原料・資材の調達から、生産、納品、ご使用、廃棄にいたるまで、地球環境に配慮した商品・
サービスの開発・ご提供を目指します。またこれらを通じて、低炭素社会、資源循環型社会、自然共生社会の構築を目指した取り組みの推進に努
めます。

方 針

環境

2012年度CSR取り組み課題 2012年度CSR課題、方針に則った取り組みの主な実績 自己評価 ※

・2013年度以降の新中期目標の策定
・当面の電力不足やエネルギー関連の
  新たな施策に向けた対応

・2013年度以降の新中期目標の設定  (P.88)

・生産拠点における節電対応の実施  (P.94)

・省エネ機器の導入  (P.94～95)

・環境啓発活動の一環としての省エネ講演会の実施 （P.94）

・CO2総排出量159,801t-CO2（基準年度比8％削減を21.1％削減で目標達成）(P.92)

・CO2排出量原単位  0.264 t-CO2/t（基準年度比16％削減を18.4％削減で目標達成）(P.92)

・廃棄物再資源化率99.87％で目標達成継続(P.88)

◎

CSRを支える基盤
2012年度CSR取り組み課題 2012年度CSR課題、方針に則った取り組みの主な実績 自己評価 ※

・グループ全体での内部統制システム、
  リスク管理、コンプライアンス体制の
  レベルアップ
  （コンプライアンス体制の再点検、
  内部統制システムの継続的運用など）
・リスクアセスメントの強化
  （本質安全化の推進）と実効性ある
  安全義務教育活動の充実

・コンプライアンス・プログラムの実施(新入社員研修、下請法セミナー )  (P.29)

・行動規範の理解を目的としたウェブ・ラーニングの実施（P.30）

・ソーシャルメディア利用に関する行動指針の策定（P.32）
◎
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日清オイリオグループのCSR
CSRの基本方針
　経営理念の実現を通じてステークホルダーの皆様の期待と信頼にお応えすることが、私たちに

とってのCSRです。

日清オイリオグループの経営理念
1. 企業価値の追求と、その最大化を通じた人々・社会・経済の発展への貢献

　私たち日清オイリオグループは、顧客・株主・従業員にとって存在価値のある企業グループと

して、その存在価値の追求と最大化を通じて、顧客・株主・従業員および日清オイリオグループ

とともに歩む人々の幸せを実現するとともに、あわせて社会・経済の発展に大いに貢献し続けます。

2. 「おいしさ・健康・美」の追求をコアコンセプトとする創造性、発展性ある事業への飽くなき探求

　私たち日清オイリオグループは、生産者・社会の視点にたち、「おいしさ・健康・美」の追求

をコアコンセプトとする新たな価値を創造し社会に提供していく事業およびその周辺事業等の企

業活動を通じて、絶えず、発展・進化していく企業グループであり続けます。

3. 社会の一員としての責任ある行動の徹底

　私たち日清オイリオグループとその従業員は、地球環境問題への主体的な取り組み、社会倫理

の遵守等を通じて、現代社会に生きる一員として責任を全うしている企業グループおよびその構

成員であり続けます。

コアプロミス
　日清オイリオグループは、健康的で幸福な「美しい生活」（Well-being）を提案・創造いたします。

そのために私たちは、無限の可能性をもつ植物資源と、最高の技術によって、あなたにとって、あっ

たらいいなと思う商品・サービスを市場に先駆けて創り続け、社会に貢献することを約束いたし

ます。
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CSRマネジメント

CSRの取り組みの基本方針

意義・目的
・ CSRとは、あらゆるステークホルダーとの関わりを重視し、「法的な責任を果たすこと」はもち

ろん、安全で安心できる商品・サービスの安定的な提供、環境問題への取り組み、社会貢献、情

報開示など、「あらゆるステークホルダーからの期待に応えること」です。

・ 日清オイリオグループにとって、経営理念の実現そのものが、CSRに対する取り組みに直結する

ものです。

・ 日清オイリオグループは、CSRに対する主体的な取り組みによって、あらゆるステークホルダー

からの信頼・共感の維持・向上を図り、企業の持続的発展、企業価値の向上を目指します。

行動指針
　「日清オイリオグループ行動規範」をCSRに対する取り組みの行動指針として位置づけ、日清

オイリオグループを構成する全員の主体的な取り組みを推進します（行動規範の詳細は当社ホー

ムページに記載しています）。

日清オイリオグループのCSRイメージ
　当社グループは、1907年の創立以来、植物がもつ3つのチカラ、「おいしくするチカラ」「健康

にするチカラ」「美しくするチカラ」を最高の技術によって引き出し、世の中にお届けしてきました。

　「おいしさ」「健康」「美」。これらの喜びを、健康的で幸福な「美しい生活」（Well-being）として、

提案・創造していきます。

　そして、社会や環境の分野においても、“植物のチカラ®”を活用し、世の中に貢献します。

ブランドコンセプトに基づくCSRの概念図

おいしくする
チカラ

「美しい生活」（Well -being）の創造

社会の一員としての責任ある行動

環境・社会に
役立つチカラ

健康にする
チカラ

美しくする
チカラ お客様 取引先 株主・投資家

従業員 社会 環境

日清オイリオグループの主たる
ステークホルダー
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国連グローバル・コンパクトへの参加
　日清オイリオグループは、2011年7月、国連が提唱する「グローバル・

コンパクト」に参加しました。国連グローバル・コンパクトは、「人権」「労

働」「環境」「腐敗防止」の4分野について組織が遵守すべき普遍的原則

を示したものです。

　国際的な企業グループとして、国連グローバル・コンパクトの理念を

取り入れCSRの取り組みをさらに推進し、ステークホルダーからの信頼

に応えていきます。

国連グローバル・コンパクトとは

国連グローバル・コンパクトは、参加各企業が責任ある創造的なリーダーシップを発揮す

ることによって、社会の良き一員として行動し、持続可能な成長を実現するための指針で、

1999年、当時の国連事務総長のコフィー・アナン氏が提唱したものです。

国連グローバル・コンパクト参加企業は、人権の保護や不当な労働の排除、環境への対応、腐

敗の防止に関わるCSRの基本10原則に賛同する企業トップ自らのコミットメントのもとに、

その実現に向けて努力を継続します。

国連グローバル・コンパクト　10原則

人権
原則1 ：人権擁護の支持と尊重

原則2 ：人権侵害への非加担

労働

原則3 ：組合結成と団体交渉権の実効化

原則4 ：強制労働の排除

原則5 ：児童労働の実効的な排除

原則6 ：雇用と職業の差別撤廃

環境

原則7 ：環境問題の予防的アプローチ

原則8 ：環境に対する責任のイニシアティブ

原則9 ：環境にやさしい技術の開発と普及

腐敗防止 原則10：強要・賄賂等の腐敗防止の取組み

国連グローバル・コンパクト説明冊子の作成
　国連グローバル・コンパクトの理念の社内浸透を目的に、国連グロー

バル・コンパクト10原則の内容解説冊子を作成し、当社および子会社の

役員・従業員に配布しました。それぞれの原則について「目指すもの」

「解説」「日清オイリオグループの業務とのかかわり」の項目を設け、従

業員が国連グローバル・コンパクトの10原則を自分の業務と関連づけ

て理解し、実践できることを目指しています。

冊子表紙
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CSR推進体制
　当社グループのCSRの取り組みを統括管理をしているのが、「CSR委員会」で、経営企画室と

コーポレートコミュニケーション部が事務局を担っています。経営企画室はCSRの全体統括を行

い、コーポレートコミュニケーション部はCSR戦略の推進・啓発ならびにグループ全体のCSR活

動の企画を行うとともに、各部門・グループ会社の自主的な活動を支援しています。

　また、当社各部門とグループ会社では、CSR推進リーダーが中心となってCSRの浸透を図って

います。さらに、一部のグループ会社では、当社グループのCSRの基本方針のもと、各社の事業内

容に即したCSRマネジメント体制を敷き、CSR活動を展開しています。

日清オイリオグループCSR推進体制

代表取締役社長

取締役会

CSR委員会

企業倫理委員会

企業倫理 社会・環境活動 安全・防災活動 その他
取り組みテーマ

人材の尊重
と活用

適切な情報開示
（企業広報・IR活動）

安全で
安心できる商品・
サービスの
安定的な提供

安全・防災会議 その他
（委員会・部門・関係会社）

品質マネジメント委員会
環境マネジメント委員会

経営企画室
コーポレートコミュニケーション部

事務局
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“GROWTH10”と新中期経営計画
　“GROWTH10”は2007年度からスタートした10ヵ年経営基本構想であり、“植物のチカラ®”

で新たな価値を創造し続ける国際的な企業グループとなるための指針です。

　2011年度からスタートした“GROWTH10 フェーズⅡ”は、2013年度が最終年度となって

おり、成長戦略と構造改革戦略の両輪で、事業構造改革を完遂し、いかなる収益環境においても、

安定的に収益を獲得できる構造を目指しています。

　“GROWTH10”につきましては、開始時に描いた環境が大きく変化したことにより、フェー

ズⅡで終了し、新中期経営計画を2014年度からスタートさせます。新中期経営計画では、

“GROWTH10”を総括し、未来予測を加えて、当社グループの目指すべき姿と、新たな成長戦略

と構造改革戦略を示します。

“GROWTH10”と新中期経営計画

新中期
経営計画

2014.42007.4 2011.4 2013.4

“GROWTH10（グロース・テン）” ～“植物のチカラ®”を新たな価値へ 成長10年構想～

事業を支える基盤
（CSR、内部統制、リスクマネジメント、ICT戦略、ブランド戦略、関係会社政策、人事政策、財務政策、収益構造政策、資本政策など）

経営指標
売上高、経常利益、有利子負債営業CF倍率

など

成長事業

中国油脂・油糧事業
ヘルシーフーズ事業
ファインケミカル事業
大豆食品素材事業

加工油脂事業

油脂・油糧事業

新領域事業
エコリオ事業
大豆蛋白事業

経営資源の重点的投入

製油事業

成長事業
加工油脂事業

ヘルシーフーズ事業
ファインケミカル事業

海外事業

経営方針に即し、重視する経営指標を設定

安定した収益基盤の確立と
確かな成長の実現

フェーズⅡ
（2011～2013年度）

安定した収益基盤の確立と確かな成長の実現
フェーズⅠ

（2007～2010年度）

GROWTH10
総括
および

事業構造改革
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CSRを支える基盤
コーポレート・ガバナンス
　企業が社会との信頼関係を維持・向上させるために、コーポレート・ガバナンスはますます重

要なものになっています。当社グループは、コーポレート・ガバナンスの充実を経営の重要事項

と考えています。

透明性の高い経営を目指した統治体制
　当社は、取締役会、監査役会、内部統制監査室の機能を充実することにより、経営および業務執

行の健全性、アカウンタビリティは確保できると判断しています。取締役会は、社外取締役2名を

含む9名で構成されています。

　当社のコーポレート・ガバナンスに対する姿勢は、「会社法に基づく内部統制の基本方針」に

表明しています。

　経営管理体制としては、環境変化に即応した迅速な意思決定を実践するため、執行役員制度を

導入しており、執行役員は取締役会から業務執行権限を委譲され、経営計画や取締役会の方針に

則り、職務領域を担当する取締役の監督のもとで業務執行に携わっています。

　経営理念の実現を通じてステークホルダーから信頼を得ることを企業の社会的責任（CSR）と

捉え、その全社的な推進のために、CSR委員会を設置しています。コンプライアンス、リスクマネ

ジメント体制については、取締役会の諮問機関であるリスクマネジメント委員会、企業倫理委員

会などの委員会を設置し、必要に応じ顧問弁護士などとの連携を図り、専門的な見地から意見を

答申しています。

　内部統制監査室は、日清オイリオグループの各部門および子会社の業務執行を定期的に監査し、

代表取締役社長に直接監査報告を行います。

　監査役会は、監査役4名（うち社外監査役3名）で構成しており、監査役は、監査役会で策定され

た監査方針、監査計画および業務分担に基づき、取締役会やその他の重要な会議への出席、業務お

よび財産の状況調査などを通じて、取締役の職務執行、執行役員の業務執行を監査しています。

　監査役は、会計監査人および内部統制監査室と緊密な連携を保ち、意見および情報の交換を行

い、効果的・効率的な監査を実施しています。監査機能を充実・強化させる監査役付スタッフを

配置し、監査役監査業務を補助させています。

　上記以外に常勤監査役とコーポレートスタッフ部門との定期的な情報交換を目的としたコーポ

レート・ガバナンス協議会を設置しています。
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日清オイリオグループ（株）コーポレート・ガバナンス体制（2013年6月26日現在）

代表取締役社長

監査役・監査役会

社長執行役員
執行役員

業務執行ライン

取締役会諮問機関

取締役会

執行役員会

CSR委員会

執行役員会の諮問機関

内部統制監査室

選任・解任 選任・解任 選任・解任

指示・監督 報告

連携

連携

連携

連携

取締役9名
（うち社外取締役2名）

監査役4名
（うち社外監査役3名）

リスクマネジメント委員会
企業倫理委員会
内部統制委員会 社長の意志決定支援機関

商品開発会議

監査

損益進捗会議

株主総会

弁
護
士
等

会
計
監
査
人

連携
連携監査

監査内部監査

判断監査

経営会議

※ 上記以外に常勤監査役とコーポレートスタッフ部門との定期的な情報交換を目的とした「コーポレート・ガバナンス協議会」を設置しています。
※常勤監査役は、経営会議にオブザーバーとして出席しています。

内部統制システムの状況
　当社グループでは、内部統制システムを金融商品取引法に定められた内部統制報告制度への対

応とともに、企業の社会的責任（CSR）を果たすための重要なファクターのひとつとして位置づけ、

基本方針に基づいた内部統制システムの強化を進めています。2009年6月から有価証券報告書

とあわせて「内部統制報告書」、「内部統制監査報告書」を提出しています。

基本方針

● 内部統制システムの充実により、財務報告の信頼性を高めるとともに、業務の有効性およ
び効率性、透明性、コンプライアンス、リスクマネジメント、グループガバナンス等、当社
グループの企業価値の向上と競争力の獲得に結びつける。

● 内部統制システムは、『当社グループを構成するすべての者の業務活動に組み込まれ、一
人ひとりが理解・遂行しなければならないシステム』である。このことを十分に認識し、
一人ひとりが主体的に取り組み、より効果的かつ有効な内部統制システムを運用する。
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内部統制システムの整備・運用と評価の流れ（PDCAサイクル※）

日清オイリオグループ（株）取締役会

日清オイリオグループ各部門・子会社 評価方針の決定
整備・運用方針
等の決定

内部統制システムの
適切性・効率性の確認

評価指示評価

評価

評価報告

A

D

CP

評価報告

全社的な内部統制の整備・運用

業務プロセスに係る内部統制の整備・運用

 ITに係る内部統制の整備・運用

整備状況報告

任命

評価整備・運用

評価

評価結果報告・改善指示・再テスト

内部統制
報告書

内
部
統
制
委
員
会

内
部
統
制
監
査
室

代表取締役社長

監査

監査役

内部統制の改善・不備の是正

内部統制
評価委員

※マネジメント手法のひとつで、Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Act（改善）のプロセスを順に実施する手法

推進体制
　グループ全体の内部統制システムの整備・運用強化を推進する内部統制委員会と、内部統制の

整備・運用状況を評価・報告する内部統制監査室を設置しています。また、各部門長・子会社代

表を内部統制推進責任者に任命し、より効果的かつ有効な内部統制システムの充実に向けた推進

体制を整備しています。

内部統制システムの整備・運用強化
　「内部統制報告制度」に基づいた内部統制評価を主眼とした内部統制システムの整備・運用を

継続的に実施しています。特に業務プロセスに係る内部統制については、ウォークスルー、キー

統制評価を通じ、業務の有効性と効率性を高めることに主眼を置きシステムの見直しを行ってい

ます。
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コンプライアンスについて
　当社グループは、コンプライアンスを単なる法令遵守とは考えず、ビジネス上の倫理さらには

社会倫理の遵守と捉えています。

コンプライアンス体制
　当社グループでは、企業倫理委員会を中心に、コンプライアンスの浸透に取り組んでいます。

その拠り所となる「日清オイリオグループ行動規範」は、企業倫理綱領のみならず経営理念実現

のための行動指針であり、CSR活動の行動指針とも位置づけられているところに特徴があります。

行動規範は手帳サイズの冊子にして、派遣社員や国内子会社の従業員、さらには現地の言語に翻

訳して海外子会社の従業員にも配布しています。（中国語版、英語・マレーシア語版）中国語版行

動規範については、内容を詳しく解説したQ&A集も用意しました。

　また、企業倫理ホットラインによる通報受付を行い、提供された通報については、企業倫理委員

会で審議し、再発防止を図っています。取締役については、遵守すべきコンプライアンスの基本、

違反に対する懲罰などを取締役倫理規程に定めています。

日清オイリオグループ企業倫理体制

日清オイリオグループ（株）
取締役会

業務執行部門

ステークホルダー

国内事務局 マレーシア
事務局

国内
社外窓口

中国
事務局

マレーシア
子会社

中国
子会社

日清オイリオグループ
中国企業倫理委員会

監査
監査役会

監査
内部統制監査室

弁護士等
専門家

代表取締役社長

日清オイリオグループ
企業倫理委員会

日清オイリオ
グループ（株）
業務執行機関 企業倫理ホットライン

企業倫理担当役員

執行役員

お客様
相談窓口

広報
窓口

その他
窓口

企業倫理報告 ホットライン通報 諮問・答申各ステークホルダーからの声

国内子会社
企業倫理
担当部門
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2012年度の主な取り組み

コンプライアンス・プログラムの実施
　事業年度ごとにテーマを設定して、教育を行っています。また、社内でのさまざまな研修の場

において、コンプライアンスに関する情報提供や教育を行っています。

　2012年度の主なコンプライアンス・プログラム内容

　・新入社員研修などでのコンプライアンス教育

　・下請法セミナーの開催

法務セミナーを開催
　コンプライアンス・プログラムの一環として2013年3月15日、本社

にて「下請法を見直す～下請法に違反しないために～」と題した法務

セミナーを開催しました。

　下請法に精通した弁護士を講師に迎え、下請法の基準と基本的な概

念や、実際に起こった事例の紹介など、幅広く説明していただきました。

セミナーには下請取引に関係する部門や子会社から多くの従業員が参

加し、正しい法律知識を学びました。

法務情報誌「オイリオ＠ほうむ」の発行
　当社では、さまざまな法務知識を社内に発信する情報誌として「オイ

リオ＠ほうむ」を発行しています。当社に関係の深い法律の改正情報や、

法律・コンプライアンスに関わるさまざまな情報をイントラネットを

通じて社内に発信しています。2012年度は、製造物責任法（PL法）をテー

マとして取り上げました。

1 

 

 
 

 

  

 

 

   

「オイリオ＠ほうむ」

法務セミナー
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企業倫理月間企画
　当社は、毎年10月を企業倫理月間と定めています。企業倫理およびコ

ンプライアンス意識の向上のため、企業倫理講演会の開催をはじめとし

たさまざまな企画を実施しています。

　2012年度の企業倫理講演会では、「グローバル企業のCSR」をテー

マに、埼玉大学大学院客員教授の藤井敏彦氏にご講演いただきました。

藤井氏からは、日本とヨーロッパにおけるCSRの起源や展開を比較しな

がら、グローバル企業のCSRについて解説がありました。当社がグロー

バルに事業を展開するにあたって、社会においてますます重要な要素と

なってきているCSRに関してあらためて考察する機会となりました。

行動規範チャレンジ
　行動規範を読み返し理解を深めるため、当社グループ（国内）の派遣社員を含む全従業員を対

象に、社内イントラネットを使用して行動規範およびコンプライアンス事例に関する問題に答え

る「行動規範チャレンジ」と銘打った企画を実施しています。

　2012年度に実施した行動規範チャレンジでは、約99％の従業員が参加しました。

契約書雛型・チェックリストの整備
　当社では、取引先との契約において、適切な内容で締結するため、契約書の雛型を用意していま

す。2012年度は、従業員の利便性向上と契約に関する理解促進を目的に、雛型とチェックリスト

を社内イントラネット上で公開しました。チェックリストを用いることにより、必要な契約事項

に漏れがないことの確認が簡単にでき、契約業務の精度向上や効率化が図れました。

会場の様子

講師を務めた藤井敏彦氏
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リスクマネジメント
　当社グループのリスクマネジメントの目的は、主体的な取り組みにより企業として安定した収

益を上げるのみならず、企業の社会的責任を果たすとともに、さらなる企業価値の向上と持続的

な発展を目指すことです。

リスクマネジメントの方針と体制
基本方針

　あらゆるリスクに対して最適な対応策を講ずるとともに、リスク発生時において、被害を最小

限に留めるべく、迅速かつ最善の対応を図る。

リスクマネジメント体制
　取締役会の諮問機関であるリスクマネジメント委員会が主管となり、リスクが顕在化した場合

の緊急体制を整備し、危機対応を図っています。また、リスクマネジメント委員会ではリスクの

棚卸を実施したうえでリスクマップを作成し、重要なリスクに対しては担当部門を特定していま

す。各部門はPDCAサイクルによるリスク管理を実施し、リスクの未然防止・最小化を目的とし

た全社的な取り組みを行っています。

　あわせて、当社では情報セキュリティ委員会を設置し、情報セキュリティ対策の評価・見直し

や社内啓発・広報活動を行っています。

リスクマネジメント体制

委員会・会議 部門

リスクマネジメントシステム

内部統制システム

グループ会社

支援・強化

支援・啓発

取締役会

執行役員会

リスクマネジメント基本方針

一体化

緊急対策本部リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
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2012年度の主な取り組み

大規模地震BCPの取り組み
　2011年3月の東日本大震災が残した教訓をふまえて、2011年度より行っていた事業継続計画

（BCP）の再構築において、極大レベルの地震・津波の被害想定を追加するとともに、国内に4つの

生産拠点を有する当社の強みを活かせる「代替」による事業継続（安定供給）の視点を強化しました。

　ハード面では、震災で被災した横浜磯子事業場の自動倉庫に対して最初に耐震対策を実施し、

生産4工場の他の建物・設備については、優先順位をつけ、スケジュール化を行いました。

　またソフト面では、資材調達に関わるサプライチェーン機能の見直しや、製品供給を継続する

ための、緊急時の社内体制の見直しを行いました。

　一方、津波避難計画の策定や教育訓練の実施、通信手段の複層化、備蓄品の整備等も着実に進め、

ハード・ソフト両面において推進しました。

ソーシャルメディア利用に関する行動指針の策定
　近年のソーシャルメディアの急速な普及を受け、当社は2012年5月に「日清オイリオグルー

プソーシャルメディア利用に関する行動指針」を制定しました。この行動指針は当社の役員、社

員、嘱託社員、契約社員、パートタイマーおよび派遣社員等のすべての従業員を対象としています。

一人ひとりが、ソーシャルメディアの利用に際して、法令、日清オイリオグループ行動規範、社内

規程等を厳格に遵守するとともに、社会の一員として誠実、健全かつ良識ある行動を心掛けてい

きます。

安全運転への取り組み
　各事業場・工場では、各職場の業務体制・通勤状況などに応じて安全運転に対する教育活動を

展開しています。安全への配慮はもちろん、従業員一人ひとりがエコロジー・エコノミーな運転

を心掛けるための場を提供しています。

2012年度の主な安全運転教育活動
・新入社員を対象とした安全運転講習会の実施

　若者のクルマ離れは、当社でも大きな傾向としてはっきりと表れています。ここ数年、運転

経験の浅い若年層の従業員による技術ミスや安全確認不十分による事故が発生しています。

　2012度は、そのような現状の認識と、交通事故防止の決意を新たにしてもらうために、新入

社員オリエンテーションの中で、外部から講師を招いて、事故防止のために心掛けるべきこと、

CSRの観点からの交通安全実現の意義などを中心に、講義を行いました。また、運転時の自分

のクセを把握するための適正検査もあわせて実施しました。

　受講者は、社会人としての“安全運転の責任”を改めて自覚する良い機会となりました。

・「無事故無違反チャレンジコンテスト」（大阪事業場・大阪支店）

　大阪府では「無事故無違反チャレンジコンテスト」が毎年行われています。これは大阪府警

などの主催により事業所単位で半年間の無事故無違反を競うものです。大阪事業場・大阪支店

では安全運転啓蒙活動の一環として、10年以上にわたり毎年参加しています。
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防災への取り組み

防災基本規程
　当社は、生産・研究開発部門に共通する防災管理の基本的枠組みとして「防災基本規程」を策

定しています。各生産拠点などはこれに則り、関連法規や条例などに基づいた防災管理を実施し

ています。

防災管理の基本的枠組み

1.基本理念
　「発生させない！ 拡大させない！ 早期復旧する！」
　● 構内従事者・外来者の安全確保と安心して働ける職場づくり
　● 安定操業・出荷体制の堅持によるメーカーとしての企業基盤の確保
　● 取引先の操業確保・地域社会からの安心感維持などによる社会的信用の維持・向上

2.防災管理における3つの柱
　①予防管理
　②発災時管理（被害拡大防止・早期復旧管理）
　③意識・行動管理

防災管理体制

代表取締役社長

安全・防災会議

〈事業場防災管理体制〉

事業場長または工場長

生産・物流統括部
安全・防災担当

生産担当役員
連携

安全・防災担当役員

〈ライン統括〉 〈安全・防災統括〉

安全・防災会議は
年間2回実施

各種法令、防災基本規程など

安全衛生防災活動方針
　各生産拠点では、安全・防災担当役員が策定する安全防災活動方針に基づきそれぞれの活動計

画に落とし込み、活動しています。
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年度活動計画一例（水島工場）

2012年度 安全衛生防災活動計画

1.スローガン
　不安全無意識行動の撲滅と安全基本ルールの厳守により一人ひとりが安全人間になろう。

2.活動方針
　（1） 協力会社も含めた全従業員の安全意識・感受性の向上を図るための、教育・訓練等に

取り組みます。
　（2） 健康診断結果に基づいた生活習慣改善の支援および心身の健康づくりの推進に取り組

みます。
　（3） 万が一の災害時に備えた防災活動の活性化および防災管理体制の強化に取り組みます。

3.目標および重点取り組み事項
　（1）事故・災害ゼロ
　　①本質安全化の推進
　　②コミュニケーションの活性化
　　③教育・訓練の充実
　（2）心身の健康管理意識の向上と快適な職場環境づくり
　　①運動と食生活による生活習慣病の改善と健康意識の向上
　　②職場におけるメンタルヘルス対策
　　③快適職場づくりの推進
　（3）防災活動の継続的改善
　　①防災教育・訓練の充実
　　②防災資機材の整備
　　③セキュリティ管理の強化

安全衛生防災リスクアセスメントの実施
　各拠点において安全衛生防災への取り組みの一環としてリスクアセスメント活動を実施してい

ます。横浜磯子事業場、名古屋工場ではOSHMS※に準じた独自のシステムを導入、運用しています。

※OSHMS：厚生労働省指針（平成11年労働省告示第53号）に基づいた労働安全衛生マネジメントシステム

2010年度 2011年度 2012年度
横浜磯子事業場 1 0 0
横須賀事業場 0 0 0
名古屋工場 1 0 0
堺事業場 0 0 0
水島工場 0 1 0
従業員ベース、休業災害4日以上

労働災害発生件数 （件）

無災害日数（日） 無災害時間（千時間）
横浜磯子事業場 751 1,520
横須賀事業場 3,534 2,917
名古屋工場 948 504
堺事業場 4,881 2,646
水島工場 524 302
2013年3月31日現在

連続無災害記録 
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安全監査の実施
　各拠点における安全防災活動状況や教育の実施状況などについて2012年12月21日から2013

年2月13日の間、各生産拠点を対象とした安全監査を実施し、災害の未然防止を図りました。

危険警告員制度
　生産拠点を対象として、2008年度から実施してきた危険警告員による「注意声かけ運動」を、

安全防災活動における組織の若返り対応への有効な施策として2010年度に「危険警告員制度」

を制定しました。2012年度は大東カカオ（株）でも本制度を新たに導入しました。

労働災害検討会の実施
　災害の連続性を断つことを目的に、軽度なものを含め災害発生後速やかに各拠点トップをはじ

め、多くの従業員が参加し、ウェブ会議による労働災害検討会を実施しています。災害の状況を

各拠点間で共有し、原因や対策を協議することで徹底した安全管理に努めています。

防災訓練
　各拠点では、自衛防災組織を中心に総合防災訓練を実施しています。

初期消火活動、油等流出防除活動、災害拡大防止措置、救護活動などを基

本活動とし、公設消防隊および地域企業との連携をとり、日頃の防災技

術の維持・向上に努めています。

　また、大規模地震に関わる事業継続計画（BCP）を再構築し、それに則

り事業場ごとに緊急事態発生を想定した訓練も実施しています。 防災訓練の様子

拠点 実施月 訓練目的 参加（のべ）人数
本社 11月 防災訓練 250名

横浜磯子事業場 4月～３月
大規模地震災害対応、津波警報発令対応、
休日・夜間における火災および流出対応、
屋外消火栓操作取扱い、海上災害対応

1,452名

横須賀事業場 6月、９月 総合防災訓練（地震・津波想定、火災想定） 156名

名古屋工場 9月、３月 総合防災訓練、注意情報・警戒宣言訓練、
BCP訓練 381名

堺事業場 9月、３月 総合防災訓練（地震・火災・津波想定） 308名

水島工場

4月 消防行政による訓練指導（土嚢の作り方等）

310名

6月 流出油防除総合訓練
8月 BCP訓練（抽出工場）

11月、3月 職場別消火訓練
11月 総合防災訓練
4～ 1月 駆付け応援隊訓練　　各組2回実施

2012年度の主な防災訓練実施状況
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安全教育

生産拠点における安全教育
　各生産拠点では、「安全義務教育計画」に基づき、グループ全体での「事故災害ゼロ」を目指

したさまざまな教育活動を実施しています。

　また、「安全防災に関する主体的取り組み」を各生産拠点従業員の実績評価基準に組み込むこ

とにより、従業員各自の安全意識向上のための仕組みを導入しています。

安全義務教育
　2007年を境にベテラン社員の多くが定年退職し、スキルおよび日頃の行動に対して注意、指導

できる人材が不足してきたことから、今までの教育の在り方の見直しを行いました。入社時から

定年まで5つの段階に分け、同じ階級の従業員に対して当社独自の教育資料による集合教育を実

施し、生産の基盤である安全についての重要性を学んでいます。

　2012年度は横浜磯子事業場において安全義務教育（新入社員教育Ⅰ、Ⅱ、若手社員教育、中堅

社員教育Ⅰ、Ⅱ）を実施し、のべ93名が参加しました。

・新入社員教育Ⅰ（対象年次：入社時）

　 　入社1年目の生産現場で働く従業員を対象として、「生産現場で働くすべての従業員が入社

から退社までの全期間にわたって健康で安全に働き、職場環境や作業の改善を図り、災害や事

故を未然に防止するための基礎となる知識・技術を身につける」ことを目的とした教育。

・新入社員教育Ⅱ（対象年次：入社半年）

　 　新入社員教育Ⅰで安全の重要性・安全活動の基本について学んだ後、半年間の実務を経験し、

安全に働ける職務上の知識・技術を身につけ、職場環境や作業環境の改善を図ることができる

よう成長したか確認するとともに、安全の重要性を再認識するための再教育。

・若手社員教育（対象年次：入社2年目）

　 　入社2年目の生産現場で働く従業員を対象として、労働安全衛生法や消防法、日常業務の作業

マニュアルなどの規則を守ることの大切さについての教育、設備の安全性や安全化、危険予知

訓練、リスクアセスメント（危険性の事前評価）についての実践的教育。

・中堅社員教育Ⅰ（対象年次：入社5年目）

　 　業務経験の中で蓄積された技術・安全行動を、中堅社員として必要な「安全衛生の職務」「安

全衛生の知識」の体系的な知識としてまとめ、今後の職場の安全衛生活動推進に活かすための

基礎教育。

・中堅社員教育Ⅱ（対象年次：入社10年目）

　 　中堅社員教育Ⅰを踏まえ、これまでの経験・知識を駆使し、職場において指導的な役割を果

たすことが可能になるよう監督者・リーダーとして必要なコーチングなどの技術教育。
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お客様のために
安全と安心のために
　「おいしさ・健康・美」を追求した、安全・安心でお客様にとって価値ある商品・サービスを

安定的にご提供し続けます。お客様の声を絶えずお聞きして、“植物のチカラ®”を独創的な技術

で商品・サービスに活かしていくとともに、お役に立つさまざまな関連情報を常に発信していき

ます。

「日清オイリオグループ行動規範」における顧客価値の追求

●  最良の質をもって提供するよう、常に商品・サービスの質の維持・向上に努めます。

●  商品・サービスの安全性を最優先とし、そのための供給・管理体制の徹底と更なる改善に
努めます。

●  商品・サービスおよびその供給・管理体制について正確で分かりやすい情報を可能な限
り公開し、商品情報や活動状況の透明性の維持・向上に努めます。

●  不測の事態が生じた場合は、速やかに人身・設備・環境その他への影響の可能性を整理し、
その影響を最小限とするための対策を講じます。同時に、その原因究明と根本的な再発防
止対策を行い、これらに関する情報を可能な限り公開するよう努めます。

●  常にコストダウンのためのあらゆる施策を講じ、お客様に満足頂ける価格での商品・サー
ビスの提供ができるように努めます。

●  お客様の満足度を基点として、その声に、迅速かつ誠実に対応するとともに、他社に先駆
けて、お客様の生活を豊かにする新たな価値を創造・提案し続けることに努めます。

品質保証活動
　品質保証は事業がグローバル化するにつれ、年々要求度・専門性が高度化しています。当社は、

原材料の購入から商品の販売にいたるまで、すべての段階で法令遵守、安全性確保、環境配慮を目

指した仕組みを継続的に運用・改善していくとともに、問題対応型の品質保証から、予防型の品

質保証への転換を進めています。

　当社のブランド憲章でもある「コアプロミス」（P.20参照）を品質方針として定め、全従業員が

お客様にご満足いただける商品を提供し続けるために、品質保証活動に取り組んでいます。

品質保証体制
　執行役員会の諮問機関である「品質マネジメント委員会」が、当社全体の品質保証に関わる経

営課題の抽出を行うとともに、ISO9001に基づいた品質マネジメントシステムを統括していま

す。サブシステムとして各事業部門が品質マネジメントを担っており、「ISOプロセス会議」が

部門横断的な課題解決を図る体制です。また、当社内だけでなく、国内外のグループ企業を含め

た全事業活動としての品質保証体制をとっています。こうした品質保証体制の維持と確実な運用

を「品質保証室」が支援しています。
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日清オイリオグループ品質保証体制

日清オイリオグループ（株）

お客様・消費者

国内
グループ企業

海外
グループ企業

取締役会 代表取締役社長

あったら良い
と思う商品・
サービスなど

ご意見・
ご要望など

品質保証管掌取締役

国内グループ企業
品質・環境マネジメント委員会

品質保証体制

攝津製油（株）
大東カカオ（株）
和弘食品（株）
もぎ豆腐店（株）
日清商事（株）

執行役員会

品質マネジメント体制（ISO9001）

品質会議／マネジメントレビュー

プロセス会議

各事業部

生産購買開発 物流 販売

品質保証室担当執行役員

品
質
保
証
室

アジア
品質・環境マネジメント委員会

品質保証体制

日清奥利友投資
大連日清製油
上海日清油脂

ISF
統清股份
張家港統清
大連日清糧貿

品質マネジメント委員会

2010年度 2011年度 2012年度
品質マネジメント委員会 2 2 2

品質マネジメント委員会の開催状況 （回）
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ISO9001認証などの取得状況と品質監査
　当社は、早くから品質マネジメントシステムの国際規格ISO9001の認証を取得しています。

国内外グループ企業は、順次「ISO9001」や「ISO22000」（食品安全マネジメントシステム）

など各組織に見合った国際規格・基準類の導入を進めています。

　ISO9001品質監査は、内部監査と外部審査で実施しています。当社では、外部講師による監

査員養成セミナーを毎年開催し、修了者を内部監査員有資格者とし、約300名を任命しています

（2013年4月現在）。

認証等 取得状況

ISO9001

日清オイリオグループ（株）、攝津製油（株）、攝津製油（株）堺事業所油脂
工場、大東カカオ（株）、和弘食品（株）、大連日清製油有限公司、上海日清
油脂有限公司、ISF、張家港統清食品有限公司、大連日清糧貿有限公司、統
清股份有限公司、T&C、IQL

ISO17025※1 大連日清製油有限公司
HACCP※2 大連日清製油有限公司、ISF、大連日清糧貿有限公司、T&C
AIB※3 日清オイリオグループ（株）横浜磯子工場加工油脂工場

ISO22000
上海日清油脂有限公司、張家港統清食品有限公司、統清股份有限公司、
T&C

GMP※4
日清オイリオグループ（株）横浜磯子事業場、日清オイリオグループ（株）
堺事業場／攝津製油（株）堺事業所油脂工場、ISF、統清股份有限公司

※1　国際的な試験所認定規格（範囲：品質管理室における油脂・油粕の一般分析）
※2　食品の衛生管理システムの国際標準
※3　AIB（米国製パン研究所）の確立した「AIBフードセーフティ（GMP）指導・監査システム」
※4　食品安全プログラムを遂行する適正製造規範

認証取得状況

2010年度 2011年度 2012年度
改善指摘 改善提案 改善指摘 改善提案 改善指摘 改善提案

内部品質監査 2 92 3 178 0 75
定期審査（外部） 1 14 0 25 0 26

品質監査状況　 （件）

2012年度内部監査
　品質マネジメントシステムの有効性についてのヒアリングを含めた内部監査を実施しました。

2011年度に比べ、改善提案の件数は減少しましたが、今回の内部監査で2013年度に向けた方向

性を見つけ出すことができました。
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̶お客様の声の収集
お客様相談窓口をはじめ、各事業部や全国の支店・営業所などを通じてご意見・ご要望をいただいています。
また、研究所においても商品開発や改善に活かすため、お客様や取引先からの声を収集しています。

̶商品開発
新商品の開発計画など設計業務の管理について定めた開発設計管理規定に則り、商品企画、研究開発、資
材調達の各部門が連携して、お客様の声を反映した商品開発を行っています。この段階で、適用される
法規制を明らかにするとともに、各種調査結果や試験・検査データをもとに、商品の「法規適合性」、「安
全性」、「品質」の評価・確認を行います。

̶原材料調達
油糧種子や原料油脂を調達する際は、原料購買管理基準に則り、購買先の評価・選定を行います。また、
関連法規に照らし合わせ、分析試験項目や基準値を定めて品質を確認、合格したもののみ受け入れます。
新たな原材料は、サンプルの品質評価を行うとともに、原材料メーカーから原材料規格書を入手し、使用
にあたっての安全性を確認しています。
また、商品の容器包装、ラベル、段ボールなど、容器包装資材の調達は生産・物流統括部が行っています。
生産・物流統括部は調達の方針をふまえて資材調達先を選定し、資材の価格や規格、設計・開発に関し
て取引先と緊密な連携を保っています。

̶製造
当社は、国内すべての工場でISO9001の認証を取得しています。異物混入防止のための製造ライン設計
や、工場内で働く人に対する食品衛生マナーの教育など、食品の安全・安心を確保するための活動を地
道に続けています。また、原料受け入れから包装の各工程で作業内容を記録・管理しています。各工程
で品質検査を行い、定められた規格・基準を満たしていることをチェックしています。

̶物流・販売
取引先（販売先）への安全・確実な納品および保管、出荷、輸配送までのすべての物流現場での安全を目
指し、物流品質管理基準を定めています。物流トラブルの発生を想定して、迅速な連絡、事後対応、対策
を早急に講じる体制を構築しています。

品質・安全への取り組み

お客様の声

原材料調達製造

商品開発物流・販売

品質・安全への取り組み
　品質方針のもと、ISO9001で定めたルールに則り商品開発から原材料調達、製造、物流・販売

にいたるまで、すべての段階で品質管理を徹底し、食品の安全・安心を確保しつつ安定供給をし

ています。
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原材料調達における取り組み
　当社は、継続的に海外の油糧原料の産地や製造者を訪問し、品質や安

全性、法規適合性について点検しています。2012年度はアメリカおよ

びカナダ、欧州の各国の産地や現地製油メーカー、原材料メーカー、積み

出し施設を訪問し安全性などを確認しました。

　また、当社は一般社団法人日本植物油協会（JOPA）の会員として原

料の安定供給や品質保証などをテーマに関係団体と定期的な協議会を

行っています。大豆については、アメリカ大豆輸出協会（USSEC）、全

米大豆基金財団（USB）、JOPAと年1回、菜種についてはカナダ菜種協

会（CCC）、JOPA、カナダ政府、日本政府と年2回の協議会を開催し、情

報交換や改善要求などを行っています。これらの活動に加え、各業界団

体とのコミュニケーションも随時行っています。2012年度はアメリカ

大豆輸出協会（USSEC）関係者が当社横浜磯子工場や名古屋工場を視

察し、製造現場を通して品質、製造、物流などさまざまな視点で情報交換、

課題形成を行いました。これらの活動を通じて今後の原料調達におけ

る品質面、供給面での安定性をより一層高めていきます。

異物混入防止のための取り組み

品質管理用カメラ

　 　製造ラインの各所に品質管理用のカメラを設置し、映像の監視によ

りラインが正常に稼動しているかをチェックしています。これにより、

異常が発生した場合には、担当者が現場に急行し迅速に対応すること

を可能にしています。

　 　また、工程管理ポイントの映像は保存しています。製造後にも当時

のライン稼動状況を把握できるため、品質上の課題に対する原因究明

と対策に活用しています。個々の対応と改善の積み重ねにより、異物

混入などの品質トラブルの発生を未然に防いでいます。

アメリカ大豆輸出協会（USSEC）視察団

意見交換会の様子

堺事業場の品質管理用カメラ
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品質向上のための教育

1  名古屋工場「技術スクール」の開催

　 　名古屋工場では、各部署の担当者が講師となり技術スクールを開催

しています。製造関係だけでなく幅広い内容を扱い、2012年度の技術

スクールは、飼料の基礎知識、品質トラブル報告会などを実施しました。

　 　今後も知識の習得に努め、課題意識を持ち、より良い製品づくりに取

り組みます。

2  ISO9001内部品質監査員スキルアップセミナーの開催

　 　水島工場では、生産現場の品質保証/管理機能の強化や、お客様へ

安全・安心な製品を提供し続けるために、ISO9001システムの内

部監査の有効性を高める目的で、11月の品質月間行事の一環として、

ISO9001内部監査員スキルアップセミナーを開講しました。

　 　本セミナーは、当社品質保証室が講師となり、品質保証体制や業務

改善に結び付く効果的な内部監査方法、解釈が難しい規格要求事項に

ついて講義を行い、水島工場の内部監査員の監査レベルの向上を図り

ました。今後も他の生産拠点の内部監査員のスキルアップを含めた

活動を行い、全社での品質保証レベルの向上に努めます。

3 大連日清製油有限公司からの研修生受け入れ

　 　当社では、国内外のグループ企業と品質保証に関する情報共有、レ

ベルアップに向けた取り組みを行っています。2012年度、大連日清

製油有限公司品質保証室から研修生2名を受け入れ、当社における品

質マネジメントシステム、お客様窓口の対応や品質トラブル対応につ

いての研修を実施しました。研修生からは、お客様への対応やISOデー

タの一元管理など、業務の取り組みが参考になり、中国でも取り入れ

たいとの意見がきかれました。

技術スクール

スキルアップセミナー

研修風景
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トランス脂肪酸への対応
　2011年2月、消費者庁から「トランス脂肪酸の情報開示に関する指針」が公開されました。

　当社では、以前より当社独自の立場でトランス脂肪酸の低減に取り組んでいます。現在、技術的

には最も厳しいとされる含量基準であるデンマーク基準※1を目指して管理を行っています※2。ま

た、これまでもお客様の正しい理解と適切な商品選択に寄与するために情報開示に努めてきまし

た。

　今後もお客様の健康維持と、商品の正しい理解および適切な商品選択に向けて、トランス脂肪

酸低減への取り組みと情報開示に努めます。
※1　油脂中のトランス脂肪酸の含有量を2％までとする制限が設けられている。
※2　製造過程で水素添加を施した一部の業務商品を除く。

トランス脂肪酸分析技術の技能検定試験で優秀賞を獲得しました

伝統あるアメリカの油脂研究学会、American Oil Chemist's Societyが行っているAOCS

技能検定試験の「トランス脂肪酸含量分析」において、当社中央研究所の基盤技術開発分野

分析・評価技術グループが優秀賞を獲得しました。今回、世界各国の約60の研究機関や企業

が参加する中で優秀賞を獲得できたことによって、当社の分析技術力がグローバルレベルで

高いことが示されました。

トレーサビリティ（追跡可能性）の確立
　当社では、お客様に安全で安心できる商品をお届けするため、原材料取引先（調達先）から原材

料規格書を入手し、安全性および関連法規への対応状況を確認しています。

　また、原材料から生産、販売までの情報を確認できるISO9001の仕組みにより、商品名と賞味

期限などの情報から、いつ受け入れた原材料か、製造時のさまざまな履歴を追跡し確認すること

（トレーサビリティ）ができます。

　トレーサビリティを確立することにより、商品に関するお客様からのお問い合わせに迅速に対

応でき、また、万が一問題が発生しても対象の範囲を速やかに特定し、影響の拡大を最小限に抑え

ることができます。

トレーサビリティの流れ

原材料受入記録
原材料保管記録

原材料

原材料配合記録
原材料ロット記録
製造ライン運転記録
充填・包装記録
品質検査記録

原材料から生産、販売までの流れ 製造履歴確認の流れ

製造ライン

製品出荷記録
製品保管記録

物流・販売

お問い合わせ、
商品名・賞味期限
などの情報

お客様
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トレーサビリティ訓練の実施

食の安全・安心を確保するための取り組みの一環として、生産拠点ごとにトレーサビリティ※

訓練を実施しました。今回、生産拠点で統一した方法で訓練を実施したことにより、入荷や出

荷に関する記録が適切に作成・保管されていることが確認できたとともに、必要な情報を速

やかに把握するための拠点横断的な体制を構築することができました。トレーサビリティの

さらなる迅速化を目的に、今後も定期的な訓練の実施を予定しています。
※追跡可能性のこと。P.43を参照

データベースシステムの活用
　当社はお客様に対して、規格書や仕様書などの商品情報を正しくお伝

えするために、商品情報総合管理システム「I-base（アイベース）」を構築

しています。原材料情報については、原材料取引先（調達先）の協力のも

と、適宜情報の拡充・更新を進めています。

　また、商品に関する開発情報や仕様を関連部署で共有することで、業

務の遂行を円滑にするとともに、原材料遡求のトレーサビリティのス

ピードアップを図っています。

　“正しい情報の提供”は、食品メーカーに求められる重要な役割です。

商品を通じて正確な情報をお伝えできるよう、原材料の規格や産地情報

などを調査し、定期的に確認・更新を行っています。

I-base画面
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ISOデータベース

堺市食品衛生協会からの表彰

第33回日本食品微生物学会学術総会での研究発表

2012年度の主な取り組み

「中長鎖脂肪酸食用油」が、中国で「新資源食品」として許可されました
　日清奥利友（中国）投資有限公司が申請した「中長鎖脂肪酸食用油」の「新資源食品」※の登録

が2012年8月28日に中国衛生部から許可を受けました。

　いままで「中長鎖脂肪酸食用油」は「保健食品」（日本の特定保健用食品に相当）のみに使用

できましたが、今回の許可により一般の食用植物油と同様、食品または食品原料として使用可能

となりました。また、許可において、当社独自の、酵素を用いたエステル交換技術および分析方法

が認められました。

　今後、「中長鎖脂肪酸食用油」が持つ機能（体脂肪として蓄積されない、腎臓病の食事療法や

術後のエネルギー補給）を活用した商品の開発に期待ができます。
※  「新資源食品」　 新しい資源や原材料によって作られる食品で、中国の新資源食品審査評議会を経て衛生部が許

可した食品。

ISO関連データベースの再構築
　社内システムの変更に合わせ、ISO関連の社内データベースを再構築

し、ISO9001およびISO14001関連の文書管理、目標管理、内部監査、是

正処置、予防処置等に関する情報が集約されているポータルサイトを作

成しました。これにより、ISO関連データベースのISO文書、品質目標

管理、内部監査等の必要なデータベースへのアクセスや検索がしやすく

なり、作業効率もアップしました。

日本食品微生物学会での研究発表
　2012年10月に「第33回日本食品微生物学会学術総会」が開催されま

した。本学会において、サルモネラの疫学と薬剤耐性に関する研究発表

を横浜磯子事業場品質管理グループの行縄職員が行いました。この研究

は油粕のサルモネラ菌汚染の防止に関するもので、当社が販売する油粕

の品質の維持・向上に貢献しています。

食品衛生協会からの表彰
　食品営業施設の従業員として長年勤務し、自主衛生管理の推進により

食品衛生の向上に貢献し、その業績が特に優秀でありほかの従業員の模

範となると認められ、攝津製油（株）堺事業所油脂工場食品グループの

國次職員が堺市食品衛生協会会長による表彰を受けました。
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お客様の声を活かす取り組み
　当社グループは、商品やサービスに関するご質問、ご意見、ご指摘などのお客様の声を「お客様

相談窓口」で受け付けています。お客様にご満足いただけるように迅速・正確・丁寧な対応を心

掛けるとともに、いただいたお客様の声を商品開発や改善、サービスの向上につなげています。

　お客様の声はすべてデータとして蓄積し、集計・分析しています。分析した結果は、週報、月報、

年報、改善提案書等に記載して、商品開発、生産、研究、資材、宣伝、営業などの関係部門に報告し

ています。また、お客様からいただいたご指摘内容は、毎週経営者や関係部門に報告し、迅速な原

因の究明、改善策の実施につなげています。

お客様の声を商品に活かす仕組み

お客様

お客様相談窓口

この商品はどこで
売っているの？

賞味期限を過ぎたけど
どうすれば良いの？

関係部門

商
品・サ
ー
ビ
ス

蓄積

お客様の声

分析

商品開発
研究

資材

宣伝

営業

生産

お客様相談窓口へのお申し出件数

0 10,000 20,000 （件）

お問い合わせ

2011年度

2012年度

2010年度

2009年度

2008年度

ご指摘 ご意見･ご要望

451

555

582

570

599

654

593

588

20,591 

26,098 

22,702 

23,264 

547

686

19,198

※ 2009年度のお申し出件数が多い理由：他社食用油（特定保健用食品）に関す
る報道があり、同業の当社へのお問い合わせが一時的に増加した。
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2012年度のお問い合わせ内容内訳

お問い合わせ
合計

19,198件

販売店や入手方法
3,143

賞味期限に関する質問
2,973

商品の
品質に関する質問
1,048

資料や
サンプルなどの依頼
860

商品の
特徴・使用方法など
　　　　　　9,593

その他　1,581

ウェブコンテンツ「お客様相談窓口」の充実
　当社ホームページ内に設けているウェブコンテンツ「お客様相談窓

口」は、多くの方々にご利用いただいています。Eメールによるお問い

合わせは受付を開始した3年前から徐々に増加しており、お客様にとっ

て使いやすいコンテンツを目指し内容を充実させました。

　多く寄せられる質問については、「よくあるご質問」のページに回答を

掲載していますが、コンテンツのトップページに商品写真とリンクボタ

ンを設置することで、商品に関する回答へのアクセスが簡単になりました。

　お問い合わせの中には家庭用商品に関するもの以外にも、業務用商品

やお取り引きに関連するものを、年に400件ほどいただいています。特

にお問い合わせの多い「病院・施設向け製品」「ファインケミカル製品」

「業務用食用油」等に関する窓口の連絡先を「お問い合わせ一覧」のペー

ジに掲載し、新たにお取り引きをご希望される方々にとっても、お使い

いただきやすくしました。

『お客様相談窓口サイト』： http://sodan.nisshin-oillio.com/
『お問い合わせ』： http://sodan.nisshin-oillio.com/inquiry/

啓発冊子『植物油のおいしいおはなし』のリニューアル
　お客様相談窓口では、お客様向けの啓発冊子として『植物油のおいし

いおはなし』を発行しています。植物油の健康や美容への効果、調理方法、

保管方法、製造方法、豆知識等をまとめたもので、お客様、消費生活セン

ター、お料理教室などに配布して好評を得ています。

　2012年4月にお客様の疑問にお応えすべく、油の選び方から後片付け

まで、お問い合わせの多い内容を盛り込んでリニューアルしました。

＜主な掲載内容＞

・健康・美容にイイ、植物の油

・大公開！植物油ができるまで

・教えて！油の上手な使い方、料理力UP

・ここをチェック！食用油の規格と表示

・なるほど！油ウォッチング

当社ホームページ『お客様相談窓口』

植物油の
おいしい
おはなし

一部の自治体など、天ぷら油を回収してバイ
オディーゼル燃料などへのリサイクルをしてい
る団体があります。また、石けんを作るサーク
ルなどもありますのでご利用ください。

廃食用油を使ってご家庭で石けんを作るの
は、強アルカリを使いますので非常に危
険ですのでご注意ください。

水蒸気による一時的にでる泡

揚げ物に使った油を、その
まま鍋に入れておくのは
禁物です。空気に触れ
やすく、またゴミや虫が入
る原因になります。

鍋をそのままに
しておかない。

しみ込ませる
ゴミ用ポリ袋などに吸油性のよい
紙やボロ布をつめ、さました油をし
み込ませる。後は輪ゴム等で口を
止めて生ゴミと一緒に捨てる。

固 め る
油固め剤などを利用して生ゴ
ミと一緒に捨てる。油を加
熱するときは、その場を離れ
ないようにしましょう。

料理が終わった後の油はどうしていますか？　
使用後の油は、適切に処置しましょう。

使ったあとは、上手に後かたづけ油も使うと“疲れ”がでる

油を流しや下水道に捨てるのは絶対に禁

物。以下に紹介するような方法で捨てる

か、各市町村の指導に従って処理するよう

にしてください。さらに油の付いた食器類

は、紙で拭いてから洗うようにし、少しでも油

を下水道に流さないよう心がけましょう。

油は「流し」には捨てないで！

油の容器の捨て方

揚げカスも油を早くいため
る原因になります。冷め
ないうちに、油こし器でろ
過してください。
※その際やけどに注意しましょう。

冷めないうちに
処理しましょう。

ろ過した油が冷えたら、冷
暗所で保存を。もちろん、
フタをきちんと閉めることを
忘れずに。

容器に入れて、
きっちりフタを閉める。

揚げ油に使った油は、何回ぐらいまで使えるのでしょうか。これは揚げ油の種類や揚げ種・温度・時間などによって
異なり、一概には言えませんが回数を重ねれば、その分、油が疲れるのは事実。だいたい３～４回が目安と覚えておき
ましょう。必要以上の高温で揚げ物をしたり、揚げカスをそのままにしておいたりすると油の疲れを早めてしまいます。

泡 立 ち
油に入れた直後は、急激に熱せられた食材の水分が一気に蒸発し、勢いよく泡が発生

しますがすぐにおさまります。原因は、水蒸気なので、新しい油でも泡立ちます。

食材を一度にたくさん入れると、油がふきこぼれることがあります。食材は、鍋の表面の

1/3 ～1/2程度を目安に揚げましょう。

油の劣化による消えにくい泡

揚げ油を繰り返し使うと、徐々に泡が消えにくくな

り、食材を取り去った後もしばらく泡が残ります。

さらに使い続けると揚げている食材が見えなくな

るほどの泡（カニ泡）がでます。
早めにもえるゴミと一緒に捨てましょう

気温の高い夏場などは、油のしみた紙や布はそのままにしておくと
発熱して自然発火する場合があります。

油に使用するプラスチック容器（PET含む）

は、「その他プラスチック容器」に区分され、リサ

イクル対象の飲料や醤油のＰＥＴ容器とは別

の扱いとなります。お住まいの自治体の回収

方法のご確認を。

1 2
“疲れた油”

５つの

チェック法

疲れた油は
もとに戻りません。

梅干を焦げるまで揚げる、水分の

多い野菜を入れる・・・など、昔

から油を若返らせる言い伝えがあ

りますが、これらは迷信。一度疲

れた油はもとに戻りません。

いやな臭いが
しませんか？

加熱時に枯れ草や塗料
のような油臭い不快な
臭いがしたら疲れた証
拠です。

色が濃くなって
いませんか？

疲れた油は色が濃くなり
ます。とくに魚などの揚
げ物をすると着色が強く
なります。

4 5
ねばりが出て
いませんか？

温度が下がったときに、
ねばりが出てきたら油が
疲れている証拠です。

１８０℃ぐらいで
煙が出ませんか？

１８０℃は天ぷらを揚げ
る温度です。新鮮な油
は２３０～２４０℃までは
煙はでません。3

泡が消えにくく
なっていませんか？

ただし、新しい油でも天ぷ
らの衣に卵を多く使った
り、揚げ種によっては消え
にくいカニ泡ができます。

揚げ種から油にうつる成

分、衣の卵黄、動物性脂

肪などにより、泡立ちや着

色が起きることもあります。

参考

捨て方

１
捨て方

2

▼ ▼

消えにくい泡（カニ泡）

天ぷら油のリサイクル

教えて！油の上手な使い方、料理力 U P ⑤

P A R T 3

油の取り扱い　便利ワザ
「油の替え時がよくわからない」「ビックリ！ 油が泡だらけ」という経験はありませんか？

油の取り扱い便利ワザを紹介しますので、ぜひ実践してみてください。

『植物油のおいしいおはなし』
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お客様の声を活かした改善事例

事例1　〔原料表示をわかりやすく〕
　「日清マヨドレ（315g）」について、「使用している植物油が知りたい」、「植物油の種類を表

示してほしい」とのご要望をいただき、商品ラベルに“食用植物油脂はなたね油、大豆油を使用

しています。”と表示しました。

▶

日清マヨドレ（315g） 改善前 改善後

事例2　〔栄養成分表示（計量単位）をわかりやすく〕
　「家庭用食用油」の栄養成分表示において、“1テーブルスプーン（14g）当たり”と表示をし

ていましたが、「テーブルスプーンとは何か。わかりやすい表示に替えてほしい」とのご要望を

いただき、“大さじ一杯（14g）当たり”に順次表示を変更しています。

▶

改善前 改善後

事例3　〔使用方法をわかりやすく、はがしやすいラベルへ〕
　「ボスコエキストラバージンオリーブオイル（250ml、500ml）」について、「使用後の容器分

別の際に商品ラベルがはがしにくい」、「生でも使用できるなら、そのことを表示してほしい」と

のご要望をいただきました。これらを受け、商品ラベルを紙からフィルム（PP：ポリプロピレン

樹脂）に変更してはがしやすくしました。また、注意書きに「加熱でも生でもお使いいただけます。」

と表示をすることにより、使用方法をわかりやすくしました。

ボスコエキストラバージン
オリーブオイル（500ml）

商品ラベル（改善後） 注意書き（改善後）

▶
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事例4　〔開閉しやすく、使いやすいキャップへ〕
　「ボスコオーガニックエキストラバージンオリーブオイル(250ml)」について、「キャップが

空回りしやすい」、「開けやすいキャップにしてほしい」とのご要望をいただき、金属製のネジ式

キャップからプラスチック製の打栓式ワンタッチキャップ（キャップ本体と上ぶたが一体となっ

たキャップ）に変更し、開封性を向上させました。

▶

ボスコオーガニックエキストラバージン
オリーブオイル(250ml)

改善前 改善後

事例5　〔はがしやすく、わかりやすいラベルへ〕
　「日清油っこくない炒め油1/2（200g）」について「商品ラベルがはがしにくい」、「使用中、容

器に油がどのくらい残っているか確認したい」とのご要望をいただきました。これらを受け、商

品ラベルの材質をPET樹脂からPS（ポリスチレン）樹脂に変更するとともに、はがし口に「ラベ

ルがはがせます」と明示し、ミシン目も変更しました。また、油の残っている量がわかるように、

商品ラベルの側面にスリット（透明部分）を設けました。

日清油っこくない炒め油1/2（200g） 改善前の容器の外観 改善後の容器の外観 改善後のスリット部

▶
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フーズライフ領域

調味料

フーズライフ食品

フーズライフ食品
（ドレッシング、マヨネーズ類）

ヘルスリンケージ領域

ヘルスケア食品
（特保、栄養調整食品など）

メディサポート食品
（高齢介護食品、治療食品など）

食事の油を気にする方へ。使
用油分は従来の1/3（当社従来
品比31％）、コレステロールゼ
ロです。
日清ドレッシングダイエット

オイルのおいしさを引き出し
たコクのあるリッチタイプのド
レッシング、コレステロールゼ
ロです。
日清サラドレ

「中鎖脂肪酸」が入っている健康
オイルがベースのドレッシング、
カロリー20～35％オフです。
リセッタドレッシングソース

卵のかわりに植物性素材を使っ
たマヨネーズタイプ調味料、コレ
ステロールゼロでカロリーも控
えめです。
日清マヨドレ

より多くのお客様の声をかたちにするヘルシーフーズ事業
　当社のヘルシーフーズ事業は、ドレッシング・マヨネーズ類の販売に加え、健康食品市場や高

齢介護食品市場において当社が培ってきた技術を応用した商品をお届けし、健康づくりや食べる

楽しみを提案しています。今後もより多くの皆様に役立つ食品の提供を通じて、健康的で美しい

生活（Well-being）を提案していきます。

ヘルシーフーズ事業の展開領域

フーズライフ領域の主な食品
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高齢介護食品
飲み込みが気になる方へ

メディサポート食品

ヘルスケア食品

まとまりのあるしっ
かりとしたトロミが
つきます。食べ物に
おすすめトロミアッ
プエース

30秒で簡単にトロ
ミがつきます。飲み
物におすすめトロミ
アップパーフェクト

少量サイズで高エネルギー
を補給ができます。中鎖脂
肪酸油を配合しました。
プロキュアZ、
プロキュアプチプリン

冷凍でおいしさ長持
ち、自然解凍でおい
しく食べられます。
ふんわり食パン、
ふんわりロール

飲み物や料理に加えて簡単に
エネルギー補給ができます。
日清MCTパウダー、
日清MCTオイル

食べ切りサイズ40gに
MCT6gを配合、タンパク
質ゼロのエネルギー補給
プリンです。 
エネプリン

食塩相当量を低減した、
ご飯のおともです。
レナケアー・のり佃煮、
ねり梅、かつお削りみそ

甘くないので豆腐感覚で
おかずとして使えます。エ
ネルギーとタンパク質が補
給できます。
トウフィール、
ごまトウフィール

少量でエネルギー
アップ。“まとめ
食”が簡単につく
れます。ゲル状油
脂のマトメアップ

食物繊維（難消化性デキストリン）が、食
後の血糖値の上昇をゆるやかにします。
食事のおともに食物繊維入り緑茶
食事のおともに食物繊維入り紅茶

血糖値が気になる方のお砂
糖です。天然成分L-アラビ
ノースが砂糖の消化・吸収を
おだやかにします。
アラビノシュガー

血圧が高めの方に適して
います。サーデンペプチ
ドを配合しています。
マリンペプチド

1粒にアントシアニンを36%
含有したビルベリーエキス
に、夜間の視力の維持を助け
るβ‐カロテンを配合した栄養
機能食品です。
ブルーベリー＆ルテイン

特定保健用食品 栄養調整食品
食後の血糖値が気になる方へ 血圧が気になる方へ 細かい文字がつらくなったら

オレイン酸が豊富なオリーブ
オイルをベースに、大豆、菜種
由来のビタミンEを配合した
サプリメントです。
ビタミンE

若々しさを保ちたい方に

治療食品
タンパク質・リン・カリウム・塩分を気遣う方へ MCT（中鎖脂肪酸油）でエネルギーアップしたい方へ

食が細くなってきた方へ

ヘルスリンケージ領域の主な食品
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ユニバーサルデザインフードの商品展開
　当社は長年にわたりユニバーサルデザインフードの商品展開を行っています。ユニバーサルデ

ザインフードのひとつであるトロミ調整食品は、食品にトロミをつけて飲み込みやすくするため

の商品で、1991年に発売した「トロミアップ」は、トロミ調整食品の代名詞として20年以上ご

愛用いただいているロングセラー商品です。2005年には、主に飲み物向けとして、透明で素早く

トロミがつく「トロミパーフェクト」を発売し、トロミ調整食品シリーズとして広くご愛用いた

だいてまいりました。

　2011年5月、当社のトロミ調整食品を「トロミアップ」ブランドへ統一し、量販店の介護コー

ナーやドラッグストアなどの薬系販売店、病院・施設の売店など、さまざまなルートで商品をご

購入いただけるようにしました。

　なお、「トロミアップ」全品とも、ユニバーサルデザインフードのトロミ調整食品として、お客

様が使いやすいよう、パッケージの裏面には「トロミの目安」表示を記載しています。

　また、2012年5月に「エネプリン」をユニバーサルデザインフード区分3（舌でつぶせる／ P.53

参照）として発売しました。また2013年3月には「トウフィール」「ごまトウフィール」をユニバー

サルデザインフード区分3（舌でつぶせる）、「レナケアー MCT入りミニゼリー」シリーズもユ

ニバーサルデザインフード区分1（容易にかめる）としてリニューアルしました。

トロミアップ
エース

トロミアップ
パーフェクト ミニゼリー トウフィール エネプリン

ユニバーサルデザインフードとは
　日常の食事から介護食まで幅広くお使いいただける、食べやすさに配慮した食品です。その
種類もさまざまで、レトルト食品や冷凍食品などの調理加工食品をはじめ、飲み物や食事にト
ロミをつける「トロミ調整食品」などがあります。ユニバーサルデザインフードのパッケージ
には必ずユニバーサルデザインフードマークが記載されています。これは日本介護食品協議会
が制定した規格に適合する商品だけについているマークです。お客様が選びやすいよう、どの
メーカーの商品にも「かたさ」や「粘度」の規格により分類された4つの区分を表示しています。
この区分を目安に、ご利用に適した商品を安心して選んでいただけます。

トロミアップエース

（小さじ1/2）
水・お茶に溶かした場合

みそ汁に溶かした場合

フレンチ
ドレッシング状

とんかつ
ソース状 ケチャップ状

0.75g

（小さじ1/2）
0.75g

（小さじ2）
3.0g

（小さじ2）
3.0g

トロミの目安表の表示例
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エネプリン

業界のパイオニアとして高齢者や介護に役立つ情報を発信
　当社は、トロミ調整食品のパイオニアとして、高齢者や介護に役立つ情報の発信にも努めてい

ます。2012年度は、医師や大学の先生など専門家の協力を得て、在宅介護やシニアライフに関す

る調査研究結果のプレスリリースなどを行いました。

・在宅介護事情調査

　「節電の今夏、ポイントは『水分補給』と『涼しい場所の確保』」（2012年6月）

　「～冬の無自覚脱水症に要注意～ 83%が脱水症状を認識不足」（2013年1月）

・シニアライフに関するNews Letter

　「食生活で健康寿命を延ばす」（2012年11月）

　「リハビリテーション栄養から見たサルコペニア対策」（2013年3月）

News Letter「高齢期を迎えた団塊世代～食生活で健康寿命を延ばす～」
　厚生労働省より示された健康寿命と平均寿命のギャップを受けて、
高齢者の栄養ケアと食生活に着目し、健康寿命を延ばすためのポイン
トなどについて紹介しています。
　・ 低栄養のリスクが高い方を見つけるためのチェックリストの活
用について

　・口腔機能低下に対応した食事環境の整備の重要性について
　・社会参加の重要性について

2011 65 2,975 2,925  
65 23.3 23.0

2060 39.9  

10 10

 
23    

2010 24  
2015 24 1  

1950 2010  

 

34   

エネルギー補給食品の商品展開
　当社は長年にわたり、食べた後エネルギーになりやすいMCT(中鎖

脂肪酸油)の機能性を研究しておりますが、その成果のひとつとして、

2010年に低栄養状態の高齢者の方がMCTを6g摂取した時の有用性に

関するエビデンスを取得しています。加えて、当社の独自技術で開発し

た「日清MCT C
シー

1
テン

0R
アール

」を使用することで、製品1食でMCTを6gも摂取

することができるようになりました。

　これらの背景により、2012年5月にエネルギー補給用プリン「エネプ

リン」を3つの風味で発売し、2013年3月には新たに4つの風味を追加

発売いたしました。

　「エネプリン」は、食べ切りサイズ40gにMCT(中鎖脂肪酸油)が6gも

入っており、タンパク質はゼロ。小さくても110kcalを一度に摂取いた

だけます。また、舌でつぶせる柔らかさでユニバーサルデザインフード

の「区分3」の基準を満たしています。

メディサポート食品、ヘルスケア食品については、ホームページでさらに詳しい情報を紹介し
ています。
病院・施設・在宅ケア： http://www.nisshin-oillio.com/goods/support/



日清オイリオグループ
CSR報告書201354

取引先とともに
調達の方針

「日清オイリオグループ行動規範」におけるビジネス社会の法令および倫理の遵守

● 原料・資材等の購入先などに対しては、常に公平かつ対等な立場で接し、優越的地位を利
用して不当に不利益をおよぼしません。また、個人的な利益や便宜の供与を要求しません。

● 販売店などに対しては、常に公平かつ対等な立場で接し、排除行為・不当に差別的な取扱
い・事業活動の妨害などの不正行為を行いません。

● 取引先などとの接待や贈答品の授受は、健全な商慣習や社会的常識の範疇を逸脱しません。

取引先と連携した商品開発
資材メーカーとのギフトセット化粧箱の共同開発
　レンゴー株式会社様との共同開発により、当社ギフトセットで使用し

ている化粧箱(身箱、蓋)の廃棄を簡単に行えるようになりました。共同

開発した化粧箱は、従来手間のかかっていた解体がワンタッチで簡便に

行え、廃棄も容易です。パッケージの付加価値の向上だけでなく、リサイ

クルの促進にも寄与しています。

　2012年度はギフトの一部に採用しましたが、2013年度は全面的に採

用する予定です。
※この開発品はレンゴー株式会社様が特許(特許第3894739号、特許第4152470号)を取得しています。

取引先とのコミュニケーション
新「フードプラザ」の開設
　2013年2月28日に竣工した当社本社ビルに隣接する日清アネックス

ビルに、新「フードプラザ」を開設しました。フードプラザは、取引先へ

のプレゼンテーション、試食をともなう社内会議、メニュー開発のための

試作、営業サンプルの作成などを目的とした施設で、最新の厨房設備とプ

レゼンスペースを備えています。

　これまで本社ビル内にあった旧「フードプラザ」は、設置機器やスペー

スが限られていましたが、今回開設した新フードプラザはスーパーなど

の店舗のバックヤードと同じ厨房設備を備え、実際の調理状況を想定し

たプレゼンテーションが可能となりました。また、広いオープンキッチ

ンとしたことで、調理風景を見せながらゆったりとしたスペースでメ

ニュー提案などができるようになりました。

左：改善前、右：改善後（指をかけて簡単に解体可能）

新「フードプラザ」
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油脂サプライヤーとしてRSPOへの加盟
　当社は国際的な環境問題や社会的課題の解決の動きに協調し、パーム油産業の健全な発展に貢

献していくため、RSPO（Roundtable on Sustainable Palm Oil：持続可能なパーム油のための

円卓会議）に加盟しました。

　今後とも、パーム油生産に関する環境・社会的課題を深く理解・認識し、RSPOの理念の普及に

努めていきます。

取引先と共同で「ジュニアサッカースクール」を開催
　2012年9月から2013年3月までの期間、取引先である地元スーパー

マーケットとの共同企画として、「ジュニアサッカースクール」を全国

6カ所で開催しました。各回約100組の親子を招待し、北海道旭川市では、

城彰二氏、埼玉県さいたま市では、福田正博氏など元日本代表選手をスペ

シャルコーチに迎え、サッカー教室とトークショーを行いました。サッ

カー教室では、ドリブルやリフティングなどの技術指導やミニゲームの

ほか、ルールを守ることや自分で考えることの大切さなどについても指

導があり、子どもたちは真剣に耳を傾けていました。トークショーで

は、サッカーに関するアドバイスだけでなく、毎日の食事が身体づくりに

とってとても大切であることなどについても語られ、スポーツの楽しさ

と、強い身体と心をつくるための食生活の大切さを親子で体験していた

だく良い機会となりました。

政策説明会を開催
　当社は定期的に政策説明会を開催し、取引先の皆様に当社の政策をご

理解いただくとともに、コミュニケーションをとれる場をつくっています。

　2013年3月に開催した政策説明会には、量販店をはじめとした約100

企業・300名の取引先の皆様にご参加いただきました。

　各事業のテーマ別展示プレゼンテーションブースでは、4つの消費トレ

ンド「自分スタイル」「楽しい健康」「つどい」「ちょいバラ」をふまえた、

生活者の心に響くメニューや売り場の提案を行いました。

　こうした機会を通じて、当社の技術や提案を総合的にご紹介し、取引先

の皆様との強固なパートナーシップを築いています。

福田正博氏によるサッカー教室

政策説明会の様子
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株主・投資家の皆様とともに
コミュニケーション推進への取り組み
　健全な成長と安定した企業業績のもとで、株主様と双方向のコミュニケーションの推進による

良好な関係を築きながら、株主価値の向上と適切な利益還元に努めます。また、広く投資家の方々

に向けて、適切な情報開示を行います。

「日清オイリオグループ行動規範」における ─ 株主価値の追求 ─

● 誠実な事業活動、経営資源の効率的な活用、適切なリスク管理を通じて企業の利潤を追求
し、株主の期待に応えます。

● 株主・投資家の適切な判断に資するよう、当社グループの活動・組織・財務状況・業績な
どの開示のみならず、将来の成長戦略や企業の社会的責任（CSR）に対する取り組み等の
経営情報を常にタイムリーに開示するよう努めます。

株主価値の追求は行動規範のひとつ

株式分布状況　（2013年3月31日現在） 所有者数状況　（2013年3月31日現在）

個人・その他
23.1％

外国人　6.6％

証券会社　0.8％

事業法人
（その他の法人）
39.7％

株主数
25,692名

金融機関　25.7％

自己名義　4.1％

500単元以上
9.1％

5,000単元以上
42.7％

発行済株式の総数
173,339,287株

1,000単元以上　15.9％

1単元未満　0.3％

1単元以上　15.9％

10単元以上
4.4％

5単元以上
2.8％

100単元以上
7.3％

50単元以上
1.6％
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株主様工場見学会
　2012年9月25日、横浜磯子事業場にて第6回株主様工場見学会を開催

し、抽選により株主様と同伴者の方あわせて約100名にご参加いただき

ました。

　参加者には事業場内の圧抽工場や充填ラインなどを見学していただ

き、食用油が精製されていく工程の実験や説明などを行いました。見学

後は、講堂にて懇親会を開催し、当社グループの商品を使用した料理や

デザートをご試食いただいたほか、事業や商品について担当従業員がパ

ネルなどを用いてご紹介しました。懇親会には、今村社長をはじめとす

る役員も出席し、参加者と直接意見を交換することができ、良い交流の

場となりました。

個人投資家の皆様とのコミュニケーション
　全国の証券会社支店にて会社説明会を開催しています。2012年度は

15会場で開催し、約900名の個人投資家の皆様に当社の事業内容、経営

戦略などについてご説明しました。

セミナー実施例

・IRセミナー「“植物のチカラ®”でおいしさ・健康・美を追求」

機関投資家・アナリストの皆様とのコミュニケーション
　機関投資家、アナリストの皆様を対象に、年2回開催する決算説明会の

ほか、個別のミーティングを積極的に行っています。

株主の皆様への利益還元
　利益配当については、安定的な配当の継続を基本としつつ、中期経営計画の達成状況、連結業績

を勘案し、配当性向も考慮のうえで実施していく方針としています。2013年3月期は、1株につ

き10.0円（中間配当5.0円）の配当金としました。

2010年度 2011年度 2012年度
中間配当 5.0 5.0 5.0
期末配当 5.0 5.0 5.0
（年間計） 10.0 10.0 10.0

配当実績　 （円）

会社説明会

　株主・投資家の皆様とのコミュニケーション活動、情報提供のための取り組みとしてさまざま

な活動を行いました。

2012年度の主な活動

実験により精製工程を説明
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株主優待制度
　毎年3月31日現在の株主名簿に記載され、1,000株以上を所有されて

いる株主様に対して、3,000円相当の当社製品をお贈りしています。

決算説明会
　機関投資家・アナリストやマスコミの皆様を対象に決算説明会を年

2回開催し、経営トップから決算状況や中期経営計画の進捗状況などを

ご説明しています。また、第1、第3四半期については決算説明会は開催

していませんが、決算発表日と同日に「決算補足資料」を開示するなど、

タイムリーな情報提供をするよう努めています。決算説明会で使用した

資料はホームページ上からもご覧いただけます。

議決権電子行使制度の採用
　2010年6月開催の定時株主総会から、株主様の利便性向上および機関投資家様における議案検

討期間の確保等を目的に、電磁的方法（インターネット等）による議決権行使制度の採用を開始し、

あわせて、機関投資家様向けの議決権電子行使プラットフォームにも参加しています。

IR情報の開示
　正確で信頼性の高いIR情報をホームページ上でタ

イムリーに提供しています。株主通信やアニュアルレ

ポート等を通じて、わかりやすい情報開示に努めてい

ます。
IR情報： http://www.nisshin-oillio.com/inv/index.shtml
アニュアルレポート（英文）：http://www.nisshin-oillio.com/
english/fi nancial/index.shtml

決算説明会資料

2012年度の株主優待品

ホームページ「企業・IR・採用」『株主通信』
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従業員とともに
人材の育成とキャリアデザイン構築
　時代にあった働きやすい環境を整え、持続的に従業員が自己の成長を感じられる働きがいのあ

る、いきいきとした職場を実現します。

「日清オイリオグループ行動規範」における─従業員価値の追求─

●  常に安心できる安全・高品質な商品、サービスをお客様に安定的に供給する使命に誇りを
持ち、常にチャレンジ精神を持って、業務に関する能力の向上、積極的な業務改善・効率
化に努めます。

●  従業員一人ひとりの基本的人権を尊重し、職場における不当な扱いや差別を排除します。
また、自己実現と業績向上を基本とした公正な評価・処遇をすることに努めます。

●  従業員一人ひとりの個性・適性を尊重し、それぞれのキャリア形成や能力開発を積極的に
支援します。また、次代の中核となる「豊かな創造性、高度な専門性、強い行動力と課題
解決力」をもつ人材の育成に努めます。

●  相互の報告・連絡・相談を円滑かつ正確に行い、お互いが信頼し協力しあえる風土作りに
努めます。また、常に職場環境の安全衛生の維持・向上に努めるとともに、従業員と家族
の安心をつくりだすことに努めます。

人材の育成に力を入れた人事諸制度

「能力開発・成果主義」を基本理念とした新プロフェッショナル人事制度
　当社では、従業員一人ひとりが、高度な専門性に裏打ちされた行動力をもって成果を出すプロ

フェッショナルであってほしいと考えています。これまでの人事制度の基本理念「能力開発・成

果主義」をさらに深化・体質化させ、より創造的で躍動感ある風土を醸成するとともに、行動力

や組織力の強化、人材育成の再徹底といった視点で改定した新しい人事制度を2009年度から施

行しています。

　この人事制度の特長は、単なる成果主義ではなく、従業員個々の主体的な能力開発を企業が支

援することを前提としている点にあります。制度の中心となる仕組みとして「目標実現制度」と「専

門能力開発プラン」があり、この2つの制度を密接にリンクさせ、個人の成長と企業の業績向上を

同時に達成していくことを目指しています。



日清オイリオグループ
CSR報告書2013

従業員とともに60

　下図は新プロフェッショナル人事制度における「目標実現制度」と「専門能力開発プラン」の

関係をあらわしています。

自己実現 成果（業績）の実現

プロフェッショナリティ※ の発揮

＜目標実現制度＞
業績達成目標設定

主体的取り組み
（他部門や社外との連携､上司からのアドバイス､

進捗度合いの確認､上昇型調整など）

実績自己評価

上司からのアドバイス

次年度目標設定

スペシャリティの習得

＜専門能力開発プラン＞
全社キャリア・モデル

中期専門能力開発プラン
（5年後の業績貢献の姿）

年間目標

実績自己評価

上司からのアドバイス

次年度目標設定

※ プロフェッショナリティ（造語）：スペシャリティを武器にして、ステークホルダーの視点にたった行動力を発揮し、責任をもって部門の
業績向上を成し遂げること

充実した能力開発体系
　専門能力開発プランを中心に、下図のようなさまざまな取り組みを連動させ、従業員の能力開

発を推進しています。特に教育研修については、長年にわたって「教育はすべての業務に優先す

る」という考え方のもと、階層別教育、部門別教育、自己開発教育など体系的な教育研修制度を整

え、従業員教育の充実に力を入れています。

教育・研修制度 専門能力開発プラン

OJT

人事
ローテーション

昇格試験制度

階層別教育

社内公募制度

教育・研修
公募

新規プロジェクト
公募

オイリオ塾※1

部門別専門能力
強化教育

グローバル
人材育成教育

NLF制度※2

・・・・・・

中期専門能力開発プラン

全社キャリア・モデル

5年後の業績貢献の姿

年間目標

実績
申告

そのために必要となる
専門能力開発

○開発したい専門能力
○中期的視点での取り組み
○経験したい職種・業務

中間
進捗設定

※1　 オイリオ塾：社内の専門知識・技能などを自主的に習得する場としてセミナー形式またはDVDで受講することができます
※2　 NLF制度： 会社と労働組合の相互の出資により、通信教育、語学スクーリング、語学検定受験支援、資格取得支援など自己開発教育へ

の補助などを行っています
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「オイリオ塾」の開催
　当社の従業員として身につけておくべき社内の専門知識・技能など

を自主的に習得することを目的に、2009年度に「オイリオ塾」を開設

しました。開設以降、全22講座のべ2,322名の従業員が受講しています。

社内講師による講演やDVDによる受講を実施しており、全従業員がい

つでも受講できる環境を整備しています。

　2013年度も引き続き社内の業務関連テーマを中心とした講座を開講

することによって、人材育成の強化を推進していきます。

※各講座は、定期的に内容をブラッシュアップし、実施しています。

これまでに開講した講座

油脂の基礎知識、油脂の原料、油脂の生産、油脂の加工技術、製油産業を取り巻く環境、食の安

全・品質保証、CSR、家庭用事業、業務用事業、加工油脂事業、ヘルシーフーズ事業、ファイン

ケミカル事業、大豆食品素材事業、海外事業、経営計画、財務・経理、管理会計、知的財産、ロ

ジスティクス

グローバル人材の育成
　国際的な企業グループとして成長を加速していくために、グローバル

な事業ステージで活躍し、成長していくことができる人材育成を強化し

ています。

　当社におけるグローバル人材とは、「グローバル市場に果敢に挑戦す

る高い志のもと、当社の海外事業の発展・拡大に向けて、創造、開拓する

強い意欲と精神力を持って取り組むとともに、自己の持つ能力を最大限

に発揮し、成果につなげることができる人材」です。

　このようなグローバル人材の継続的な育成に向けて、グローバル人材育成教育体系のもと、さ

まざまな教育プログラムを実施しています。具体的には、基礎的能力向上のプログラムとして「語

学検定受験支援」、「語学スクーリング補助」を実施したほか、「海外視察研修」の一環として公

募型のマレーシア・シンガポール研修を実施しました。さらに、選抜型教育の一環として「海外

留学制度」、「短期集中グローバル人材育成コース」を実施しました。

　また、2012年度からはウェブによる語学検定システムを導入し、全従業員を対象に語学レベル

の向上を推進しています。

グローバル人材育成教育　基礎教育　アメリカ視察研修

本研修では経営大学院の講義、企業訪問、学校でのボ
ランティア体験、ホームステイなどを通じ、研修本来
の目的のみならず、多方面からアメリカを捉え、学ぶ
ことができました。また、アメリカは多様な人種、文
化、価値観が共存していること、相手に「主体性と積
極性」を強く求める一方で「セカンド・チャンス」
を与える懐の広さをあわせ持つ国であることが強く印象に残りました。
今回の体験を機に、今後も海外や異文化に対する興味・理解を高め、自
らの視野と仕事の幅を広げていきたいと思います。

コーポレートコミュニケーション部　笠井弥生

研修に参加した笠井職員

学校でのボランティア体験

オイリオ塾「CSR講座」

マレーシア・シンガポール研修
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グローバル人材育成教育　基礎教育　インドネシア視察研修

本研修ではインドネシアに進出している日系企業訪
問、現地産業人との会食、インドネシア大学訪問、ス
トリートチルドレンの養護施設でのボランティア体
験などを通じ、多方面からインドネシアを捉え、学
ぶことができました。
NLF制度を通じて多くの従業員が海外研修に参加す
ることは大いに意義があると思います。特に20代の若手にも機会を与
えることが人材育成につながるのではと感じました。今後、本研修で
得た経験を業務に活かすことができればと思っております。 

大阪支店　楫真人

研修に参加した楫職員

子どもたちとのふれあいの場

日本企業のグローバル戦略に関する公開セミナーの実施
　グローバル人材育成教育の一環として、「日本企業のグローバル戦略

の現状と課題～アジア・中国ビジネスに焦点を当てて～」を開催しま

した。講師には、アジア経営戦略やグローバル人材育成などを研究され

ている亜細亜大学の池島政広教授をお迎えし、日本企業のグローバル展

開の成功事例や課題についてご講演いただきました。当日は、ウェブ会

議での受講を含め約100名の従業員が参加しました。

　成長を続けるアジア市場では、世界の企業が激しい競争を展開してい

ます。講師のご経験と調査データに基づく解説によって、日本企業が対

応するべきグローバルな課題について理解することができました。

ライフプラン支援
　NLF制度の一環として、従業員一人ひとりがしっかりとしたライフプランの設計に取り組むこ

とを目的としたライフプランセミナーを毎年開催しています。

　2012年度は総合的なライフプランを行う宿泊型セミナー（約40名参加）と年金、生命保険と

いった個別テーマに特化した公開型セミナー（約110名参加）を開催しました。

公開セミナー「日本企業のグローバル戦略の現状と
課題」
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公平・公正で働きやすい職場づくり

人権を尊重した雇用の取り組み
　当社グループは、日清オイリオグループ行動規範において、人権に関して社会の一員としての

責任ある行動をとることを表明しています。

　また、国連グローバル・コンパクト※署名企業として、人権の保護、不当な労働の排除などの10

原則の遵守に取り組んでいます。

※国連グローバル・コンパクトについては、P.22をご覧ください

「日清オイリオグループ行動規範」における─人権への取り組み─

  人権を尊重し、性別、国籍、年齢、宗教、信条、身体的障がいを理由とした不当な差別、いやが
らせを根絶します。また、当社グループに関わる労働・雇用においては、あらゆる形態の強
制労働・児童労働を排除いたします。

障がいのある方の働きやすい職場づくり
　当社では、障がいのある方の積極的な雇用を推進しています。2004年4月より、障がいのある

方の安定雇用によって社会的責任を果たすことを目的とする特例子会社「日清オイリオ・ビジネ

ススタッフ株式会社」を運営しています。横浜磯子事業場内の清掃業務を中心に、仕事を通じた

能力開発を支援しています。なお、2013年3月時点の当社の障がい者雇用率は、2.36%です。

定年退職者再雇用制度
　当社では、2006年4月から定年退職者の再雇用制度を導入しています。当制度は、60歳を迎え

る従業員に希望を募り、一定の要件を満たしている場合、契約社員として再雇用するものです。

　2012年度は5名が当制度を利用し、再雇用契約を結びました。
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さまざまなライフスタイルに対応するための制度・取り組み
　従業員のワークライフバランスのさらなる推進を目的に、さまざまな制度を整備しています。

主な人事関連制度の実績は、以下の通りです。

内容 2011年度
実績・状況

2012年度
実績・状況

半日休暇 年次有給休暇のうち10日分（半日休暇20日分）を半日休暇と
して取得できる。 有効に活用 有効に活用

積立有給休暇 年次有給休暇を積立て（年間5日累積40日を限度）私傷病や介
護等の事由により取得ができる。 有効に活用 有効に活用

永年勤続表彰制度
勤続10年：記念品（1万円相当）
勤続20年：記念品（5万円相当）・特別休暇3日
勤続30年：記念品（10万円相当）・特別休暇5日

143名 124名

育児休職制度
子が小学校就学前の場合、従業員が申し出た必要な連続した期
間取得ができる。
（2011年4月１日より育児休職の開始日から5日間を有給化）

22名 24名

介護休職制度 要介護状態の家族を持つ場合、365日以内の期間取得できる。 1名 1名

短時間勤務制度
子が小学校3年生を修了するときまでを限度に従業員が申し出
た必要な連続した期間勤務短縮ができる。
（要介護状態の家族を持つ場合、365日以内の期間取得できる）

25名 19名

ボランティア休暇制度 会社が認めるボランティア活動に参加する場合、年間6日間を
限度に取得できる。 1名 0名

人事関連の各種制度（一例）

　上記のほか、結婚、出産・育児、配偶者の転勤、介護等を事由に退職した従業員を対象とした

再雇用制度、育児休職の開始5日間の有給化などの制度があります。

ワークライフバランスの推進と次世代育成の支援
　少子化が進行する中で、当社は「次代の社会を担う子どもが健やかに

生まれ、成長する環境づくり（次世代育成支援）」を重要なテーマと位

置づけ、積極的な取り組みを進めています。

　2009年度～ 2010年度の2年間における次世代育成行動計画の実行

によって、厚生労働省が子育てサポート企業として認定する「次世代認

定マーク（通称：くるみん）」を取得しました。

　この「次世代認定マーク」は企業が設定した行動計画

の期間ごとに認定されることから、当社の次期行動計画に

おいても「次世代認定マーク」の取得を目指し、次世代育

成行動計画を推進しています。

次世代認定マーク（上）と従業員に配布した次世代育成支援制度に関するパ
ンフレット（下）



日清オイリオグループ
CSR報告書2013

従業員とともに65

次世代育成行動計画（2011年度～2014年度）

1．計画期間
2011年4月1日～ 2015年3月31日（4年間）

2．行動計画目標
目標1：男性従業員の育児休職の計画期間内2名以上取得
目標2： 育児休職をより取得しやすくすることを目的とした新たな制度の導入、当社の育

児・介護関連諸制度の情報を従業員に周知することによる制度の利用促進
目標3：総実労働時間短縮を主眼とした新たなワークライフバランス施策の実施

2歳の長女に続いて4月に誕生した次女の育児を分担
し、家族の負担を軽減することを目的に育児休職を
取得しました。
長女の育児経験があるものの、2人同時進行となると
休み無しの多重サイクルで、赤ちゃんが寝ている間
に仮眠をとる事さえ難しいなど、連日取り組んでみ
るとなかなか大変なものでした。
一方で家族一丸となって子育てに取り組むことができた日々は、その
後の父親育児への励みともなりました。今回の休職は職場の仲間たち
をはじめ社内外の方々の好意的なサポートをいただけたことで実現し
ました。家族一同感謝するとともに、育児休職への社会的意識の高さ
も実感しました。
 生産・物流統括部　川邉秀人

育児休職を取得して

育児休職中の様子

育児休職を取得した
川邉職員

心身の健康づくりのために
　2011年の特定健診の結果を受け、2012年2月より特定保健指導を6ヵ月間実施し、実施したう

ちの約44％に改善が見られました。その結果、メタボリック該当者も年々減少しており、継続し

て健康管理フォローを行っていきます。

2010年度 2011年度 2012年度

ウォーキング
参加者 225名 339名 368名
達成者 192名 215名 206名

ウォーキング運動　参加実績

メタボリックシンドローム対策セミナーの実施
　外部機関から管理栄養士や運動療法士を招き、メタボリックシンド

ローム対策セミナーを実施しています。2012年6月は横浜磯子事業場、

8月は水島工場にて「健康増進セミナー」を開催しました。2回のセミナー

を通じて“食事や運動”に関する講義や、ウォーキング、ストレッチン

グなどの実技指導を行い、日常生活の中ですぐに実践できるセミナーと

なりました。
水島工場での健康増進セミナー
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社会のために
社会とのコミュニケーション
　良き企業市民として地域、社会に貢献するとともに国際社会の一員としても良好な企業活動や

積極的なコミュニケーションを図り、社会とともに発展していくよう努めます。

社会貢献方針

　日清オイリオグループは、“植物のチカラ®”に根ざした健康で豊かな社会の実現を目指し、
良き企業市民として社会貢献活動を継続的に実施します。
　また、日清オイリオグループを構成する一人ひとりの自主的な社会貢献活動を応援します。

健康貢献
日清オイリオグループが培ってきた
技術や経験を社会に役立てます

4つの重点分野

環境保全
“植物のチカラ®”を育む地球環境を

大切にします

地域貢献
地域社会との信頼を深め、

一体となって活性化に取り組みます

共生
社会と共生する企業市民として

責任を果たします

（2009年3月制定）

災害・支援寄付活動
　当社は、継続的に国連WFP協会や国連食糧農業機関（FAO）、日本経団連自然保護基金、東京

都共同募金会などの団体への寄付や被災地への援助を行っています。

東京都共同募金会感謝状を授与

当社は、赤い羽根共同募金65周年にあたって、東京都共同募金会より

感謝状を授与されました。

この感謝状は、赤い羽根共同募金へ長年にわたって寄付を行い、地域

福祉に大きな貢献をした企業へ感謝を表するものです。
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国連WFP協会との取り組み
　当社グループは、特定非営利活動法人（認定NPO法人）国際連合世界食糧計画WFP協会（国

連WFP協会）の評議会メンバーとして、その趣旨に賛同してさまざまな活動に参加しています。

食を扱う企業グループとして、世界の飢餓問題に取り組んでいる国連WFP協会とは、今後も社会

貢献活動のパートナーとしての交流を一層深めていきます。

チャリティウォーク「WFP ウォーク・ザ・ワールド」への参加と協賛
　当社は子どもの飢餓撲滅のために世界約70カ国で開催されるチャリ

ティウォークイベント「WFP ウォーク・ザ・ワールド」に2007年よ

り参加・協賛を続けています。日本では毎年横浜市のみなとみらいで

開催されていますが、2012年度は当社独自企画として、堺事業場のボラ

ンティアによる運営で大阪府の堺市でも開催しました。本イベントの

参加費は諸経費を除いて国連WFP協会の「学校給食プログラム」に役

立てられ、堺の開催でも同様の仕組みとしました。2012年5月27日、み

なとみらいで約100名、堺で約60名に及ぶ当社グループおよび関係会社

の従業員とその家族が参加しました。揃いのオイリオTシャツを着用し

て、“世界の飢餓撲滅”のため、ウォーキングを行いました。

チャリティランチの実施
　11月20日は国連が制定した「世界の子どもの日」です。当社はこの

日に合わせ、本社食堂において「ランチを食べてアフリカの子どもたち

に給食を届けよう！」と題したチャリティランチ企画を実施しました。

2012年11月12日～ 16日の間、チャリティメニューを１食購入すると、

購入代金のうち30円が国連WFP協会に寄付され、「学校給食プログラ

ム」に役立てられました。今回は期間中、のべ151食のチャリティラン

チが購入され、会社からのマッチング金額と募金箱への寄付金を合わせ

て9,968円が寄付として役立てられました。これは途上国の子どもの学

校給食約332日分にあたります。

WFP エッセイコンテストへの協力
　小学4年生から大人まで幅広い世代を対象としたWFP エッセイコンテスト2012「食べる大

切さ」への参加を、社内イントラネットを通じて従業員へ呼びかけました。エッセイコンテスト

は、自らの「食べる」ことを考えることで、飢餓に苦しむ人々のことを考えるきっかけとなり、ま

た、応募1作品につき、給食約1食分（30円）が国連WFP協会に寄付され、途上国での学校給食支

援に役立てることができます。趣旨に賛同した従業員は、それぞれの想いをエッセイに綴り応募

しました。

みなとみらいで開催の「WFP ウォーク・ザ・ワールド」

チャリティランチの様子



日清オイリオグループ
CSR報告書2013

社会のために68

ボランティアベンダーの設置
　本社食堂では、ボランティアベンダーの飲料自動販売機を設置してい

ます。ボランティアベンダーとは、特定の自動販売機で清涼飲料を販売

することにより、当社、飲料メーカーおよびベンダー企業の3者が募金を

する仕組みです。清涼飲料を購入する人は、ボランティアベンダーの自

動販売機を選ぶことで寄付をすることができます。当社はこの仕組み

を通じて、国連WFP協会に寄付を行っています。

ボランティアベンダー

国連WFP協会
　国連WFP協会は、飢餓の撲滅を使命に食糧支援を行うWFP国連世界食糧計画を支援する認
定NPO法人で、日本における公式支援窓口です。
国連WFP協会ホームページ： http://ja.wfp.org/



日清オイリオグループ
CSR報告書2013

社会のために69

商品の説明

工場見学会

ベルマーク活動の対象商品

海外での社会貢献活動

大連日清製油有限公司における取り組み
　大連日清製油有限公司は、中国における企業価値の追求とその最大化

を通じた人々・社会・経済の発展への貢献を目的とし、2010年より工

場見学会を継続的に実施しています。

　2012年度は、主に消費者を対象とした工場見学会を実施し、大連市内

の地区自治会・大学生・子どもサークルなどの15団体、約560名に参加

いただきました。

　工場見学会では、油ができるまでや食用油豆知識、商品についての説

明を行い、また工場内・港湾の見学、さらに大連日清製油有限公司の商

品を取扱っている日本料理店の調理による試食会を行っています。工

場見学会の参加者からは、「とても勉強になった」、「商品の品質の高さ

がわかった」などの声をいただいています。

その他の社会貢献活動

ベルマーク運動への参画
　ベルマーク教育助成財団の創設当初から、教育振興のベルマーク活動

の趣旨に賛同し、同運動へ参画しています。現在、4つの商品を対象とし

て、全国の学校施設の充実に向けて貢献しています。

ボランティア活動の支援
　当社では、従業員のボランティア活動を支援するための人事制度として「ボランティア休暇制

度」を2008年度から設けています。今後も、従業員が積極的にボランティア活動を行えるよう、

サポートします。2012年度は、社内報を通じて従業員の自発的なボランティア活動を紹介しま

した（ボランティア休暇制度についてはP.64参照）。
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地域での清掃活動
　各地の事業場や工場の周辺および地域社会において、環境美化のため

従業員による清掃活動を行っています。

1  横浜磯子事業場「道の日清掃」

　 　8月10日、横浜磯子事業場の有志12名が磯子駅駅前の清掃活動を行

いました。

　 　8月10日は「道の日」ということで、磯子区の磯子土木事務所が

JR4駅（根岸駅・磯子駅・新杉田駅・洋光台駅）周辺の道路清掃を行

いました。当社の従業員もその取り組みに協力し、ボランティアで集

まった中学生と一緒に歩道や生け垣の中のゴミ拾いや、警察の指導の

もとで自転車に盗難防止キャンペーンのステッカーの貼り付けを行

いました。

2  水島工場「リフレッシュ水島港クリーン大作戦」

　 　毎年7月に行われている水島清港会（岡山県）主催の水島港周辺の

清掃活動「リフレッシュ水島港クリーン大作戦」に、水島工場および

構内協力会社から17名が参加しました。当日は猛暑のため、汗を流し

ながらの活動となりましたが、空き缶、空き瓶、雑誌、ビニール袋、た

ばこの吸い殻等、ビニール袋（45L）で約3袋分のゴミを回収しました。

回収量は少量でしたが、活動を通してゴミのポイ捨て防止の意識向上

にもつながりました。

3  攝津製油(株)堺事業所油脂工場「仁徳天皇陵古墳の清掃ボランティア」

　 　攝津製油(株)堺事業所油脂工場では、2011年度から堺市文化観光

局と同世界文化遺産推進室が主催する仁徳天皇陵古墳の周辺外周と濠

周辺の清掃ボランティアに参加しています。本活動には地元のロータ

リークラブや自治会、また市立堺高等学校の生徒も継続して参加して

います。

　 　参加にあたって、独自の拠点活動である「e-Factory堺」※の社会コ

ミュニティチームが参加従業員の募集と清掃用具の準備をし、当日は

参加者がそれぞれ割り当てられた区域の濠とその周辺のゴミを収集

しました。2012年度は2012年11月と2013年3月に行われた活動に、

従業員とその家族合わせてのべ46名が参加しました。これからも地

域の大切な財産である仁徳天皇陵古墳を次世代に継承していくため、

清掃ボランティアに継続して参加をしていきます。
　※  「e-Factory堺」は、攝津製油（株）堺事業所油脂工場の中期組織戦略のひとつであ

る「個々人が高い人間力を発揮できる、活性化した拠点風土の定着・醸成」を実現
するための拠点活動の総称

道の日清掃

リフレッシュ水島港クリーン大作戦

仁徳天皇陵古墳の清掃
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4  大東カカオ（株）中井工場「クリーンウォーキング」

　 　大東カカオ(株)中井工場では、近隣地域の環境施策の一環として11

月に開催された「なかいクリーンタウン運動」クリーンウォーキング

に参加しました。

　 　このクリーンウォーキングは、ゴミのポイ捨て、不法投棄のない、清

潔で快適なまち、クリーンタウン（きれいなまち）を目指し、町民・事

業者・行政が協働して取り組むイベントで、今回で参加は2回目とな

ります。

　 　当日は工場から21名が参加し、グリーンテクなかいのエリア周辺約

3.9Kmを歩きながらゴミを拾いました。大量のゴミを収集し、近隣地

域のクリーンアップに貢献できました。

各事業場の献血活動
　各事業場では毎年1回～ 2回、献血検診車が来場して献血活動を展開しており、多くの従業員が

献血に参加しています。

名古屋工場

　 　名古屋工場では20年以上継続して、毎年4月頃に献血を実施してい

ます。ポスターや掲示板、電話による協力の呼びかけを受け、従業員

や協力会社の方々が参加しています。特に400ml献血を推進するこ

とにより輸血量の確保に貢献しています。2012年3月には日本赤十

字社の献血サポーター※に登録しました。また、2012年7月には今ま

での活動が認められ、献血功労企業として、日本赤十字社社長より感

謝状をいただきました。
　※  献血サポーター ： 医療に必要な血液を献血によって安定的に確保するために、

献血に積極的に協力する企業・団体のこと

クリーンウォーキング

献血活動への感謝状
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“植物のチカラ®”隊の活動
　横浜磯子事業場の有志によって組織された“植物のチカラ®”隊は、自然保護活動に積極的に

取り組んでいます。2012年度は、海の再生活動や森の保護活動などを行いました（“植物のチカ

ラ®”隊について詳しくはP.108参照）。

神奈川県警・横浜市消防局の防犯・防火活動に協力
　神奈川県警、横浜市消防局主催の「年末年始特別警戒キャンペーン」

の一環である防犯イベントにおいて、横浜磯子事業場の従業員が年末年

始の防犯の意識向上を呼びかけました。当日は、年末年始の防犯活動の

一環として、横浜駅周辺、また磯子駅前にて、当社商品に火災やひったく

り、振り込め詐欺への注意を呼びかけるチラシを貼付して配布を行いま

した。神奈川県警、磯子警察署からは、防犯防止のための呼びかけ活動

に対する感謝の言葉をいただくとともに感謝状をいただきました。

交通安全県民運動に協力
　名古屋工場では、年に4度の交通安全県民運動にあわせ、名古屋水上警察署（現名古屋港警察署）

主催の「飲酒運転追放・シートベルト関所」の活動に参加しました。当社従業員が警察官ととも

に専用の帽子・ベスト・腕章・たすきを着用の上、一般公道を通行する車両を一旦停止させて安

全運転の呼びかけと自転車用チェーンロックや防犯ネット等の啓発品の配布を行いました。

年末年始特別警戒キャンペーン
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名古屋工場のボトルキャップ・割り箸回
収を呼びかけるポスター

休憩室のボトルキャップ回収箱

ボトルキャップ回収箱

回収活動の推進
　本社をはじめとした各事業場では、PETボトルのキャップや使用済み

切手などを回収し、各種団体に寄贈しています。

〔活動事例〕

1 名古屋工場「ボトルキャップ、割り箸の回収」

　 　名古屋工場におけるボトルキャップと割り箸の回収活動は2年目を

迎えました。2012年度の目標は、前回の達成数であるボトルキャッ

プ16,000個（ポリオワクチン20本分と交換可能）、割り箸6,000本（ハ

ガキ1,000枚分と交換可能）に設定し活動を行いました。2012年度

は、回収の協力とともにキャップに貼られているキャンペーン用シー

ルの剥離を促すポスターを新たに作成し、より効率的に回収ができる

よう呼びかけを行った結果、1月に目標数を達成でき、最終的にボトル

キャップ18,544個（ポリオワクチン23本分）、割り箸7,872本（ハガ

キ1,312枚分）を回収することができました。

2 攝津製油(株)堺事業所油脂工場「ボトルキャップ、使用済み切手の回収」

　 　攝津製油(株)堺事業所油脂工場では、2011年6月からスタート

したボトルキャップと使用済み切手の回収を継続して行っています。

2012年度の４月から12月までの期間中、ボトルキャップ約6,100個

（ポリオワクチン7.6本分）と使用済み切手1,067枚を回収し、ボトル

キャップはNPO法人エコキャップ推進協会へ、使用済み切手は公益

社団法人日本キリスト教海外医療協力会へ寄贈しました。

3 （株）ゴルフジョイ 「ボトルキャップの回収」

　 　（株）ゴルフジョイでは、来場されるお客様にご協力いただき、2009

年度よりボトルキャップの回収を実施しています。2012年の4月

から8月までの期間中、ボトルキャップ23,800個（ポリオワクチン

29.75本分）を回収しました。打席通路の飲料自動販売機付近7カ所

に回収ボックスを設置、加えてジュニア教室を実施する打席付近の自

販機にも、PRポスターや回収ボックスを設置するなど来場者の協力を

仰ぎました。
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横浜磯子事業場での地域イベントの開催
　年2回、地域の皆様に施設を開放してイベントを実施しています。「横

浜磯子春まつり」は、2012年で30回目の開催となり、地域の春の祭事

として定着し、子どもからお年寄りまで幅広い来場者に楽しんでいただ

いています。「横浜磯子夏祭り」では、従業員の手づくりによる夜店や

抽選会などを行い、地域の皆様に楽しんでいただいています。

地域社会の健康づくりに向けて
　当社は、各種スポーツイベントの開催や協賛を通じて、地域・社会に

おける健康づくりを応援しています。毎年「神奈川マラソン」を後援

しており、この大会のスタート・ゴール地点として横浜磯子事業場を提

供しています。当社は今後も引き続き、地域スポーツの支援を行ってい

きます。

ありがとう介護研究会
　当社は2008年から、「ありがとう介護研究会」を継続的に開催して

います。

　「ありがとう介護研究会」では、「よく生きるとは？」をテーマに、在

宅介護に関わる家族やヘルパーなど介護を支える方々に対して、最新情

報やコミュニケーションの場を提供し、在宅介護への理解を深めていた

だくことを目的として活動しています。

　2012年度は計2回開催し、第8回、第9回ともに約100名と多くの方々

にご参加いただきました。

　講演の合間には、当社のエネルギー補給食品の試食をはじめ、高齢介

護食の展示を行いました。

　・第8回ありがとう介護研究会（2012年6月30日）

　　テーマ：「 よく生きるとは？」～在宅介護と家族～

　　講演1：「備えが必要！ いざという時の個人情報提示」

　　講演2：「十八歳からの十年介護」

　・第9回ありがとう介護研究会（2012年12月2日）

　　テーマ：「よく生きるとは？」～介護サービスの現状と今後～

　　講演1：「摂食・嚥下障害対策～リハビリと予防～」

　　講演2：「在宅医療・介護サービスの現状と今後」

横浜磯子夏祭り

神奈川マラソン

ありがとう介護研究会の様子

お客様、地域社会との交流
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子会社における地域貢献活動
1 離乳食教室の開催（もぎ豆腐店（株））

　 　もぎ豆腐店（株）では、「豆腐」は栄養面でも離乳食に適した食材で

あるため、地域の小さな子どもを持つお母さんを対象に2012年度か

ら離乳食教室を開催しています。

　 　離乳食初期から完了期までの段階に応じた食材の大きさ、固さ、味

付けなどを管理栄養士が解説するとともに、ディスカッションの時間

も多くとり、食事を通した子どもとのコミュニケーションのとり方や、

離乳食・幼児食に関する不安や悩みの解消などにも努めています。

　 　参加者からは「食事のレパートリーが増えて嬉しい」「皆が同じ悩

みを持っていることがわかり安心した」「楽しく参加できた」などの

感想が聞かれました。

　 　2013年度は新たにフォローアップ相談会を設け、参加者の個別相

談を受け付けていく予定です。今後も、健康で正しい食生活を送るこ

とができるよう「豆腐」を通じて、近隣地域の方々への貢献に努めて

いきます。

2 地域イベントの開催（もぎ豆腐店（株））

　 　もぎ豆腐店（株）では、毎年5月と11月にお客様への感謝をこめて「ふ

わふわまつり」を開催しています。

　 　2012年11月17日には、「天恵感謝－豆粧ふ秋－」※というテーマで

開催し、多くのお客様に来場いただきました。当日は、豆腐・揚物

販売や試食会のほか、揚物実演や豆腐づくり教室、揚げ工場見学な

ど参加型のさまざまなイベントが行われ、収穫の秋のひと時を近隣

地域の方々と楽しむ良い機会となりました。
　※  豆粧ふ秋 ： 俳句の季語は「山粧ふ」ですが、「豆」を扱っている豆腐屋として、造語

の「豆粧ふ秋」をあて、イベントのテーマとしています。

3 地域イベントへの参加（大東カカオ(株)中井工場）

　 　大東カカオ（株）中井工場では、地域住民との交流の一環として、「美

緑（みりょく）なかいフェスティバル」に参加しました。

　 　毎年10月に中井中央公園多目的広場をメイン会場として「絆・き

ずな」をテーマに、文化や芸能、産業、福祉活動など、中井町のさまざ

まな魅力を発信するイベントで、今回で参加は2回目となります。

　 　当日は、大東カカオ9名によるチョコレート販売やPR映像の上映を

行いました。販売を通して多くの方々と交流でき、工場で何を製造し

ているのかをご理解いただける有意義な場となりました。

離乳食教室

ふわふわまつり

美緑（みりょく）なかいフェスティバル
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4 臭気モニター制度の導入（大東カカオ（株）中井工場）

　 　大東カカオ（株）中井工場では、地域への環境配慮の一環として2年

前から臭気モニター制度を推進しています。本制度では、地元自治会

を通じて住民の方々に臭気のモニターを依頼し、工場からにおいがし

たら連絡をもらい、その臭気の発生原因の解明および対策を町の協力

も得ながら行っています。また、臭気モニター参加の住民や中井町の

職員の方々を招いての最終的な結果報告や意見交換の場を設け、工場

の環境配慮活動をご理解いただいています。

工場見学
　横浜磯子事業場では、消費者の皆様、全国の小中学生などを中心に工場見学を実施しています。

環境への負荷が少ないCNG（圧縮天然ガス）を燃料とした見学用バスを使用し、広大な工場敷地

内を皆様に見学いただいています。また、事業場内のPR施設「ウェルネスギャラリー」では植物

油の歴史・原料や生産工程をわかりやすくご紹介しています。

横浜磯子事業場の工場見学者数 （2012年度）

PTA　898名

取引先　556名

海外　173名

一般消費者
7,466名見学者実績

12,785名

学生　3,692名

日清ベジフルーツオイルを使って日本一※大きい“長いものコロッケ”づくりに挑戦
　2012年11月23日に南長野運動公園（長野市）で開催された長野商工

会議所主催のイベントにおいて、当社の食用油を使用した巨大コロッケ

づくりが行われました。長野市松代特産の長いもなど食材1200人分を

使い、直径2メートル、重さ約250kgの巨大コロッケを作り、日清ベジフ

ルーツオイルで揚げました。多くの見学者に囲まれてコロッケは完成し、

切り分けてイベント来場者に振舞われました。

　イベントの様子は地方紙でも紹介されるなど、地域の方々に当社の商

品や活動を知っていただく良い機会となりました。

　※2012年11月23日現在

ウェルネスギャラリー見学者用バス

横浜磯子事業場 工場見学のお申し込み・お問い合わせは
日清オイリオ ウェルネスギャラリー
TEL 045-757-5038/045-757-5030（予約制）

長いものコロッケ

臭気モニター実施の様子



日清オイリオグループ
CSR報告書2013

社会のために77

スポーツ振興を通じた健康への貢献
　当社は、「おいしさ・健康・美」の提案・創造によって、人々の幸せの実現に貢献することを

使命と考えています。その考えのもと、JOC（日本オリンピック委員会）オフィシャルパートナー

として、トップアスリートへの食事・栄養サポート活動をはじめ、各種スポーツイベントの協賛

などを行っています。また、JFA（日本サッカー協会）と連携した未来のトップアスリートの育

成活動、ホームページ上でスポーツする時に欠かせない栄養や強い身体をつくるためのレシピな

どの情報発信を通じて、スポーツを愛するすべての人々を応援しています。

オリンピック日本代表を食事・栄養サポート
　2012年ロンドンオリンピックにおいて、卓球女子団体で銀メダルを獲

得した福原愛選手、女子レスリングで金メダルを獲得し、オリンピック三

連覇を成し遂げた吉田沙保里選手への食事・栄養サポート活動を行いま

した。

　また、2014年冬に開催されるソチオリンピック出場を目指すフリース

タイルスキー・モーグル女子上村愛子選手、伊藤みき選手への食事・栄養

サポート活動も継続しており、上村選手はワールドカップ（2012-13年

シーズン）で二度の表彰台に。伊藤選手も福島県猪苗代町で開催されたワー

ルドカップで初優勝を果たすなど、オリンピックでの活躍が期待されます。

　そのほか、各種競技団体と協力したスポーツイベントへの協賛や、オリンピック日本代表の強化

施設への健康オイル「ヘルシーリセッタ」をはじめとする当社商品の提供を通じて、トップアス

リートを食事・栄養の面からサポートしています（食事・栄養サポートについては特集（P.14～

17）もご覧ください）。

　2012年に開催されたロンドンオリンピックに関する当社の取り組みは、当社ホームページ内

「Beautiful ENERGY」でもご覧いただけます。
Beautiful ENERGY：http://www.nisshin-oillio.com/be/

ツアー参加者による応援

応援ツアーを通じて、当社スポーツ振興の取り組みを紹介

　ロンドンオリンピックに向けて「Vのチカラ『ガンバレ福原愛』

応援ツアー」キャンペーンを実施し、当選された5組10名のお客様と

ともに、卓球女子団体戦に出場する福原愛選手を現地で応援しました。

ツアーでは、ジャパンハウスを訪問するなど、JOCオフィシャルパー

トナーとしての活動をアピールするとともに、その模様をツイッター

やブログなどを通じて、情報発信しました。
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親子サッカー教室

JFAと連携して、全日本少年サッカー大会を応援
　2012年度もJFAと連携して、未来のトップアスリートを食事・栄養

の面からサポートするために、「全日本少年サッカー大会（※小学生を

対象とした大会）」に協賛しました。決勝大会会場では、選手や関係者

の利用する宿泊施設への商品提供をはじめ、小冊子の配布や、管理栄養

士による「食事・栄養セミナー」の開催など、選手とその保護者、指導

者に向けた、食事・栄養に関する知識啓蒙活動を行っています（全日本

少年サッカー大会については特集（P.17）もご覧下さい）。

横浜F・マリノス 親子サッカー教室を開催
　2012年4月22日と2013年2月23日の2日間、「横浜F・マリノス 親

子サッカー教室」を開催しました。

　2月23日は、小学3年生までの親子50組100名にご参加いただき、横

浜F・マリノス ホームタウン・ふれあい本部のコーチによる基礎的な技

術トレーニングやミニゲームを行いました。今回は父親の参加が多く、

ミニゲームでは各コートで親子揃って熱闘が繰り広げられ、終始、サッ

カーを楽しむ様子が見られました。

ジュニアサッカースクールを開催
　2012年9月～2013年3月に、取引先と共同で全国6カ所においてジュニアサッカースクールを

開催しました（詳しくはP.55参照）。

全日本少年サッカー大会
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大会の様子

ブース出展

ウーマンズ・スイム・フェスティバルに協賛
　当社は1997年の第1回大会から（社）日本マスターズ水泳協会主催の女性を対象とした水泳大

会「ウーマンズ・スイム・フェスティバル」に協賛しています。2012年10月に千葉県習志野市

で開催された「ウーマンズ・スイム・フェスティバル2012」では、3,600名を超える女性スイマー

が参加され、日頃の練習の成果を発揮しました。

2012 世界トライアスロンシリーズ横浜大会に協賛
　2012年9月29日～30日に横浜で開催された世界トライアスロンシ

リーズに、当社は地域社会への貢献とスポーツ振興事業の一環として協

賛しました。このトライアスロンシリーズは、世界8カ国で開催されて

おり、国内最大のトライアスロン大会としても注目されています。大

会には、世界のトップ選手や一般参加者など約1,600名が参加しました。

当社は、「ヘルシーリセッタ」や「リセッタドレッシングソース」、「Bibeni

（ビベーニ）」の商品提供などを通じて、選手をサポートしました。

第10回ピンクリボンレディーステニス大会全国決勝大会に協賛
　当社は2012年10月23日～ 24日に荏原湘南スポーツセンター（神奈

川県藤沢市）で開催された「第10回ピンクリボンレディーステニス大会

全国決勝大会」に協賛しました。この大会は、乳がん早期発見啓発活動

促進運動である「ピンクリボン運動」とテニスの活性化を図ることを

目的としており、「乳がん月間」である10月に毎年決勝大会が開催され

ています。当社は、参加賞として当社商品を提供したほかヘルシーフー

ズ事業部によるブース出展を行い大会をサポートしました。
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バランスのとれた食生活のための情報発信
　当社は、「バランスのとれた食生活」、「バランス良く脂質を摂取する

ことの大切さ」など、食や栄養に関わる情報をパンフレット、ホームペー

ジなど各種媒体を通じて発信しています。中でも、冊子『親子で楽しむ！

食生活サポートBOOK』では、成長期の子どもたちやその保護者向けに、

強い身体と心をつくるための食生活のポイントやお薦めレシピなどを

紹介しています。

植物油に関する啓発活動
　植物油の大切さや正しい知識について、栄養士の皆様をはじめとする

多くの方々へお伝えしています。その一環として、他企業と共同で植物

油啓発CD「あなたのカラダに大切な植物油」を作成し、学会の場など

で配布しています。植物油と脂質摂取の正しい知識習得に役立つCD内

の資料は、すべて版権フリーなので、セミナーや授業、栄養指導など、さ

まざまな場面で活用していただいています。

『親子で楽しむ！ 食生活サポー
トBOOK』

植物油啓発CD

食育への取り組み

食育活動として「食を育む4つのチカラ」を支援しています。

① 身につけるチカラ：食の興味を育み、知識･調理技術を身につける。

② 選ぶチカラ：健康的で幸せな生活の糧となる食を選ぶ。

③ 使いこなすチカラ：現代のライフスタイルに合わせて、上手に食を工夫する。

④ 伝えるチカラ：次の世代へ、育みの心と共に食を伝える。

ファミリー向け食育イベントの実施
　食育活動の一環として、小学生の親子を対象とした食育イベントを実施しています。2012年8

月27日には、三浦（神奈川県）にて「三浦で夏野菜の収穫&ヨコスカバーガー作り」を、2013年

2月23日には、横浜（神奈川県）にて「神奈川地元野菜で横浜シェフに習う料理教室」を開催し

ました。三浦でのイベントでは、収穫のコツやおいしい野菜の見分け方を教わりながら、実際に

畑でミニトマトやバナナピーマンなど6種類の収穫を体験しました。収穫後には、自分たちで収

穫した採れたての野菜を使った料理作りに挑戦し、家族で食に親しむ良い機会となりました。

ミニトマトなど6種類を収穫 採れたて野菜を使ってヨコスカバーガー作り 神奈川地元野菜で横浜シェフに習う料理教室
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生活科学研究室の活動
　当社は「暮らしの文化を提案し続ける企業」を目指す中で、1994年3月に生活科学研究チーム

を発足し、その後1997年6月には生活科学研究室を設立しました。

　生活科学研究室の主な活動として、食生活を中心とした社会全般の動向を継続的にウォッチし、

社会環境や生活者の価値観の変化、それらに起因する生活習慣の動向などについて、調査・情報

発信をしています。

ショートレポート「生活科学情報」による調査結果の発信
　生活科学研究室では、食生活を中心とした社会全般の動向についての調査や考察を行い、ショー

トレポートとして情報を発信しています。ショートレポートは、小冊子を作成して社内外に配布

しているほか、当社ホームページ上でも公開しています。

　2012年度は“健康”に焦点をあて、まず“健康と食に関する意識調査”を実施し、その結果を

ふまえ、“内食における健康意識と実態調査”を行いました。さらに、1995年より継続的に実施

している、食用油に関連した事項を包括的に盛り込んだ“キッチンにおける『油』の存在”調査

を実施しました。

1 ショートレポート No.21「健康と食に関する意識調査」

　 食事に気をつけている人8割、2004年と変わらずトップ

～健康を意識してオリーブオイルを使う人が大幅に増加～（2012年7月発行）

　 　団塊世代の65歳到達、また生涯未婚率が男性は20％、女性は10％を超え

るなど、さらなる高齢化や単身世帯の増加により、今後健康への配慮がより

重要になってくると予想されます。また、メタボ健診（特定健診・特定保健指

導）や食育への取り組みなどにより、食における健康志向は高まりつつある

ものの、男性の肥満者の割合は年々増え、逆に若い女性ではやせている人の

割合が急増するなどの問題点も指摘されています。そこで、2004年にも実施

した健康と食に関する意識調査を実施し、2004年からの変化や現在のトレ

ンドについて分析しました。「日頃、心掛けていること」、「健康に良いと思っ

て意識的に利用しているもの」などについて報告しています。

2 ショートレポート No.22「内食における健康意識と実態調査」

　 朝食は“食べる”、昼食は“腹八分目”、夕食は“バランス”重視

～野菜への意識は高いものの、実際は少なめ!? ～（2012年10月発行）

　 　2008年のリーマンショック以降、長引く景気低迷による節約志向や、

2011年の東日本大震災による内食回帰傾向の高まりにより、朝食・昼食・夕

食とも自宅で食事をする人が増えています。また、「健康と食に関する意識調

査」（ショートレポート No.21）では、「日頃、心掛けていること」として「食事

のとりすぎや内容」がトップとなり、食における健康意識は高いことがわか

りました。そこで、平日の自宅での食事について、意識調査と写真調査を実施

し、朝食・昼食・夕食それぞれにおける健康意識と実態を分析しました。「普段

の食事における健康意識」などについて報告しています。

● 2004年と比較して、いずれの項目においても高くなっており、「運動や体
操、スポーツ」は14ポイント増、「生活習慣（半身浴・アロマなど）」は11ポ
イント増と顕著でした。
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食事に気をつけている人8割、2004年と変わらずトップ
～健康を意識してオリーブオイルを使う人が大幅に増加～

　団塊世代が65歳に到達し、生涯未婚率が男性は20％、女性は10％を超えるなど、
さらなる高齢化や単身世帯の増加により、健康への配慮がますます重要になると予測されます。

また、メタボ健診（特定健診・特定保健指導）や食育への取り組みなどにより、食における健康志向は高まりつつあるものの、
男性の肥満者の割合は年々増え、逆に若い女性ではやせの者の割合が急増するなどの問題点も指摘されています。

　そこで、今回は2004年にも実施した健康と食に関する意識調査を実施し、
2004年からの変化、および現在のトレンドについて分析しました。

調査概要（2004年調査）

調査方法 ： 郵送
調査地域 ：  京浜（東京都・千葉県・埼玉県・神奈

川県）京阪神（大阪府・京都府・兵庫
県・奈良県・和歌山県・滋賀県）

調査対象 ： 20 ～ 60代の男女

調査日時 ： 2004年4月15 ～ 26日

20代 30代 40代 50代 60代
男性 127 113 96 117 84
女性 119 108 96 120 88

サンプル数 ： 1068サンプル（ウェイトバック集計※）

調査概要（2012年調査）

調査方法 ： インターネット
調査地域 ： 全国
調査対象 ：  20 ～ 60代の男女

調査日時 ： 2012年6月1～3日

20代 30代 40代 50代 60代
男性 174 219 202 194 211
女性 166 213 199 197 225

サンプル数 ：  2000サンプル
 （人口動態に基づき割付を決定）　

※ ウェイトバック集計：回答者の年代構成を日本の実年
代構成に合わせるため、人口構成比に準拠して集計

ふたばさん

リーフ

● 2004年と比較して、どの項目にも大きな変化はなく、「食事のとりすぎや
内容に気をつけている」が変わらずトップで、80％となりました。
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※グラフは「はい」のみを抜き出しています。
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に関する
意識調査

1

ショートレポート

NO.21

ショートレポート No.21

写真調査で

実際の食事内容にも

迫ったワン！

　2008年のリーマンショック以降、長引く景気低迷による節約志向や、2011年の東日本大震災による内食回帰傾向の高まりにより、
朝食・昼食・夕食とも自宅で食事をする人が増えています。また、2012年6月に実施した生活科学研究室の調査では、

「日ごろ、心掛けていること」として「食事のとりすぎや内容」がトップとなり、食における健康意識は高いことが分かりました。
　そこで今回は、平日に食べる自宅での食事について、意識調査と写真調査を実施し、

朝食・昼食・夕食それぞれにおける健康意識と実態を分析しました。

内食における健康意識と

実態調査
朝食は“食べる”、昼食は“腹八分目”、夕食は“バランス”重視

～野菜への意識は高いものの、実際は少なめ!?～

● 普段の食事において、健康意識が高い（「意識している」＋「どちらかというと意識している」）割合は、「夕食」73％でトップとなり、次いで「朝食」58％、「昼食」
51％となりました。
● 男女年代別にみると、どの食事の健康意識も、男性よりも女性の方が高くなりました。また、年代が高い程、健康意識は高くなり、特に「朝食」は年代による
差が大きく、20代男性では38％でしたが60代男性では69％、20代女性では41％でしたが60代女性では83％となりました。

調査概要（写真調査）

調査方法 ： インターネット
調査対象 ：  アンケート調査参加者のうち、メイン

調理者である20～ 60代の男女
サンプル数 ：  41サンプル
調査実施日 ： 2012年9月10日、18～ 20日

調査概要（意識調査）

調査方法 ： インターネット
調査地域 ： 全国
調査対象 ：  20 ～ 60代の男女

調査実施日 ： 2012年8月25 ～ 26日

20代 30代 40代 50代 60代
男性 174 219 202 194 211
女性 166 213 199 197 225

サンプル数 ：  2000サンプル
 （人口動態に基づき割付を決定）　

健康的な食事を

意識している人が

多いみたいよ！

リーフ

普段の食事のとき、“健康”を意識していますか？

夕食

昼食

朝食
意識している
どちらかというと意識している

どちらかというと意識していない
意識していない

25 33 23 19

16 35 33 16

15 1132 41

●40代女性　●既婚　●パート・アルバイト　●夫、子どもと食事 ●20代男性　●未婚　●学生　●一人で食事
●メニュー
豆腐ハンバーグ、焼き鳥、炊き込みご
飯、味噌汁、プロテイン

●健康＆味のポイント
筋肉にいいもの。

●メニュー
水餃子、ピーマンとナスの炒め物

●健康＆味のポイント
ご飯を抜きにした。薄味にした。

健康に“意識している”人の夕食ですが......写真調査

健康に“意識している”と回答しているものの、実態が伴っていない人の例をご紹介します。

主食
なし

汁物
なし栄養士より

2品のおかずのみで、野菜
もタンパク質も全体的な量
が少ないです。お子さんも
主食抜きの食事をとってい
るとなると、少し心配です。

栄養士より
タンパク質が豊富で、「筋肉にいい
もの」という健康ポイントは、十分
です。 食事としては、野菜をメイン
とした副菜が欲しいところです。

（健康＆味のポイント：本人談）

ふたばさん

1
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ショートレポート No.22
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3 ショートレポート No.23「'12キッチンにおける『油』の存在」

　～家族形態別の比較～（2013年3月発行）

　 　近年、少子高齢化の進展や未婚率の上昇などにともない、標準世帯といわれ

る“夫婦と子”から成る世帯が減少する一方、“夫婦のみ”や“一人暮らし”

世帯が増加しており、2010年では“一人暮らし”が“夫婦と子”世帯より多

くなっています。さらに、平均世帯人数も年々減少しており、2010年は2.4

人ですが、2030年には2.2人となり、“一人暮らし”世帯は4割程度になると

見込まれています。また、共働き世帯の増加や、中食市場の拡大などによって、

調理の時短や簡便化傾向も強まっており、家庭における食スタイルは、今後さ

らに変化していくと予測されます。そこで、食用油の購入、食用油を使った調

理、揚げ物惣菜などに関する調査を家族形態別に実施し、“一人暮らし”、“夫

婦のみ”、“夫婦と子”世帯で比較しました。家族形態別に「食用油の購入」、「調

理スタイル」、「揚げ物惣菜の購入」などについて報告しています。

ホームページでの生活科学情報の発信
　当社ホームページ内「生活科学研究室」サイトを通じた情報発信を

積極的に行っています。

　2012年度に新しく発信した内容は以下の通りです。

　① 食と生活情報レポート

　　  上記ショートレポートNo.21～23の内容を一部抜粋し、紹介して

います。

　② 発見！ ご当地「油」紀行

　　 油を使用したご当地の特徴ある料理や、レシピなどを紹介しています。

　　　第22回　長崎県長崎市・ハトシ

　　　第23回　福岡県大川市・エツの唐揚げ

　　　第24回　東京都足立区・文化フライ

　　　第25回　岐阜県関市・円空コロッケ

　　　第26回　岡山県岡山市・カツラーメン

　　　第27回　香川県・まんばのけんちゃん

生活科学研究室サイト： http://www.nisshin-oillio.com/report/index.shtml

本社社員食堂「発見！ご当地『油』紀行フェア」の実施
　生活科学研究室の活動や、日本各地の油を使った特徴のあるメニュー

の社内認知度アップの一環として、「発見！ご当地 『油』紀行」で紹介

したメニューから、2012年10月にエスカロップ（北海道）、ザンギ（北

海道）、いもフライ（栃木県）、沖縄の天ぷら（沖縄県）、フーチャンプルー

（沖縄県）、トマトと卵の炒め物（中国）の6品を本社社員食堂で提供しま

した。

調査方法 インターネット
調査実施日 2012年11月9日～12日
調査地域 全国
調査対象 20 ～ 69歳の女性1151人

Total 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代
一人暮らし 380 75 69 73 83 80
夫婦のみ 377 79 75 75 71 77
夫婦と子 394 72 84 78 76 84

サンプル数（人）

’12キッチンにおける『油』の存在
　～家族形態別の比較～

調査背景

　近年、少子高齢化の進展や未婚率の上昇などに伴い、標準世帯とい
われる“夫婦と子”から成る世帯が減少する一方、“夫婦のみ”や“一
人暮らし”世帯が増加しており、2010年では“一人暮らし”が“夫
婦と子”世帯より多くなっています（図1）。さらに、平均世帯人数も
年々減少しており、2010年には2.4人ですが、2030年には2.2人
となり、さらに“一人暮らし”世帯は4割程度になると見込まれてい
ます。また、共働き世帯の増加（図2）や、中食市場の拡大などによっ
て、調理の時短や簡便化傾向も強まっており、家庭における食スタイ
ルは、今後さらに変化していくと予測されます。
　そこで今回は、食用油の購入、食用油を使った調理、揚げ物惣菜な
どに関する調査を家族形態別に実施し、“一人暮らし”、“夫婦のみ”、
“夫婦と子”世帯で比較しました。

目次

調査概要

図１ 家族形態別世帯数の割合及び平均世帯人数の変化

図２ 専業主婦世帯および共働き世帯数の推移
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調査背景・調査概要 1

食用油の購入 2～ 3

調理スタイル 4～ 6

揚げ物惣菜の購入 7

家族形態による違い／考察 8
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発見！ ご当地「油」紀行

「発見！ご当地 『油』紀行フェア」エスカロップ（北海道）
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環境のために
環境マネジメント
　常に未来に向けた技術で“植物のチカラ®”を引き出し、原料・資材の調達から、生産、納品、ご

使用、廃棄にいたるまで地球環境に配慮した商品・サービスの開発、ご提供を通じて、低炭素社会、

資源循環型社会、自然共生社会を構築し、持続可能な社会の実現を目指します。

　日清オイリオグループでは、2009年11月、経営理念の一部として位置づけられる「環境理念」

「環境方針」を制定しました。

　従来は「日清オイリオグループ行動規範」の中に、基本的な環境への取り組みが示されていま

したが、当社グループらしい環境への取り組みの方向性を示すために明文化しました。

　この理念と方針には、当社グループが“植物のチカラ®”から生まれた「おいしさ」「健康」「美」

への喜びを、お客様に提供し続けていくために、次世代に向けて“植物”を育む地球環境を守り、

保全する活動に取り組んでいくという思いが込められています。

環境理念

　日清オイリオグループは、かけがえのない地球を次の世代に引き継ぐために、“植物のチカ
ラ®”を最大限に引き出し、環境にやさしい企業活動に取り組みつづけます。

環境方針

● 環境関連の法規制、自主基準を順守します。
● 低炭素社会、資源循環型社会、自然共生社会の構築を目指した取り組みの推進に努めます。
● 「自然と環境にやさしい」商品・サービスの開発に努めます。
● 環境に関する自社活動情報の積極的な公開に努めます。
● 環境に対する意識を高め、全社一体となった取り組みの推進に努めます。
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環境マネジメント推進体制
　「環境理念」「環境方針」に基づき、全社の環境問題に関する中長期の対応方針と戦略の立案、

環境に関する課題討議および経営層への提案を行う「環境マネジメント委員会」を中心に、組織

の枠組みを超えた4つの活動体（環境管理者会議、物流環境会議、オフィス環境会議、開発分野）

を設け、それぞれに環境目標の策定、重点活動項目の決定、進捗管理、課題の抽出などを行ってい

ます。

　活動結果の環境パフォーマンスデータは、コーポレートコミュニケーション部で収集、実績把

握を行っており、CSR報告書などのツールを利用した情報開示の実施、継続的改善を図っています。

日清オイリオグループ環境マネジメント体制

攝津製油（株）、もぎ豆腐店（株）、大東カカオ（株）など

日清オイリオグループ（株）

代表取締役社長 取締役会 執行役員会

コーポレートコミュニケーション
担当役員

環境マネジメント委員会

コーポレートコミュニケーション部

環境管理者会議
ISO14001

国内グループ企業

環境配慮設計／容器

テーマ別活動

生産マルチサイトEMS運用

横断テーマ活動

輸配送に係る省エネルギー推進

法規制等対応

環境目標の策定及び進捗管理

従業員環境意識向上の施策

開発分野
（容器／研究・技術）

海外グループ企業

物流環境会議

オフィス環境会議

大連日清製油、上海日清油脂、ISFなど

2010年度 2011年度 2012年度
環境マネジメント委員会 3 1 2

環境マネジメント委員会の開催状況（実施回数）　 （回）
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環境マネジメントシステム認証取得状況（グループ会社含む）
　日清オイリオグループでは、ISO14001などの環境マネジメントシステムを認証取得し、環境

マネジメントプログラムに基づく活動を行っています。2000年から各生産拠点において認証取

得をすすめ、2009年度に生産拠点と配送センターを統合（マルチサイト化）し、環境に関する目

標や法規制などの最重要監視項目を全体管理するシステムとしています。今後も、グループ企業

への認証取得を推進していきます。

システム 認証取得年月 組織

ISO14001

2009年9月
（マルチサイト統合認証）

日清オイリオグループ（株）
　横浜磯子事業場
　名古屋工場
　堺事業場
　水島工場
　配送センター（小樽、東北石巻、福岡）

2006年6月 攝津製油（株）
2000年5月 Industrial Química Lasem, S.A.U.

環境マネジメントシステム認証取得状況（グループ企業含む）

環境監査状況
　当社の環境マネジメントシステムに基づき、認証機関による「定期審査」のほか、資格認定し

た内部監査員による「内部環境監査」を実施しています。監査方針に基づき確認した事項（環境

法令遵守や目標達成状況など）を確認し、ISO14001における最高経営層に報告しています。

2010年度 2011年度 2012年度
改善指摘 改善提案 改善指摘 改善提案 改善指摘 改善提案

内部環境監査 14 77 15 85 17 112
定期審査（外部） 0 13 0 13 0 9

環境監査／審査実績（生産4拠点、配送センター） （件）
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環境教育の実施状況
　当社では、オフィスや生産拠点にてさまざまな環境関連の教育や資格取得のための教育・支援

を行っています。

分類 実施内容

一般教育
新入社員教育
部門別教育

ISO教育
環境マネジメントシステム教育
内部監査員養成セミナー

共通教育
省エネ発表会
省エネルギー勉強会

専門技能者教育

粉塵爆発講習
有機溶剤爆発講習
廃棄物処理関連講習
海上防除訓練

2012年度に実施した主な環境教育

2010年度 2011年度 2012年度
ボイラー技士 148 152 131
ボイラー整備士 20 20 18
ボイラー・タービン主任技術者 8 9 7
危険物取扱者 429 473 408
公害防止管理者（水質） 28 30 30
公害防止管理者（大気） 20 19 24
エネルギー管理士 18 18 17
環境計量士 3 2 3
産業廃棄物中間処理施設技術管理者 3 3 4
ISO14001内部監査員 160 210 209

環境関連資格保有者数（生産4拠点） （名）
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環境法規セミナーの開催
　ISO14001内部監査員を対象に環境法規関連のスキルアップを図ることを目的としたセミ

ナーを生産4拠点で開催し、のべ87名の参加がありました。

　これまで社内ではISO14001関連の勉強会やセミナーの機会は少なく、トップマネジメントか

ら内部監査員の力量向上に向けた取り組みの指示もあり、今回のセミナーを企画しました。

　このセミナーでは環境法規の全体像から、個々の環境法規・条例の内容、また各部署との関わ

りまで説明することで、内部監査員の認識を深めることができました。

　その後に実施した内部監査においても法規制に関わる改善指摘、提案が見受けられ、有効な監

査となりました。

ISO14001内部監査員スキルアップセミナー
　水島工場では、2012年度のISO14001第1回内部監査を前に、本社か

ら講師を招き、内部監査員26名を対象としたスキルアップセミナーを

開催しました。「内部監査を効率的に進めるために」と題し、内部監査

員のスキルアップと監査内容の充実を目的として行った初の試みです。

参加者からの評価は高く、環境法規に重点を置いたセミナーを実施して

ほしいという意見も多く寄せられました。

環境法令の遵守・お問い合わせの状況
　生産4拠点では、大気・水質汚染物質の常時監視などを実施しています。2012年度は、法令違反・

指導はありませんでした。

　また、生産4拠点への環境に関するお問い合わせやご指摘は、2012年度は3件でした。いただ

いた情報をもとにそのつど迅速な対応を行い、また対策についてもご説明しています。

水島工場 ISO14001内部監査員スキルアップセミナー
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環境目標と実績
　環境負荷低減に向けた活動を全社的なものとするために、環境目標を部門別に設定し環境活動

の推進に取り組んでいます。

環境目標および評価
　2012年度での達成を目標として取り組んできました環境活動の結果は以下の通りです。

　新・中期環境目標では、2020年度での達成に向けてさらなる高い目標を掲げ、環境活動を推進

していきます。なお目標については情勢変化により、見直しを実施する場合もあります。

（評価：○順調に進捗、△未達成・改善が必要）
中期環境目標 2012年度の実績 評価 新・中期環境目標

低
炭
素
社
会

・ 生産エネルギー由来のCO2
総排出量を2012年度、
1990年度比8％削減

・ CO2総排出量：21.1％削減
（1990年度比）

○ 2020年度に以下の目標を達成する（基準年度：
1990年）
・ 生産活動における使用エネルギー量を20％削
減、使用エネルギー原単位を15％削減
・ 生産活動におけるCO2排出量を25％削減、
CO2排出量原単位を20％削減

・ 生産エネルギー由来のCO2
排出量原単位を2012年度、
1990年度比16％削減

・ CO2排出量原単位：18.4％削減
（1990年度比）

○

・ 油脂の輸配送に係るエネル
ギー使用の原単位を2012
年度、2010年度比2％削減
対象：パッケージ品＋バルク油

･ 原単位：0.6％増加
（2010年度比）

△ ・ 油脂の輸配送に係るエネルギー使用の原単位
を2020年度に、2010年度比10％削減
対象：パッケージ品＋バルク油（油粕や生産の
ための拠点間輸送は除く）

循
環
型
社
会

・ 生産工程でのゼロエミッショ
ンを継続

・ 生産工程での再資源化率：
99.87％

○ ・生産工程でのゼロエミッションの継続
・ 生産活動における用水（上水、工業用水）使用
量原単位を2020年度に、2012年度比8％削減

オ
フ
ィ
ス
関
連

・ 電気使用量を2012年度、
2010年度比で4％削減
対象：事務ブロック（本社＋８
支店）

･ 電気使用量：10.8％削減
（2010年度比）

○ ・ 電気使用量原単位を2020年度に、2012年度
比8％削減
対象：事務ブロック（本社＋8支店）

・ 紙／コピー用紙の使用量
削減
対象：事務ブロック＋研究ブ
ロック

･ コピー用紙使用量：2.2％削減
（前年度比）

○ ・ 紙／コピー用紙の使用量削減
対象：事務ブロック＋研究ブロック

・ 紙ゴミの廃棄量削減
対象 ： 事務ブロック（支店除
く）＋研究ブロック

・ 紙ゴミ廃棄量：1.4％増加
（前年度比）

△ ・ 紙ゴミの廃棄量削減
対象：事務ブロック（支店除く）＋研究ブロック

開
発
関
連

・ 2009年度比較、主要プラス
チック容器の油1Kgあたり樹
脂量を削減

･ 主要プラスチック容器の油
1Kgあたり樹脂量：3.0％削減
（2009年度比）

○ ・環境負荷の少ない容器・包装の開発

・化石資源の代替
・未利用資源の有効利用
・廃棄物の削減

･ 商品・技術開発テーマの
推進

○ ・ 化石資源の利用低減、未利用資源の有効利用
など

推進内容 2012年度の取り組み内容 2013年度以降の取り組み

環境マネジメント ・オフィス部門PDCAサイクルでの環境活動
・グループ会社の環境マネジメント支援

・グループ会社の環境マネジメント支援

環境コミュケーション
・ CSR報告書（冊子版、PDF版、中文版）の発行
・ 国連グローバル・コンパクト解説冊子の作成

・CSR報告書の継続的発行
・ 解説冊子をコミニュケーションツールとし
て用途拡大

環境マネジメントの基盤活動
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資源・エネルギーの流れ（2012年度）
　製油関連商品の生産には多くの資源・エネルギーを消費し、また廃棄物が排出されます。私た

ちは、このデータを継続的に集計、基礎データとして活用し、環境負荷低減に取り組んでいます。

資材

エネルギー

水

排ガス

再資源化

排水

最終埋立
となる
処理への委託

製品（食用油・油粕）

日清オイリオグループ（株） 26 t

CO2 159,801t-CO2
NOx 132 t
SOx 24 t. . . . . . . . . . . . . . . . . 

. . . . . . . . . . . . . . .

電気（買電） 5,939万kWh
都市ガス  3,236万Nm3
LNG 6,883 t
A 重油 1,493kl
C 重油 12,528kl

. . .

. . . . . . . . . . . . . 

. . . . . . . . . . .

. . . . . .  

. . . . . . . . . . . . . . . 

上水・工業用水 203万m3
海水 875万m3

. . . 

. . . . . . . . . . . . . 

ガラス 4,980 t
プラスチック 10,572 t
金属類 8,106 t
紙類 11,555 t

. . . . . . . . . . 

. . . . . . . . . . 

. . . . . . . . . . . 

. . . 

283万m3159万t

19,824 t

. .

集計範囲： 生産４拠点（横浜磯子事業場、名古屋工場、
 堺事業場、水島工場）の生産工程

原材料

157万t

NOx、SOx排出量の推移

0
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2012 年度2011年度2010年度

NOx SOx（t）

121
139 132

2424 26

水使用量（上水・工業用水）

0
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2012 年度2011年度2010年度

（万m3）

208 202 203

2010 年度 2011年度 2012年度
対象物質：6 対象物質：5 対象物質：5

排出量 634.6 626.7 578.6
移動量 51.3 45.0 46.8
※　 PRTR法第一種指定化学物質で年間取り扱い量が1t以上の物質について掲載。

化学物質排出量・移動量 （t）
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生産部門における環境負荷の状況

横浜磯子事業場
　横浜磯子事業場は、大型外航船が接岸できるバースを持ち、原料輸入・

搾油・精製・充填・製品出荷までの一貫生産を行っています。また、ファ

インケミカル、大豆食品素材などの事業部門を擁し、優れた技術で製品

を作り出す生産機能と、自動化物流倉庫などの物流機能、開発機能など

もあわせ持つ複合事業体です。

項目 2010年度 2011年度 2012年度
CO2排出量（t-CO2) 77,401 73,905 69,980
産業廃棄物(t) 6,192 6,500 6,301
最終埋立処分量(t) 15 48 14
再資源化率（%） 99.76 99.27 99.78

大 気
NOx（t） 54 72 67
SOx（t） 5 6 6

水使用量（上水･工水）万m3 109 104 106

排　水
COD（t） 8 7 8
リン（t） 0.1 0.1 0.4
窒素（t） 1 2 3

所在地 神奈川県横浜市
敷地面積 233,000m2　　
サイロ 111,000t
食用油充填ライン 12ライン
使用燃料 都市ガス　　

廃棄物処理施設 焼却炉・脱水機
（廃水処理場）

ばい煙発生施設 ボイラー・ガスタービ
ン・焼却炉

特定施設 洗浄施設・焼却施設・
蒸留施設など

名古屋工場
　中部地区の生産拠点として、名古屋工場は大型外航船が接岸できる

バースを持ち、原料輸入から搾油・精製・充填・製品出荷まで行ってい

ます。また最新鋭の製造ラインを備えています。

項目 2010年度 2011年度 2012年度
CO2排出量（t-CO2) 52,087 53,426 52,659
産業廃棄物(t) 3,836 3,898 2,611
最終埋立処分量(t) 11 9 7
再資源化率（%） 99.71 99.76 99.72

大 気
NOx（t） 54 57 55
SOx（t） 17 19 18

水使用量（上水･工水）万m3 48 46 45

排　水
COD（t） 12 17 15
リン（t） 0.4 0.6 0.4
窒素（t） 6 5 3

所在地 愛知県名古屋市
敷地面積 98,800m2

サイロ 74,500t
食用油充填ライン 8ライン
使用燃料 LNG、A重油、C重油

ばい煙発生施設 ボイラー・ディーゼル
発電機など

特定施設 排水処理装置
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堺事業場
　堺事業場は西日本地区の生産拠点として内航船や外航船で運ばれてき

た原料油を受け入れるバースを持ち、精製から充填・出荷までを行って

います。近年はマレーシアなど東南アジアからのパーム系油脂の取り扱

い量が増え、機能性を持った付加価値油脂の生産が増加しています。

項目 2010年度 2011年度 2012年度
CO2排出量（t-CO2) 9,510 9,973 9,785
産業廃棄物(t) 9,023 9,063 7,736
最終埋立処分量(t) 9 4 5
再資源化率（%） 99.90 99.96 99.94

大 気
NOx（t） 4 4 4
SOx（t） 0 0 0

水使用量（上水･工水）万m3 11 12 11

排　水
COD（t） 1 1 1
リン（t） 0.1 0.0 0.0
窒素（t） 0.5 0.4 0.4

所在地 大阪府堺市
敷地面積 39,700m2

サイロ なし
食用油充填ライン 9ライン
使用燃料 都市ガス
廃棄物処理施設 脱水機（廃水処理場）

ばい煙発生施設 ボイラー、ガスエンジン
発電機

特定施設 洗浄施設・分離施設

水島工場
　水島工場は瀬戸内海に面した倉敷市に立地し、大型外航船が接岸でき、

原料輸入・搾油・精製・製品出荷までの一貫生産を行っています。高品

質の製品を生産するとともに、瀬戸内海の環境保全に配慮した厳しい法

規制のもとで操業しています。2010年1月に貫流ボイラを導入し使用

燃料を重油からLNGへ転換、また2013年2月には高効率冷凍機を導入

し電力削減を図り、大気汚染防止および地球温暖化対策に取り組んでい

ます。

項目 2010年度 2011年度 2012年度
CO2排出量（t-CO2) 32,792 30,462 27,377
産業廃棄物(t) 3,968 3,593 3,201
最終埋立処分量(t) 0 0 0
再資源化率（%） 100.00 100.00 100.00

大 気
NOx（t） 8 7 6
SOx（t） 2 0 0

水使用量（上水･工水）万m3 41 40 42

排　水
COD（t） 4 5 4
リン（t） 0.1 0.1 0.1
窒素（t） 1 1 1

所在地 岡山県倉敷市
敷地面積 113,800m2

サイロ 54,340t（大豆換算）
食用油充填ライン 3ライン
使用燃料 LNG、A重油
廃棄物処理施設 脱水機（廃水処理場）
ばい煙発生施設 ボイラー
特定施設 洗浄施設・分離施設
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低炭素社会実現への取り組み
　エネルギー消費量の多い事業特性を認識し、地球温暖化ガス排出削減による低炭素社会実現へ

の取り組みを積極的に推進しています。

生産部門での地球温暖化防止（2012年度）
取り組み目標と実績

目標
● 生産エネルギー由来のCO2総排出量を2012年度、1990年度比８％削減
● 生産エネルギー由来のCO2排出量原単位※1を2012年度、1990年度比16％削減
　※1　CO2排出量原単位＝CO2換算値（t-CO2）／油処理量（t）

2012年度実績
CO2総排出量 159,801t-CO2　21.1％削減（1990年度対比）
CO2排出量原単位 0.264t-CO2/t　18.4％削減（1990年度対比）

　現行目標の最終年度にあたる2012年度は、生産プロセス改善による省エネ推進、原料品質
に対応した適切な設備運用を行いました。徹底した節電、電力ピークカットへの取り組みも
継続的に実施しています。その結果、CO2排出量は2011年度から約8千tの減少となりまし
た。基準年度（1990年）から21.1％削減しています。またCO2排出量原単位は、2011年度
に比べ3.6ポイント減少しており、基準年度からも18.4％の削減となりました。

新・中期目標

2020年度に以下の目標を達成する（基準年度：1990年）
● 生産活動における使用エネルギー量を20％削減、使用エネルギー原単位を15％削減
● 生産活動におけるCO2排出量を25％削減、CO2排出量原単位を20％削減
　※ 原単位　 エネルギー原単位＝原油換算使用量（kl）／油処理量（t）

CO2排出量原単位＝CO2排出量（t-CO2）／油処理量（t）

　新・中期目標については、社会情勢や事業環境の変化を留意して策定しました。国のエネ
ルギー政策や温暖化対策は今後大きく変わっていきます。さらなる「節電」や「省エネ」に
は積極的に取り組むとともに、ISO14001活動などにより、従業員の意識向上を図り、目標達
成を目指します。
　なお目標値については、今後の情勢変化により、見直しを実施することもあります。
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CO2排出量、排出量原単位の推移
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・管理対象は生産工程（国内）
・原単位の計算方法は、次の算式による
　　1990年度を100とする
　　CO2排出量原単位＝［使用エネルギーのCO2換算値］／油処理量（t-CO2/t）
　　　使用エネルギー：生産工程で使用するエネルギー
　　　油処理量：原油販売量＋精製処理量（輸入原油処理含む）　
　　　CO2換算値：各エネルギーをCO2換算係数により換算して加算したもの
　　　 CO2換算係数：「事業者からの温室効果ガス排出量算定方法ガイドライン」（環境省）および「電気の使用に伴うCO2排出係数（発電端）」

（電気事業連合会）を使用
 ・ 生産工程でのエネルギー使用量については、製油事業以外のエネルギーも含めて原単位計算を行っている。今後、製油事業以外の寄与が大
幅に増加した場合等では必要な修正を行う。
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生産拠点における節電への対応
横浜磯子事業場

　・「デマンド対策推進チーム」による事業場全体の計画的な運用管理

　・「電気使用量の見える化システム（監視装置）」のバージョンアップ

名古屋工場

　・電力事業者からの要請によるディーゼル自家発電運転の継続

堺事業場

　・ 夏季休暇中に停電時の対応（補機を商用ライン→自家発電ラインへの切替）を実施

水島工場

　・デマンド注意報および警報発令時のアナウンスを実施

省エネ講演会
　2013年2月26日、全国で行われている省エネ月間にあわせた環境啓

発活動の一環として、今年で3回目となる省エネ講演会を、横浜磯子事業

場で行いました。

 　今回は株式会社酉島製作所東京支社の牧野宏美氏より「ポンプでの

省エネ」をテーマに講演いただきました。ポンプはエネルギーを大量

に消費する機械ですが、徹底的に省エネを図った「小型ハイテクポンプ」

の構成や特長、また高効率モーターとの組み合わせや運用面での見直し

などを、事例をふまえて熱心に説明いただきました。

 　講演会はウェブ会議システムにより全生産拠点で同時に90名以上の

従業員が受講しました。各拠点にはポンプの構造を理解するためのカッ

トモデルやパネルも展示されました。講演会終了後は、技術面や販売・

供給面などの質問が数多くあり、実際にポンプに触れながら酉島製作所

担当の方から解説いただきました。

 　講演プログラムは、当社の創エネ＆省エネ技術推進チームが協力して

います。技術的な知識の向上はもちろん、省エネ・創エネへの「気づき」

や「感度」を上げる活動として今後も継続していきます。

省エネ機器の導入
1  横浜磯子事業場

　横浜磯子事業場の本館棟では、夏は空調用冷水熱源機（電気）、冬は温

水ボイラー（都市ガス）により空調をしていました。今回新たに、省エ

ネ型のGHP（ガスヒートポンプ）空調設備を導入しました。

　GHPはガスエンジンで室外機を動かすことで、電気エアコンと比べ大

幅に電気消費量を少なくすることができ、節電に貢献します。トータル

の効果としてCO2排出量を年間6%削減、またコストダウンも期待でき

ます。

省エネ講演会の様子（横浜磯子事業場）

ポンプカットモデルを前に質疑応答（名古屋工場）

横浜磯子事業場に導入したガスヒートポンプ
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2  攝津製油（株）堺事業所化成品工場

　攝津製油（株）堺事業所化成品工場では、関西電力管内における夏季の

電力削減要請に対応するため、昼間の電力ピーク緩和を目的とした、ガ

スコジェネレーションシステムを導入しました。2台の小型発電機に

よって、最大70Kwhの電力を発生させ、工場の安定操業と地域の電力安

定供給に寄与した活動を行っています。また発電によって発生する排

熱を温水に変えて取り出し、この温水を熱源とした、アルカリ廃液の濃

縮システムを併設しています。工場で発生するアルカリ廃液を濃縮し、

減量することにより、工場廃棄物の削減とその費用の低減かつ廃棄物処

理に必要な地球エネルギーの削減と発生CO2の低減に寄与しています。

ガスコジェネレーションシステム外観
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電力削減への取り組み
　各事業場において、夏場の電力削減のため、緑のカーテンづくりに取

り組みました。緑のカーテンとは、ゴーヤや朝顔などツル植物を窓の外

側で育成して作る植物のカーテンのことです。窓からの日差しを遮り

室内温度の上昇を抑制することで、省エネ効果が期待できます。また植

物の蒸散作用によって周囲を冷やす効果も見込まれます。

1 名古屋工場

　名古屋工場では2012年夏季に、手軽にできる省エネ活動として緑の

カーテンづくりに挑戦しました。第1事務所の南側は日差しが強く、室

内温度も高くなりがちなので、夏本番前に南面の窓下にプランター 6個

を設置し、ゴーヤ12苗とナタマメ3苗を植えました。また、効果を検証

するための温度センサーを数カ所に取り付け継続的にデータを取りま

した。緑のカーテンは順調に成長しましたが、初期に行う剪定をしっか

りと行わなかったために横への成長が意外と伸びず、網一面に青々とし

た緑のカーテンにはなりませんでしたが、ゴーヤの実は沢山収穫できま

した。室内温度調査では緑のカーテンがある場所と無い場所では室温

が約1℃の差が出ていることがわかりました。これらをふまえ、次回は

設置場所を拡大し、さらなる省エネにつなげていきたいと考えています。

2 水島工場

　水島工場では、省エネ対策の一環として緑のカーテンを初めて作りま

した。ゴーヤを20苗購入し、事務所の南側と西側で約6ヵ月間栽培しま

した。結果として大きな省エネ効果が見られ、緑化されている屋外壁面

は非緑化の壁面と比較し、最大で9度温度が低く、また室内でも非緑化の

壁面と比較し、最大で6度温度が低くなりました。

　緑のカーテンは日々の手入れが肝心ですが、怠ることなく世話をする

と、体感温度を下げるだけではなく見た目にも涼しい緑のカーテンが出

来上がります。約230個のゴーヤも収穫され、従業員へ配布されました。

次年度も継続して取り組み、省エネ活動を促進していきます。

名古屋工場  緑のカーテン

水島工場  緑のカーテン
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物流部門での取り組み

取り組み目標と実績

目標
● 油脂の輸配送に係るエネルギー使用の原単位※を2012年度に、2010年度比2％削減
（対象：パッケージ品＋バルク油）

　  ※エネルギー使用の原単位=エネルギーの使用量（原油換算kl）／出荷重量（ｔ）

2012年度実績
0.6％増加（2010年度対比）
　2012年度は、生産拠点の最適化、共同配送の九州エリアへの拡大、東日本大震災による
東北出荷拠点の本格復旧（2012年10月）に取り組みましたが、長距離配送の増加により、
2010年度比0.6%増加となりました。

新・中期目標

● 油脂の輸配送に係るエネルギー使用の原単位を2020年度に、2010年度比10％削減
対象：パッケージ品＋バルク油（油粕や生産のための拠点間輸送は除く）

　なお目標値については、今後の情勢変化により、見直しを実施することもあります。

モーダルシフトの推進
　トラック輸送に比べCO2排出量が少なく大量輸送が可能な鉄道や船舶に輸配送の手段を切り

替える「モーダルシフト」を推進しています。

　2012年度の食品パッケージ品とバルク油のモーダルシフト率は、45.5%で、2010年度44.2%

（震災前）、2011年度43.5%（震災年）より高い水準を継続しています。

エコレールマークの認定
　「エコレールマーク」とは、（公社）鉄道貨物協会が環境にやさしい鉄

道貨物輸送を一定割合以上利用している企業や商品であると認定する

ものです。

　日清オイリオグループ（株）、グループ会社である大東カカオ（株）が認

定を受けています。

配送の効率化
　配送ロット規定や納入先限定などの取引条件と連携した物流の標準化を進めています。また、

商品ごとに消費地に最も近い拠点での生産を推進し、配送距離を短縮しています。ミニローリー

車では、営業部門との連携により地域ごとの計画配送を行い、効率を高めています。
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物流品質の向上への取り組み
　安全に、かつ安心して製品を使用していただくために、物流品質の改

善（誤納品、汚破損、延着などの削減）を推進しています。

　輸配送に携わる協力会社と定期的に品質会議や、誤納品防止キャン

ペーン（5月、11月）を実施し、製品荷扱いの改善に取り組み、2012年

度の物流異常発生率は、目標70ppm※以下に対し、63.4ppmとなり、目

標を達成しました。

※ppm：百万分の発生率（百万ケースあたりの異常発生率）

荷崩れ防止用の梱包材の使用拡大
　一斗缶の荷崩れ防止用に使用する使い捨てフィルムに替えて、複数回

使用可能なｅ－フィット帯の導入を進めています。横浜磯子事業場を中

心に、利用する輸送ルートを拡大しています。フィルムを使った場合に

比べ、焼却処分時に排出されるCO2量を大幅に削減できます。

食品加工メーカー共同配送の実施
　1995年からカゴメ株式会社、ミツカングループ（株式会社ミツカン）、

当社の食品メーカー3社による共同配送を推進しています。

　2012年4月より九州エリアの共同配送を開始し、現在は東北、新潟、

中国、四国、長野・山梨、北陸、滋賀、北海道、静岡、九州となり国内面積

の約77％のエリアをカバーしています。

［共同配送の目的］

・得意先への配送時の物流品質・物流サービスの向上

・社会環境への貢献（CO2排出量の削減）

・得意先での荷受業務の効率化

e－フィット帯

誤納品防止
キャンペーン用のぼり

誤納品防止
キャンペーン用ポスター

共同配送地域（赤い範囲）
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省エネ月間のポスター

オフィス部門での環境活動
　従業員一人ひとりの地道な活動を通じて、電気使用量、コピー用紙や紙ゴミの削減に努めています。

取り組み目標と実績

● 目標：電気使用量を2012年度に、2010年度比で4％削減
対象：事務ブロック（本社＋8支店）
2012年度実績：電気使用量　10.8％削減（2010年度対比）

● 目標：紙／コピー用紙の使用量削減
対象：事務ブロック＋研究ブロック
2012年度実績：紙／コピー用紙使用量　2.2%削減（前年度対比）

● 目標：紙ゴミの廃棄量削減
対象：事務ブロック（支店除く）＋研究ブロック
2012年度実績：紙ゴミ廃棄量　1.4%増加（前年度対比）

電気使用量の削減
活動内容

・昼休みの消灯、始業前・残業時の部分消灯

・夏の省エネ運動

　・冷房時の室温28℃以上の徹底

　・クールビズの早期実施

　・共用施設の使用後の消灯徹底

　・2フロア程度の移動時のエレベーター利用制限

　・緑のカーテン育成のための朝顔またはゴーヤの種の配布（希望者のみ）

・冬の省エネ運動（2月の省エネルギー月間）

　・ポスターや館内放送による省エネの呼びかけ

　・家庭での省エネを呼びかけるオリジナルポスターの作成

実績と評価

　2012年度の電気使用量は、2010年度対比で10.8%削減となりました。各部門でのエコ温度設

定、使用していないエリアの空調停止の徹底、昼休みの消灯、残業時の部分消灯、間引き照明など

の取り組みが、電気使用量の削減につながりました。

オフィスの電気使用量の推移
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※対象となるのは、本社および札幌、仙台、関東信越、東京、名古屋、大阪、広島、福岡の8支店です。
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チャレンジ２５キャンペーンへの参加
　当社は、政府が推進する地球温暖化防止のための国民運動「チャレンジ25キャンペーン」に参

加しています。従業員の環境意識向上や企業として環境保全活動へ取り組む姿勢をより明確にし

ています。

・「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」への参加

　当社は、環境省が地球温暖化防止のためにライトアップ施設の消灯

を呼びかける「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」に毎年参加

しています。例年、夏至の日と七夕の2日間に実施されますが、2012

年は、6月21日から7月7日を対象に、昼も夜も自主的ライトダウンの

呼びかけを行う「ライトダウンジャパン2012」が実施されました。

　当社は、この活動に賛同し、本社エントランスガーデンの照明と横

浜磯子事業場の看板の点灯を中止しました。

緑のカーテン推進運動
　「夏の省エネ運動」の一環として、2012年の夏は、家庭での省エネ活

動への意識を高めてもらうために「緑のカーテン推進運動」を実施し

ました。緑のカーテンとは、ツル性の植物をネットに這わせて窓の外に

立てかけたり、建物の壁を這わせてカーテンを作ることで、夏の強い日

差しを遮り、また、気化熱を利用した冷却効果が期待できる「植物のチ

カラ®」を利用した省エネ対策です。希望者に朝顔、またはゴーヤの種

を提供し、期間中、家庭で緑のカーテンを育ててもらい成果や感想を報

告してもらいました。報告内容は、社内報に写真付きで「緑のカーテン

推進運動」レポートとして紹介しました。
緑のカーテン
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紙／コピー用紙使用量の削減
活動内容

・会議資料、書類などの両面コピーの徹底

・両面印刷・割付印刷方法の周知徹底

・電子化、データベース化によるペーパーレス推奨

実績と評価

　2012年度の紙／コピー用紙使用量は、前年度対比2.2％削減となりました。これは、各部門で

の両面割付印刷、文書類の電子保存化などの取り組みによるものです。

コピー用紙の使用量の推移
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※ 対象は、本社および札幌、仙台、関東信越、東京、名古屋、大阪、広島、福岡の8支
店および横須賀事業場、横浜神奈川事業所
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紙ゴミの削減
活動内容

・特別廃棄日のゴミ分別および紙資源のリサイクルを徹底

・透明ゴミ箱の設置によるゴミ分別を徹底（本社）

・マイカップ使用推奨による紙コップの使用削減

・紙をコピー用紙、トイレットペーパー、段ボールに再生するため、紙資源リサイクルを徹底

・カタログ、冊子類の適正在庫管理による廃棄物削減

・トイレの紙タオルの削減

実績と評価

　2012年度の紙ゴミの廃棄量は、前年度対比で1.4％増加となりました。これは事務所移転にと

もなう書類の一斉廃棄の実施によるものです。

紙ゴミの廃棄量の推移
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※ 対象は、本社および横須賀事業場、横浜神奈川事業所

環境活動の取り組みの強化
　2008年に策定した「オフィス環境活動ガイドライン※」に基づき、部門ごとにオフィス環境目

標を策定し、取り組んでいます。半期ごとに活動結果を振り返り、取り組みの徹底に努めています。
※ オフィス環境活動ガイドラインは、「電気・水道使用量の削減」、「廃棄物の削減」、「グリーン購入の実践」、「営業車
の運行および管理」、「環境教育・推進等」の5項目について、行動指針を取りまとめたものです。

オフィス環境活動推進体制図

人事・総務部、コーポレートコミュニケーション部、営業業務推進部

オフィス環境推進会議
メンバー： 人事・総務部長
 コーポレートコミュニケーション部長
 営業業務推進部長
 情報システム部長　ほか
 事務局

オフィス環境
推進責任者※

オフィス環境
推進責任者

オフィス環境
推進責任者

環境マネジメント委員会

諮問

答申

※オフィス環境推進責任者：各部門長
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「エコチャレンジ」の回答画面

環境教育ツール「エコチャレンジ」
　オフィス部門の環境活動として、従業員一人ひとりが日々の地道な活

動を通じて、電気使用量、コピー用紙や紙ゴミの削減に努めていますが、

その基礎的な知識を学ぶツールとして社内イントラネットを利用した

環境に関するクイズ「エコチャレンジ」を実施しました。「エコチャレ

ンジ」では、「環境目標」「オフィスエネルギー」「廃棄物」「家庭の節電」

に関する設問に回答することで、環境に関する知識を深めることができ

ます。期間中、オフィス部門の多くの従業員がチャレンジし、環境活動

への取り組みに対する意識改革や意欲向上に役立てました。
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資源循環社会実現への取り組み
　省資源、再使用、再資源化の3Rによるゼロエミッションを目指して工夫を重ねています。

生産部門での取り組み（2012年度）
取り組み目標と実績

目標
● 生産工程でのゼロエミッションを継続する。
　 日清オイリオグループのゼロエミッションの前提条件
　 ・管理対象 ：生産工程（国内）
　 ・ゼロエミッションの定義 ：最終埋立処分量が1％未満
　 ・対象 ：通常の生産活動およびメンテナンスなどで発生する廃棄物
2012年度実績
廃棄物再資源化率：99.87%
　2012年度は、廃棄物の発生抑制、用途開発による有価物化推進等により廃棄物量は減少し、
再資源化率は昨年に比べ向上しています。また生産4拠点でゼロエミッションを継続的に達
成しています。

新・中期目標

● 生産工程でのゼロエミッションを継続
　日清オイリオグループのゼロエミッションの前提条件
　・管理対象　　　　　　　 ：生産工程（国内）
　・ゼロエミッションの定義 ：最終埋立処分量が1％未満
　・対象　　　　　　　　　 ：通常の生産活動およびメンテナンスなどで発生する廃棄物
● 生産拠点における用水（上水、工業用水）使用量原単位を2012年度対比8％削減
　※用水使用量原単位＝用水使用量（m3）／（原料処理量＋原料油処理量）（t）
　※2012年度原単位：1.00
　ゼロエミッションの継続に向けて、市況や経済状況をふまえた適正処理の推進・有価物化
率向上への取り組みや、製造過程で発生する廃油のさらなる削減と有効利用の検討などの施
策を推進していきます。
　水資源の保全という観点から、今回生産拠点における用水使用量についても、目標を掲げ
削減に取り組んでいきます。
　なお目標値については、今後の情勢変化により、見直しを実施することもあります。

産業廃棄物量と最終埋立処分量
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ハイブリッドカーの導入
　堺事業場では、社用車にハイブリッドカーを導入したことにより、旧社有車に比べ燃費は約

90％向上し、ガソリン代やCO2排出量は約50％の削減につながりました。さらに燃料には当事

業場が産業廃棄物として排出している廃棄パレットから作ったバイオエタノールを3％添加した

ガソリン（E3ガソリン）を使用しています。また、運転も積極的にエコドライブ※を行い、環境に

やさしい運転を心掛けています。
※エコドライブ： 「環境に配慮した自動車の使用」のことで、やさしい発進を心掛けたり、無駄なアイドリングを止め

るなどをして燃料の節約に努め、地球温暖化に大きな影響を与えるCO2の排出量を減らす運転の
こと

継続的に推進している取り組み
廃棄物削減

・廃水処理場から発生する汚泥の脱水機・乾燥機による減量化（生産4拠点）

・廃油や可燃廃棄物を廃熱回収型焼却炉で焼却、減量化（横浜磯子事業場）

廃棄物再資源化

・汚泥を肥料化し、肥料登録を実施（横浜磯子事業場）

・廃白土の肥料化（生産4拠点）

・ 廃プラスチックを焼却せずに分別・減容圧縮し、固形燃料化するサーマルリサイクル（横浜磯

子事業場）
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容器包装における改善の取り組み

取り組み目標と実績

目標
● 2009年度比較、主要プラスチック容器の油1kgあたり樹脂量を削減
2012年度実績：3.0％削減（2009年度対比）
　2012年度は、予定していた容器の軽量化の遅れや販売商品構成の変化などにより、削減率
は昨年同様となりました。

新・中期目標

● 環境負荷の少ない容器・包装の開発
　今後もさらなる容器改良を図り、包装資材の削減に取り組んでいきます。
なお目標については、今後の情勢変化により、見直しを実施することもあります。

主要プラスチック容器の油1kgあたりの樹脂量 （g／kg）
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地域環境保全への取り組み
　当社グループはさまざまな製品の原材料として海外の植物資源を扱うとともに、製品加工を国

内外の多くの生産拠点にて行っています。当社グループの事業は、原料生産地域や工場周辺地域

の環境と深く関わっていると考え、当社グループにはこうした地域環境を保全し、持続可能な社

会の実現に貢献する責任があると考えています。

　このような地域環境保全の具体的取り組みとして、従業員による自然保護ボランティア活動の

支援や、日本経団連の自然保護活動への賛同、原料産地の環境保全に関わる会議体への参加など

を、多面的に続けています。

RSPO（持続可能なパーム油のための円卓会議）への加盟
　当社グループも原料として扱っているパーム油は、世界で最も多く生産されている油脂です。

発展途上国を中心とする世界的な人口増加や新興国の経済成長などによる植物油の需要拡大の動

きの中、大豆・菜種などの原料に比べて、単位面積あたりの生産性が高いパーム油への期待がま

すます高まっています。

　しかしながら、パーム農園については、熱帯雨林の伐採による生態系の破壊など環境面での課

題や現地住民の生活権の侵害など、社会面での課題が指摘されています。

　当社は、植物油脂に関わるグローバル企業として、パーム油産業の健全な発展に貢献していく

ため、2012年にRSPO（持続可能なパーム油のための円卓会議）に加盟しました。RSPOは、パー

ム油生産の急激な増加にともなう課題を解決し、パーム油産業の持続的な発展を目指す非営利組

織で、独自の規格に基づく認証油制度があります。

　当社グループは、今後も原産国の環境や社会の課題解決に向けた取り組みに積極的に参画する

とともに、植物資源の無限の可能性を最大限に引き出すことで、｢人々の健康で幸せな生活｣ に

貢献する製品をご提供できるよう努めていきます。

RSPO（持続可能なパーム油のための円卓会議）
名称：Roundtable on Sustainable Palm Oil
本部：スイス・チューリッヒ
設立：2004年
目的： 世界的に信頼される認証基準の策定とステークホルダーの参加を通じた、持続可能な

パーム油の生産と利用の促進
会員数：  正会員 820団体

（2013年3月1日時点）
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各生産拠点での自然保護活動

森林環境を保全する企業の森づくり（名古屋工場）
　名古屋工場は、愛知県と協定を結んで2010年9月から「企業の森づ

くり」活動を行っています。この活動は年2回森林整備・保全活動を行

うもので、当社は愛知県瀬戸市にある岩屋堂公園周辺の県有林を1ヘク

タール担当しています。2012年度は、従業員と家族をあわせ、のべ47

名が参加し、公園内にある遊歩道周辺の森林整備に重点を置いた活動

を行いました。樹木を剪定したことで根元にまで多くの光が差し込み、

木々の健全な成長に貢献することができました。

“植物のチカラ®”隊による海の浄化活動（横浜磯子事業場）
　横浜磯子事業場の“植物のチカラ®”隊の活動として、2012年11月

3日に金沢八景瀬戸神社琵琶島（横浜市金沢区）にて開催された「金沢

八景－東京湾再生会議」主催のアマモの種まきイベントに、当社を含む

近隣企業7社で構成する「磯子環（たまき）会」総勢50名が参加しました。

アマモは内陸の浅瀬域に生息する海藻で、成長過程において海を浄化す

るとともにCO2の吸収により地球温暖化の抑制にも役立っています。ア

マモ場は魚にとって餌を食べる場所であるとともに、産卵場や隠れ場と

しての役割を備えていますが、近年は沿岸開発の影響により面積が減少

しています。イベント当日は、アマモの種を粘土に付け海底に埋める作

業を行いました。

“植物のチカラ®”隊による森の保護活動（横浜磯子事業場）
　横浜磯子事業場の“植物のチカラ®”隊は、2012年7月21日に横浜自

然観察の森（横浜市栄区）で、森の保護活動を実施しました。「公益財団

法人日本野鳥の会」 の森のレンジャーやボランティアグループの方々と

ともに、外来種である「ニセアカシア」の伐採作業や「セイタカアワダ

チソウ」の除去作業を行いました。

企業の森づくり活動

アマモの種まき

森の保護活動

“植物のチカラ®”隊
　“植物のチカラ®”隊は、横浜磯子事業場を中心とした環境保全に関心のある従業員有志で構
成された、社内ボランティアグループです。地域社会や市民ボランティアの方々と協力しなが
ら、事業場・工場の周辺地域で、環境保全などのボランティア活動に取り組んでいます。
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堺エコロジー大学への参加
　攝津製油（株）では、堺市が中心となり産学官民で運営する「堺エコ

ロジー大学」にパートナー企業として堺事業所油脂工場が参加してい

ます。

　2012年度も前年同様、2009年に市民、NPO法人、企業などが協力し

て1万本の苗木を植樹した「共生の森・SAKAI」の下草刈り作業に加わり、

苗木の育成のために汗を流しました。
堺エコロジー大学ホームページ： http://www.sakai-ecodai.jp/
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環境関連投資・費用・効果

環境保全コスト
　当社の環境への各種施策の効果測定を行うことが重要であるとの観点から、環境に対する投資・

費用やその効果を集計し、情報公開を行っています。

環境保全コスト分類 投資額 費用
分類 主な取り組みの内容およびその効果 2011年度 2012年度 2011年度 2012年度

1．事業エリア内コスト 144 157 832 848
① 公害防止コスト 大気汚染／水質汚濁／悪臭防止 69 8 356 396

② 地球環境保全コスト 温暖化防止／オゾン層破壊防止／省エ
ネルギー 22 149 164 163

③ 資源循環コスト
産業廃棄物の減量化、削減、処理、処分
／事業系一般廃棄物の減量化／削減、
処理、処分

53 0 312 289

2．上・下流コスト 容器・包装等のリサイクル・回収・再
商品化／製品等の設計変更 ― ― 263 256

3．管理活動コスト 従業員への環境教育／ ISO14001プロ
ジェクト／環境対策の人件費 4 0 188 211

4．研究開発コスト 環境保全に資する製品等の研究／開発
に関わる人件費 ― ― 112 111

5．社会活動コスト 事業所内および周辺の緑化、美化、景観
等の環境改善対策 0 1 5 3

6．環境損傷対応コスト ― ― 9 7
合計 148 158 1,409 1,436

※集計の前提条件 ① 集計値は各年度（4月～ 3月）の実績
 ② 費用分類は「環境会計ガイドライン（2005年度版）」に準拠
 ③ 環境関連として確実な投資や費用（ほかの要素はほとんど含まず）の範囲に留めている

環境保全コスト （百万円）

環境保全効果

単位 2011年度 2012年度 増減 前年度比（％）
電気（買電分） 万kwh 6,233 5,939 ▲294 95.3
A重油 ｋｌ 1,618 1,493 ▲125 92.3
C重油 ｋｌ 12,681 12,528 ▲153 98.8
LNG t 7,643 6,883 ▲760 90.1
都市ガス 103Nｍ3 34,049 32,364 ▲1,685 95.1

換算CO2 ｔ 167,767 159,801 ▲7,965 95.3

※数値はすべて横浜磯子事業場、名古屋工場、堺事業場、水島工場の合算値

エネルギー使用量低減効果
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単位 2011年度 2012年度 増減 前年度比（％）
廃棄物等の排出（最終埋立処分量） ｔ 61 26 ▲35 42.4

※数値はすべて横浜磯子事業場、名古屋工場、堺事業場、水島工場の合算値
※「廃棄物の排出」は、産業廃棄物および特管物の発生量より再生分を差し引き、最終的に埋立処分を行った数量

廃棄物排出低減効果

環境保全対策にともなう経済効果

費用節減
効果の内容 金額（百万円）

省エネルギーによるエネルギー費の節減 168

※数値はすべて横浜磯子事業場、名古屋工場、堺事業場、水島工場の合算値
※ 「省エネルギーによるエネルギー費の節減」の金額は「エネルギー使用量低減効果」における各エネルギーの使用量削減に基づいた節減額（プラスの
数値は節減、マイナスの数値は増加）

環境投資による経済的効果
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止めております。今まで以上にCSR活動の視点を社会全
体に広げ、「社会の持続的発展、社会価値の向上」に貢献
してまいります。そのために、具体的な目標や当社グルー
プに適した評価制度の導入も視野に入れ、現在行っている
個々のCSR活動をあらためて見直すとともに、ステークホ
ルダーの皆様とより一層のコミュニケーションを図って
まいりたいと存じます。

　当社グループのCSR活動に対し、大変貴重なご意見をい
ただきありがとうございます。
　トップコミットメントにおける当社グループ全体として
のCSR課題の明示やCSRの課題解決のために行ってきた
活動、また特集記事やトピックスで紹介した個々の取り組
みについて評価いただきましたことは、持続可能なCSR活
動へのさらなる深化を考えるうえで非常に勇気づけられ
ました。
　ご指摘いただきました３つの「今後、期待したい点」に
つきましては、当社グループにおける大いなる課題と受け

第三者意見を受けて

１．トップコミットメントには、CSRで求められる持続可
能な社会づくりとしての社会課題を人口問題、食料問
題、環境問題との認識を示し、貴グループが取り組む
CSR課題を明示していることが評価できます。また
これらの課題の解決に向けて、RSPO（持続可能なパー
ム油のための円卓会議）、国連WFP協会、国連グロー
バル・コンパクトなどに積極的に参加するなど社会
に開かれた企業文化を感じます。

２．人材を尊重し、現場力とチーム力を活かした多様でユ
ニークな活動が商品の品質やCSRの取り組みにつな
がっていることが評価できます。

３．国連グローバル･コンパクトの理念の社内浸透を目的
に国連グローバル･コンパクトの説明冊子を作られて
いることから、今後一層従業員の理解が進み、本業を
通したCSRへの取り組みが進展していくことが窺え
ます。

１．CSRの取り組みの基本方針において、「企業の持続
的発展、企業価値の向上」を目指すとありますが、
貴グループの取り組みがそれらとともに、社会の持
続的発展や社会価値の向上につながることを明記す
ると、CSRの取り組みの発展が期待できると思われ
ます。

２．持続可能な社会づくりのための社会課題の解決にあ
たって、現在の貴グループの取り組みを見直すことで
さらに発展していくことが期待できます。たとえば
スポーツ振興事業は1978年からの非常に長い実績を
持ち、これらを通して「食」の大切さや運動と食事の
バランスの大切さの取り組みになっていることが評
価できますが、今後はこれらをもっと一般の消費者に
も広げることで貴グループならではの強みとノウハ
ウを活かした社会課題解決の取り組みにつながって
いくものと考えます。

３．CSR活動の課題・実績・評価の記載については、「環
境目標および評価」のように目標や具体的な評価な
どを示すと、将来の目指す姿と現在の取り組みの実態
が見えるようになると思われます。そのための方法
として貴グループの現場力とチーム力を活用するこ
とも考えられます。

（公社）日本消費生活アドバイザー・
コンサルタント協会（NACS）常任顧問

1988年経済産業大臣認定消費生活アドバイザー
取得、1998年日本リスクマネジャー＆コンサルタン
ト協会認定シニアリスクコンサルタント資格取得。
2004年から2012年までNACS理事、2012年より
現職。
CSR（企業の社会的責任）、CS経営、コンプライア
ンス経営を中心にしたコンサルティング、講演や論
文執筆など多数。

古谷 由紀子 氏

日清オイリオグループ株式会社
コーポレートコミュニケーション部

評価できる点

今後、期待したい点
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このGRIガイドライン対照表は、「日清オイリオグループCSR報告書2013 －フルレポート－ 」における記載内容を中心に、「GRIサステナビリティ　レポーティング　ガ
イドライン2006」（第3版）を参照し、当社の解釈に基づいて作成しました。
なお、この対照表は、「日清オイリオグループCSR報告書2013 －フルレポート－ 」が「GRIサステナビリティ　レポーティング　ガイドライン2006」（第3版）に準拠して
いることを示すものではありません。

また、国連グローバル・コンパクト（GC）の参加企業として、GRIガイドラインとGC原則の関連を表している「MAKING THE CONNECTION　－The GRI Guidelines 
and the UNGC Communication on Progress」を参照し、関連するGC原則も併記しています。

日清オイリオグループ CSR報告書2013　GRIガイドライン対照表

 GRIガイドライン  GC原則  当社CSR報告書2013
指標 該当ページ 該当項目

1．戦略および分析

1.1 組織にとっての持続可能性の適合性と、その戦略に関する組織の最
高意思決定者（CEO、会長またはそれに相当する上級幹部）の声明 P.8-9 トップコミットメント

1.2 主要な影響、リスクおよび機会の説明 P.8-9、P.10-13、P.21、
P.24

トップコミットメント、特集1、CSRマネジメント、
“GROWTH10”と新中期経営計画

2．組織のプロフィール
2.1 組織の名称

P.6 会社概要、HPの会社案内

2.2 主要なブランド、製品および／またはサービス

2.3 主要部署、事業会社、子会社および共同事業などの組織の経営構造

2.4 組織の本社の所在地

2.5 
組織が事業展開している国の数および大規模な事業展開を行ってい
る、あるいは報告書中に掲載されているサステナビリティの課題に
特に関連のある国名

2.6 所有形態の性質および法的形式

2.7 参入市場（地理的内訳、参入セクター、顧客/受益者の種類を含む）

2.8 

以下の項目を含む報告組織の規模
・従業員数
・純売上高（民間組織について）あるいは純収入（公的組織について）
・負債および株主資本に区分した総資本（民間組織について）
・提供する製品またはサービスの量

2.9 

以下の項目を含む、規模、構造または所有形態に関して報告期間中に
生じた大幅な変更
・施設のオープン、閉鎖および拡張などを含む所在地または運営の
  変更
・株式資本構造およびその資本形成における維持および変更業務
  （民間組織の場合）

2.10 報告期間中の受賞歴 P.43、P.45 トランス脂肪酸分析技術の技能検定試験で優秀
賞を獲得しました、食品衛生協会からの表彰

3．報告要素
報告書のプロフィール

3.1 提供する情報の報告期間（会計年度／暦年など）

P.5 編集方針
3.2 前回の報告書発行日（該当する場合）

3.3 報告サイクル（年次、半年ごとなど）

3.4 報告書またはその内容に関する質問の窓口

報告書のスコープおよびバウンダリー

3.5 
以下を含め、報告書の内容を確定するためのプロセス
・重要性の判断
・報告書内のおよびテーマの優先順位付け
・組織が報告書の利用を期待するステークホルダーの特定

P.4、P.21 編集方針、日清オイリオグループの主たる
ステークホルダー

3.6 報告書のバウンダリー（国、部署、子会社、リース施設、共同事業、サ
プライヤー（供給者）など） P.4 編集方針

3.7 報告書のスコープまたはバウンダリーに関する具体的な制限事項を
明記する P.4 編集方針

3.8 
共同事業、子会社、リース施設、アウトソーシングしている業務およ
び時系列でのおよび／または報告組織間の比較可能性に大幅な影響
を与える可能性があるその他の事業体に関する報告の理由

P.6 会社概要

3.9 
報告書内の指標およびその他の情報を編集するために適用された推
計の基となる前提条件および技法を含む、データ測定技法および計
算の基盤

P.110-111 環境関連投資・費用・効果

3.10 
以前の報告書で掲載済みである情報を再度記載することの効果の説
明、およびそのような再記述を行う理由（合併／買収、基本となる年
／期間、事業の性質、測定方法の変更など）

 —

3.11 報告書に適用されているスコープ、バウンダリーまたは測定方法に
おける前回の報告期間からの大幅な変更 該当なし



日清オイリオグループ
CSR報告書2013

 GRIガイドライン対照表114

 GRIガイドライン  GC原則  当社CSR報告書2013
指標 該当ページ 該当項目

GRI内容索引

3.12 報告書内の標準開示の所在場所を示す表 P.113 GRI・GCガイドライン対照表

保証

3.13
報告書の外部保証添付に関する方針および現在の実務慣行。サステ
ナビリティ報告書に添付された保証報告書内に記載がない場合は、
外部保証の範囲および基盤を説明する。また、報告組織と保証の提
供者との関係を説明する

P.112 第三者意見

4．ガバナンス、コミットメントおよび参画
ガバナンス

4.1 戦略の設定または全組織的監督など、特別な業務を担当する最高統
治機関の下にある委員会を含む統治構造（ガバナンスの構造） 1－10 P.25-26 コーポレート・ガバナンス

4.2 
最高統治機関の長が執行役員を兼ねているかどうかを示す（兼ねて
いる場合は、組織の経営におけるその役割と、このような人事になっ
ている理由も示す）

1－10 P.26 コーポレート・ガバナンス体制

4.3 単一の理事会構造を有する組織の場合は、最高統治機関における社
外メンバーおよび／または非執行メンバーの人数を明記する 1－10 P.25-26 コーポレート・ガバナンス

4.4 株主および従業員が最高統治機関に対して提案または指示を提供す
るためのメカニズム 1－10 P.26 コーポレート・ガバナンス体制

4.5 
最高統治機関メンバー、上級管理職および執行役についての報酬（退
任の取り決めを含む）と組織のパフォーマンス（社会的および環境
的パフォーマンスを含む）との関係

1－10  —

4.6 最高統治機関が利害相反問題の回避を確保するために実施されてい
るプロセス 1－10 P.26-27 内部統制

4.7. 経済的、環境的、社会的テーマに関する組織の戦略を導くための、最高
統治機関のメンバーの適性および専門性を決定するためのプロセス 1－10 P.23 CSR推進体制

4.8 
経済的、環境的、社会的パフォーマンス、さらにその実践状況に関し
て、組織内で開発したミッション（使命）およびバリュー（価値）に
ついての声明、行動規範および原則

1－10
P.3、P.8-9、P.20、
P.21、P.37、P.54、
P.56、P.66、P.83

経営理念・コアプロミス・コーポレートステート
メント、トップコミットメント、CSRの基本方針、
CSRの取り組みの基本方針、行動規範（顧客価
値の追求）、調達の方針、行動規範（株主価値の
追求）、社会貢献方針、環境理念・環境方針

4.9 
組織が経済的、環境的、社会的パフォーマンスを特定し、マネジメン
トしていることを最高統治機関が監督するためのプロセス。関連の
あるリスクと機会および国際的に合意された基準、行動規範および
原則への支持または遵守を含む

1－10 P.18-19、P.21、
P.26-27

CSR活動の課題・実績・評価、CSR推進体制、
内部統制

4.10 最高統治機関のパフォーマンスを、特に経済的、環境的、社会的パ
フォーマンスという観点で評価するためのプロセス 1－10 P.25-27 コーポレート・ガバナンス

外部のイニシアティブへのコミットメント

4.11 組織が予防的アプローチまたは原則に取り組んでいるかどうか、お
よびその方法はどのようなものかについての説明 7 P.31、P.84 リスクマネジメント、環境マネジメント推進体制

4.12 外部で開発された、経済的、環境的、社会的憲章、原則あるいは組織
が同意または受諾するその他のイニシアティブ 1－10 P.22 国連グローバル・コンパクト

4.13 

組織が以下の項目に該当するような、（企業団体などの）団体および
／または国内外の提言機関における会員資格
・統治機関内に役職を持っている
・プロジェクトまたは委員会に参加している
・通常の会員資格の義務を越える実質的な資金提供を行っている
・会員資格を戦略的なものとして捉えている

1－10
P.22、P.55、
P.67-68、P.100、
P.107

国連グローバル・コンパクト、国連WFP、
チャレンジ25、RSPO

ステークホルダー参画

4.14 組織に参画したステークホルダー・グループのリスト P.18-19 CSR活動の課題・実績・評価

4.15 参画してもらうステークホルダーの特定および選定の基準 P.18-19、P.21 CSR活動の課題・実績・評価、日清オイリオ
グループの主たるステークホルダー

4.16 種類ごとのおよびステークホルダー・グループごとの参画の頻度な
ど、ステークホルダー参画へのアプローチ

P.46-47、P.55、
P.57-58、P.119-121

お客様の声を活かす取り組み、政策説明会を開催、
個人投資家の皆様とのコミュニケーション、
機関投資家・アナリストの皆様とのコミュニケー
ション、決算説明会、CSR報告書2012アンケート
結果、読者アンケート

4.17 
その報告を通じた場合も含め、ステークホルダー参画を通じて浮か
び上がった主要なテーマおよび懸案事項と、それらに対して組織が
どのように対応したか

P.18-19 CSR活動の課題・実績・評価

5．マネジメント・アプローチおよびパフォーマンス指標
経済

マネジメント・アプローチに関する開示 1、4、6、7 P.6-7 会社概要

側面：経済的パフォーマンス

中核
EC1.

収入、事業コスト、従業員の給与、寄付およびその他のコミュニティ
への投資、内部留保および資本提供者や政府に対する支払いなど、創
出および分配した直接的な経済的価値

 — HPのIR情報

中核
EC2.

気候変動による組織の活動に対する財務上の影響およびその他のリ
スクと機会 7  — HPのIR情報
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指標 該当ページ 該当項目

中核
EC3. 確定給付型年金制度の組織負担の範囲  —

中核
EC4. 政府から受けた相当の財務的支援  —  

側面：市場での存在感
追加
EC5.

主要事業拠点について、現地の最低賃金と比較した標準的新入社員
賃金の比率の幅 1  —

中核
EC6.

主要事業拠点での地元のサプライヤー（供給者）についての方針、業
務慣行および支出の割合  —

中核
EC7.

現地採用の手順、主要事業拠点で現地のコミュニティから上級管理
職となった従業員の割合 6  —

側面：間接的な経済的影響
中核
EC8.

商業活動、現物支給、または無料奉仕を通じて、主に公共の利益のた
めに提供されるインフラ投資およびサービスの展開図と影響 P.14-17、P.66-82 特集2、社会のために

追加
EC9. 影響の程度など、著しい間接的な経済的影響の把握と記述  —

環境

マネジメント・アプローチに関する開示 7、8、9 P.18-19、P.82-87、
P.88-89、P.110-111

CSR活動の課題・実績・評価、環境マネジメント、
環境目標と実績、環境関連投資・費用・効果

側面：原材料
中核
EN1. 使用原材料の重量または量 8 P.89 資源・エネルギーの流れ

中核
EN2. リサイクル由来の使用原材料の割合 8、9  —

側面：エネルギー
中核
EN3. 一次エネルギー源ごとの直接的エネルギー消費量 8 P.89 資源・エネルギーの流れ

中核
EN4. 一次エネルギー源ごとの間接的エネルギー消費量 8 P.89 資源・エネルギーの流れ

追加
EN5. 省エネルギーおよび効率改善によって節約されたエネルギー量 8、9 P.88 環境目標と実績

追加
EN6.

エネルギー効率の高いあるいは再生可能エネルギーに基づく製品お
よびサービスを提供するための率先取り組み、およびこれらの率先
取り組みの成果としてのエネルギー必要量の削減量

8、9 P.90-91 生産部門における環境負荷の状況

追加
EN7.

間接的エネルギー消費量削減のための率先取り組みと達成された削
減量 8、9 P.89、P.110-111 資源・エネルギーの流れ、環境関連投資・費用・

効果

側面：水
中核
EN8. 水源からの総取水量 8 P.89 資源・エネルギーの流れ

追加
EN9. 取水によって著しい影響を受ける水源 8  —

追加
EN10. 水のリサイクルおよび再利用量が総使用水量に占める割合 8、9  —

側面：生物多様性

中核
EN11.

保護地域内あるいはそれに隣接した場所および保護地域外で、生物
多様性の価値が高い地域に所有、賃借、または管理している土地の所
在地および面積

8  —

中核
EN12.

保護地域および保護地域外で、生物多様性の価値が高い地域での生
物多様性に対する活動、製品およびサービスの著しい影響の説明 8 P.107-109 地域環境保全への取り組み

追加
EN13. 保護または復元されている生息地 8 P.107-109 地域環境保全への取り組み

追加
EN14.

生物多様性への影響をマネジメントするための戦略、現在の措置お
よび今後の計画 8 P.107-109 地域環境保全への取り組み

追加
EN15.

事業によって影響を受ける地区内の生息地域に生息するIUCN（国
際自然保護連合）のレッドリスト種（絶滅危惧種）および国の絶滅危
惧種リストの数。絶滅危険性のレベルごとに分類する

8  —

側面：排出物、廃水および廃棄物
中核
EN16. 重量で表記する直接および間接的な温室効果ガスの総排出量 8 P.89、P.90-91、P.92 資源・エネルギーの流れ、生産部門における

環境負荷の状況、低炭素社会実現への取り組み

中核
EN17. 重量で表記するその他の関連ある間接的な温室効果ガス排出量 8  —

追加
EN18. 温室効果ガス排出量削減のための率先取り組みと達成された削減量 7、8、9 P.92-102、P.105 低炭素社会実現への取り組み、ハイブリッド

カーの導入

中核
EN19. 重量で表記するオゾン層破壊物質の排出量 8  —
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中核
EN20.

種類別および重量で表記するNOx、SOxおよびその他の著しい影響
を及ぼす排気物質 8 P.88-91 環境目標と実績、生産部門における環境負荷の

状況

中核
EN21. 水質および放出先ごとの総排水量 8 P.88-91 環境目標と実績、生産部門における環境負荷の

状況

中核
EN22. 種類および廃棄方法ごとの廃棄物の総重量 8 P.88-91 環境目標と実績、生産部門における環境負荷の

状況

中核
EN23. 著しい影響を及ぼす漏出の総件数および漏出量 8 P.87 環境法令の遵守・お問い合わせの状況

追加
EN24

バーゼル条約付属文書Ⅰ、Ⅱ、ⅢおよびⅧの下で有害とされる廃棄物
の輸送、輸入、輸出、あるいは処理の重量、および国際輸送された廃
棄物の割合

8  —

追加
EN25.

報告組織の排水および流出液により著しい影響を受ける水界の場
所、それに関連する生息地の規模、保護状況、および生物多様性の価
値を特定する

8  —

側面：製品およびサービス

中核
EN26.

製品およびサービスの環境影響を緩和する率先取り組みと影響削減
の程度 7、8、9 P.104-106 資源循環社会実現への取り組み

中核
EN27. カテゴリー別の再生利用される販売製品およびその梱包材の割合 8、9  —

側面：遵守

中核
EN28.

環境規制への違反に対する相当な罰金の金額および罰金以外の制裁
措置の件数 8 P.87 環境法令の遵守

側面：輸送

追加
EN29.

組織の業務に使用される製品、その他物品、原材料の輸送および従業
員の移動からもたらされる著しい環境影響 8 P.97-98、P.105 物流部門での取り組み、ハイブリッドカーの導入

側面：総合
追加
EN30. 種類別の環境保護目的の総支出および投資 ７、8、9 P.110-111 環境関連投資・費用・効果

社会
労働慣行とディーセント・ワーク（公正な労働条件）

マネジメント・アプローチに関する開示 １、3、6 P.18-19、P.59 CSR活動の課題・実績・評価、従業員とともに

側面：雇用
中核
LA1. 雇用の種類、雇用契約および地域別の総労働力 P.6-7 会社概要

中核
LA2. 従業員の総離職数および離職率の年齢、性別および地域による内訳 6  —

追加
LA3.

主要な業務ごとの派遣社員またはアルバイト従業員には提供されな
いが、正社員には提供される福利  —

側面：労使関係
中核
LA4. 団体交渉協定の対象となる従業員の割合 １、3  —

中核
LA5.

労働協約に定められているかどうかも含め、著しい業務変更に関す
る最低通知期間 3  —

側面：労働安全衛生

追加
LA6.

労働安全衛生プログラムについての監視および助言を行う、公式の
労使合同安全衛生委員会の対象となる総従業員の割合 1  —

中核
LA7.

地域別の、傷害、業務上疾病、損失日数、欠勤の割合および業務上の
総死亡者数 1 P.34 防災への取り組み

中核
LA8.

深刻な疾病に関して、労働者、その家族またはコミュニティのメン
バーを支援するために設けられている教育、研修、カウンセリング、
予防および危機管理プログラム

1 P.63-65 公平・公正で働きやすい職場づくり

追加
LA9. 労働組合との正式合意に盛り込まれている安全衛生のテーマ 1  —

側面：研修および教育
中核
LA10. 従業員のカテゴリー別の、従業員あたりの年間平均研修時間  —

追加
LA11.

従業員の継続的な雇用適性を支え、キャリアの終了計画を支援する
技能管理および生涯学習のためのプログラム P.62-63 ライフプラン支援、定年退職者再雇用制度

追加
LA12.

定常的にパフォーマンスおよびキャリア開発のレビューを受けてい
る従業員の割合 P.59-62 人材の育成に力を入れた人事諸制度
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側面：多様性と機会均等

中核
LA13.

性別、年齢、マイノリティーグループおよびその他の多様性の指標に
従った、統治体（経営管理職）の構成およびカテゴリー別の従業員の
内訳

1、6  —

中核
LA14. 従業員のカテゴリー別の、基本給与の男女比 1、6  —

人権

マネジメント・アプローチに関する開示 1、2、3、4、
5、6 P.22、P.63 国連グローバルコンパクト、人権を尊重した

雇用の取り組み

側面：投資および調達の慣行
中核
HR1.

人権条項を含む、あるいは人権についての適正審査を受けた重大な
投資協定の割合とその総数

1、2、3、4、
5、6  —

中核
HR2.

人権に関する適正審査を受けた主なサプライヤー（供給者）および
請負業者の割合と取られた措置

1、2、3、4、
5、6  —

追加
HR3.

研修を受けた従業員の割合を含め、業務に関連する人権的側面に関
わる方針および手順に関する従業員研修の総時間

1、2、3、4、
5、6  —

側面：無差別
中核
HR4. 差別事例の総件数と取られた措置 1、2、6  —

側面：結社の自由
中核
HR5.

結社の自由および団体交渉の権利行使が著しいリスクに曝されるか
もしれないと判断された業務と、それらの権利を支援するための措置 1、2、 3  —

側面：児童労働
中核
HR6.

児童労働の事例に関して著しいリスクがあると判断された業務と、
児童労働の防止に貢献するための対策 1、2、5 P.22、P.63 国連グローバル・コンパクト、人権を尊重した

雇用の取り組み

側面：強制労働
中核
HR7.

強制労働の事例に関して著しいリスクがあると判断された業務と、
強制労働の防止に貢献するための対策 1、2、4 P.22、P.63 国連グローバル・コンパクト、人権を尊重した

雇用の取り組み

側面：保安慣行
追加
HR8.

業務に関連する人権の側面に関する組織の方針もしくは手順の研修
を受けた保安要員の割合 1、2  —

側面：先住民の権利
追加
HR9. 先住民の権利に関係する違反事例の総件数と取られた措置 1、2  —

社会

マネジメント・アプローチに関する開示 10 P.18-19、P.66 CSR活動の課題・実績・評価、社会貢献方針

側面：コミュニティ

中核
SO.1

参入、事業展開および撤退を含む、コミュニティに対する事業の影響
を評価し、管理するためのプログラムと実務慣行の性質、適用範囲お
よび有効性

 —

側面：不正行為
中核
SO2. 不正行為に関連するリスクの分析を行った事業単位の割合と総数 10  —

中核
SO3.

組織の不正行為対策の方針および手順に関する研修を受けた従業員
の割合 10 P.28-30、P.87 コンプライアンスについて、環境法規セミナー

の開催

中核
SO4. 不正行為事例に対応して取られた措置 10  —

側面：公共政策
中核
SO5. 公共政策の位置づけおよび公共政策立案への参加およびロビー活動 1－10  —

追加
SO6.

政党、政治家および関連機関への国別の献金および現物での寄付の
総額 10  —

側面：反競争的な行動
追加
SO7.

反競争的な行動、反トラストおよび独占的慣行に関する法的措置の
事例の総件数とその結果  —

側面：遵守
中核
SO8.

法規制の違反に対する相当の罰金の金額および罰金以外の制裁措置
の件数  —

製品責任

マネジメント・アプローチに関する開示 1、8 P.18-19、P.37 CSR活動の課題・実績・評価、お客様のために
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側面：顧客の安全衛生

中核
PR1.

製品およびサービスの安全衛生の影響について、改善のために評価
が行われているライフサイクルのステージ、ならびにそのような手
順の対象となる主要な製品およびサービスのカテゴリーの割合

1 P.40-44 品質・安全への取り組み

追加
PR2.

製品およびサービスの安全衛生の影響に関する規制および自主規範
に対する違反の件数を結果別に記載 1  —

側面：製品およびサービスのラベリング

中核
PR3.

各種手順により必要とされている製品およびサービス情報の種類
と、このような情報要件の対象となる主要な製品およびサービスの
割合

8  —

追加
PR4.

製品およびサービスの情報、ならびにラベリングに関する規制およ
び自主規範に対する違反の件数を結果別に記載 8  —

追加
PR5. 顧客満足度を測る調査結果を含む、顧客満足に関する実務慣行 P46-47 お客様の声を活かす取り組み

側面：マーケティング・コミュニケーション

中核
PR6.

広告、宣伝および支援行為を含むマーケティング・コミュニケーショ
ンに関する法律、基準および自主規範の遵守のためのプログラム P.37 お客様のために

追加
PR7.

広告、宣伝および支援行為を含むマーケティング・コミュニケーショ
ンに関する規制および自主規範に対する違反の件数を結果別に記載  —

側面：顧客のプライバシー

追加
PR8.

顧客のプライバシー侵害および顧客データの紛失に関する正当な根
拠のあるクレームの総件数 1  —

側面：遵守

中核
PR9.

製品およびサービスの提供、および使用に関する法規の違反に対す
る相当の罰金の金額  —

　　　
※―は該当しないもの、集計していないもの、または開示していないもの
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●本報告書をお読みいただいた感想

2012年7月に発行した「CSR報告書2012」に対して、多くの皆様からご意見・ご感想をいただき、誠にありがとうございました。
アンケート結果をご報告いたします。

社内イントラネットを利用した従業員対象の読者アンケート結果も合わせてご報告いたします。

CSR報告書2012 アンケート結果

アンケート総数 172名
入手方法： インターネット 5名　

請求ハガキによる請求 93名
当社主催のイベント 3名　
その他 71名

※各グラフ右上のグラフは社内読者アンケート結果です

1.2% 

21.1%

62.6%

14.0%

1.2%

30.9%

0.0%
1.1%

9.2%

58.8%

30.9%

●わかりやすさ（内容）

とてもわかりやすい
わかりやすい
ふつう
わかりにくい
とてもわかりにくい

0.0% 
2.4%

54.2%

23.2%
19.6%

0.0%
0.9%

58.7%

28.4%

12.0%

● 読みやすさ（全体の印象）

とても読みやすい
読みやすい
ふつう
読みにくい
とても読みにくい

0.0% 
0.0%

63.6%

24.2%
12.1%

0.0%
0.4%

3.0%

44.5%52.1%

● CSR報告書2011と比べての
全体的な評価

とてもよくなった
よくなった
変わらない
悪くなった
とても悪くなった

0.0% 
3.0%

58.0%

23.7%

15.4%

0.4%
0.4%

7.4%

61.1%

30.7%

●内容の充実度（情報の量）

とても充実している
充実している
ふつう
不足している
とても不足している

37.9%

0.0% 
0.0%

49.1%

13.0%

0.4%
0.5%

27.6%

24.2%

0.4%
0.5%

27.6%

24.2%

47.3%

●当社のCSR活動について

評価できる
やや評価できる
ふつう
あまり評価できない
評価できない

※ 従業員対象の読者アンケートはP.120参照。

● 印象に残った項目、関心を持たれた上位項目（社外）
（複数回答）

１.  特集1　100年を超える歴史で築いたブランドを
次代へ継ぐ

２. 特集2　成長の続く中国で一歩ずつ広がる「信頼」
３. 株主・投資家の皆様とともに
４.  トップコミットメント
日清オイリオグループのCSR

５. CSR活動の目標・実績・評価
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●全体の印象

● 当社グループのCSR活動に対する評価

●わかりやすさ（内容）

● 読みやすさ（デザイン、レイアウト、
文字の大きさ、写真、表など）

● 2011年度の報告書と比べての全体的な評価

●フルレポートを読んだか

●内容の充実度（情報の量）

● CSR報告書2012の使用用途

とてもおもしろかった
5.3%

ふつう
51.4%

つまらなかった  0.7%

とても
つまらなかった  0.2%

おもしろかった
42.4%

とても充実している
7.4%

ふつう
30.7%

不足している  0.4%

とても不足している
0.4%

充実している
61.1%

CSR 活動の理解 
58.7%

環境への取り組みの理解
16.1%

社内外への
報告・提出用
5.5%

営業活動用
ツール
2.1%

その他 
0.9%

特に利用していない
16.8%

評価できる
47.3%

ふつう
24.2%

あまり評価できない
0.5％

評価できない  0.4%

やや評価できる
27.6%

とてもわかりやすい
9.2%

ふつう
30.9%

わかりにくい  1.1%

とてもわかりにくい 
0.0%

わかりやすい  58.8%

とても読みやすい
12.0%

ふつう
28.4%

読みにくい  0.9%

とても読みにくい  
0.0%

読みやすい
58.7%

とてもよくなった
3.0%

変わらない
52.1%

悪くなった  0.4%

とても悪くなった  
0.0%

よくなった
44.5%

読んだ  37.3%

読んでいない  62.7%

社内イントラネットを利用した従業員対象の読者アンケート結果についてご報告いたします。

CSR報告書2012　社内読者アンケート結果①
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● 国連グローバル・コンパクトに当社が参加す
ることについて（複数回答）

● 国連グローバル・コンパクトの
名称について

● 印象に残った項目（ハイライト・フルレポート共通）
上位項目（複数回答）

１. 東日本大震災に対する対応
２. トップコミットメント
３. 特集１　１００年を超える歴史で築いたブランドを次代へ継ぐ
４. 特集２　成長の続く中国で一歩ずつ広がる「信頼」
５. 日清オイリオグループのCSR

● 当社グループが注力すべきだと思う活動分野上位項目（複数回答）
1. コンプライアンス
2. 安心・安全な食品を供給するための活動
3. 食育活動
4. リスクマネジメント
5.  環境保全活動
ワークライフバランスの充実

● 印象に残った項目（フルレポート）上位項目（複数回答）
１. 生産部門における環境負荷の状況
２. 環境目標と実績
３.  会社概要
地域環境保全への取り組み

４.  低炭素社会実現への取り組み
資源循環型社会実現への取り組み

５. 環境マネジメント

● 国連グローバル・コンパクトの
活動内容について

誇らしい
18.3%

当社に
ふさわしい
25.1%

違和感を覚える
2.2%

不安だ  1.6%
事業にプラスになりそう
15.4%

コストや
業務面で
負担が増え
大変そう
10.8%

よくわからない
25.2%

その他  1.4%知っていた
29.9%

CSR報告書2012を読んで知った
53.7%

知らない
16.4%

知っていた
10.6%

聞いたことはあるが覚えていない
52.1%

知らない
37.3%

社内イントラネットを利用した従業員対象の読者アンケート結果についてご報告いたします。

CSR報告書2012　社内読者アンケート結果②

アンケート総数 566名
所属：当社 495名　グループ会社 71名
職種： 生産 274名　企画・管理 121名　営業 70名　

研究・開発 41名　その他 60名



1 CSR報告書2013「フルレポート」をお読みになったきっかけを教えてください。Q
□ CSR報告書2013「ハイライト」を読んで □  当社ホームページ内CSRサイトから

□ その他 〔具体的に　    〕

2 CSR報告書2013「フルレポート」のなかで、特に印象に残った項目、関心を持たれた項目はどれですか？（複数回答可）Q
□編集方針 □会社概要 □トップコミットメント
□特集1 毎日の食卓に“植物のチカラ®”をお届けするために、ものづくりの「現場力」を強化する。 
□特集2 トップアスリートから子どもたちまで、バランスの良い食事と運動の大切さを伝えていく。
□CSR活動の課題・実績・評価 □日清オイリオグループのCSR □CSRを支える基盤 
□お客様のために □取引先とともに □株主・投資家の皆様とともに 
□従業員とともに □社会のために □環境マネジメント 
□環境目標と実績 □生産部門における環境負荷の状況 □低炭素社会実現への取り組み 
□資源循環社会実現への取り組み □地域環境保全への取り組み □環境関連投資・費用・効果 
□第三者意見 □GRIガイドライン対照表 □CSR報告書2012 アンケート結果

4 当社グループのCSR活動に対する評価をお聞かせください。Q
□ 評価できる □ やや評価できる □ ふつう □ あまり評価できない □ 評価できない

3 CSR報告書2013「フルレポート」をお読みいただいた感想をお聞かせください。Q
◆ わかりやすさ（内容） □ とてもわかりやすい □ わかりやすい □ ふつう □ わかりにくい □ とてもわかりにくい

◆ 内容の充実度（情報の量） □ とても充実している □ 充実している □ ふつう □ 不足している □ とても不足している

◆ 読みやすさ（全体の印象） □ とても読みやすい □ 読みやすい □ ふつう □ 読みにくい □ とても読みにくい

◆ （前年お読みになった方にお伺いします）前年度のCSR報告書2012と比べての全体的な評価
 □ とてもよくなった □ よくなった □ 変わらない □ 悪くなった □ とても悪くなった

5 CSR報告書2013全体についてご意見・ご要望がございましたらお聞かせください。Q

差し支えなければ、以下の項目にもご記入をお願いいたします。
◆ CSR報告書2013をどのような立場でお読みになりましたか？
□ お客様 □ 取引先 □ 個人株主・投資家 □ 事業所近隣住民 □ 金融機関 □ 企業・団体のCSRご担当
□ NPO・NGO □ 当社グループの従業員・そのご家族 □ 学生 □ その他 〔具体的に　   〕
◆ 年齢　　□ 10代　　□ 20代　　□ 30代　　□ 40代　　□ 50代　　□ 60代　　□ 70代　　□ 80代以上

日清オイリオグループ CSR報告書2013「フルレポート」をご覧いただきありがとうございます。
当社グループのCSR活動およびCSR報告書を継続的に改善していくために、皆様のご意見・ご感想をいただけますようお願い申しあげます。

読者アンケート

ご記入の上、FAXでお送りください。
FAX ： 03-3206-6456

日清オイリオグループ株式会社
コーポレートコミュニケーション部

日清オイリオグループ CSR報告書2013 「フルレポート」

具体的な理由をお聞かせください。




